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このマニュアルについて

このマニュアルでは、データ依存型の ATMI 環境またはオブジェクト指向の 
CORBA 環境で、BEA Tuxedo®システムを計画、設計、および設定する方法
について説明します。

このマニュアルでは、以下の内容について説明します。

第 1 章「管理タスクと管理ツール」では、BEA Tuxedo の管理者タスク
について説明します。

第 2 章「コンフィギュレーション・ファイルについて」では、BEA 
Tuxedo のコンフィギュレーション・ファイルと、アプリケーションの起
動と実行に必要なすべての情報が格納されているリポジトリの概要を示
します。また、CORBA 環境の NameManager についても説明します。

第 3 章「コンフィギュレーション・ファイルの作成」では、ATMI 環境
または CORBA 環境で動作するシングル・マシン用のコンフィギュレー
ション・ファイルを作成する方法について説明します。

第 4 章「トランザクションについて」では、BEA Tuxedo トランザク
ションの概要を示します。

第 5 章「トランザクション対応の ATMI アプリケーションのコンフィ
ギュレーション」では、BEA Tuxedo の ATMI 環境でトランザクション
を設定する方法について説明します。

第 6 章「CORBA インターフェイス・リポジトリの管理」では、BEA 
Tuxedo ドメインでインプリメントされる CORBA オブジェクトのイン
ターフェイス・リポジトリを作成する方法について説明します。

第 7 章「ネットワークへの ATMI アプリケーションの分散」では、単一
の BEA Tuxedo コンフィギュレーション・ファイルを使用して、複数の
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マシンにわたる 1 つ以上のサーバ経由でローカル・クライアントまたは
リモート・クライアントに Tuxedo ATMI アプリケーションを配布する方
法について説明します。

第 8 章「分散型の ATMI アプリケーション用のコンフィギュレーショ
ン・ファイルの作成」では、ATMI 環境でマルチ・マシン用のコンフィ
ギュレーション・ファイルを作成する方法について説明します。

第 9 章「分散アプリケーションのネットワーク設定」では、BEA Tuxedo 
システムで分散アプリケーションをサポートするためのネットワーク環
境の設定方法について説明します。

第 10 章「ワークステーション・クライアントについて」では、BEA 
Tuxedo システムの BEA Tuxedo ワークステーション・コンポーネントに
ついて説明します。

第 11 章「ワークステーション・クライアントの設定」では、Tuxedo 
ワークステーション・クライアントをアプリケーションに参加させるた
めの BEA Tuxedo 環境の設定方法について説明します。

第 12 章「BEA Tuxedo CORBA リモート・クライアント・アプリケー
ションの管理」 では、標準インターネット ORB 間プロトコル (IIOP) に
よるリモート CORBA クライアント・アプリケーションから CORBA オ
ブジェクトへの接続を設定する方法について説明します。

対象読者

このマニュアルは、主にミッション・クリティカルな BEA Tuxedo システム
をサポートするパラメータの設定を行うシステム管理者を対象としていま
す。また、BEA Tuxedo プラットフォームについて理解していることを前提
としています。
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e-docs Web サイト

BEA 製品のマニュアルは BEA 社の Web サイト上で参照することができま
す。BEA ホーム・ページの [製品のドキュメント ] をクリックするか、また
は http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html に直接アクセスしてください。

マニュアルの印刷方法

このマニュアルは、ご使用の Web ブラウザで一度に 1 ファイルずつ印刷で
きます。Web ブラウザの [ファイル ] メニューにある [印刷 ] オプションを
使用してください。

このマニュアルの PDF 版は、e-docs Web サイトの BEA Tuxedo マニュアル・
ページから入手できます。また、マニュアルの CD-ROM にも収められてい
ます。この PDF を Adobe Acrobat Reader で開くと、マニュアル全体または
一部をブック形式で印刷できます。PDF 形式を利用するには、BEA Tuxedo 
Documents ページの [PDF 版 ] ボタンをクリックして、印刷するマニュアル
を選択します。

Adobe Acrobat Reader をお持ちではない場合は、Adobe Web サイト 
(http://www.adobe.co.jp/) から無償で入手できます。

関連情報

以下のマニュアルには、BEA Tuxedo ソフトウェアについての関連情報が掲
載されています。

『BEA Tuxedo システムのインストール』―CD に同梱されているドキュ
メント
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『BEA Tuxedo リリース・ノート』―CD に同梱されているドキュメント

『BEA Tuxedo アプリケーション実行時の管理』―BEA Tuxedo オンライ
ン・マニュアル CD で参照できます。このガイドでは、BEA Tuxedo 管
理タスクに対するコマンド行インターフェイスからのアクセスについて
説明しています。

『BEA Tuxedo Domains コンポーネント』―オンライン・マニュアル CD 
で参照できます。このガイドには、BEA Tuxedo ドメインの設定方法と
管理方法が記載されています。

『BEA Tuxedo CORBA アプリケーションのスケーリング、分散、および
チューニング』－ BEA Tuxedo オンライン・マニュアル CD で参照でき
ます。このガイドでは、BEA Tuxedo 環境で実行する CORBA アプリ
ケーションの調整方法を説明しています。

『BEA Tuxedo CORBA トランザクション』―BEA Tuxedo オンライン・
マニュアル CD で参照できます。このガイドには、BEA Tuxedo 環境に
おける CORBA トランザクションの設定方法が記載されています。

BEA Tuxedo ATMI のアーキテクチャ および BEA Tuxedo CORBA 環境の設
定と管理の詳細については、BEA Tuxedo オンライン・マニュアルの 
CORBA Bibliography を参照してください。

サポート情報

皆様の BEA Tuxedo マニュアルに対するフィードバックをお待ちしていま
す。ご意見やご質問がありましたら、電子メールで docsupport-jp@bea.com 
までお送りください。お寄せいただきましたご意見は、BEA Tuxedo マニュ
アルの作成および改訂を担当する BEA 社のスタッフが直接検討いたします。

電子メール メッセージには、BEA Tuxedo 8.0 リリースのマニュアルを使用
していることを明記してください。
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BEA Tuxedo に関するご質問、または BEA Tuxedo のインストールや使用に
際して問題が発生した場合は、www.bea.com の BEA WebSUPPORT を通し
て BEA カスタマ・サポートにお問い合わせください。カスタマ・サポート
への問い合わせ方法は、製品パッケージに同梱されている カスタマ・サポー
ト・カードにも記載されています。

カスタマ・サポートへお問い合わせの際には、以下の情報をご用意くださ
い。

お客様のお名前、電子メール・アドレス、電話番号、Fax 番号

お客様の会社名と会社の住所

ご使用のマシンの機種と認証コード

ご使用の製品名とバージョン

問題の説明と関連するエラー・メッセージの内容
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表記上の規則

このマニュアルでは、以下の表記規則が使用されています。

規則 項目

太字 用語集に定義されている用語を示します。

Ctrl + Tab 2 つ以上のキーを同時に押す操作を示します。

イタリック
体

強調またはマニュアルのタイトルを示します。

等幅テキスト コード・サンプル、コマンドとオプション、データ構造とメンバ、
データ型、ディレクトリ、およびファイル名と拡張子を示します。
また、キーボードから入力する文字も示します。

例 :
#include <iostream.h> void main ( ) the pointer psz

chmod u+w *

\tux\data\ap

.doc

tux.doc

BITMAP

float

等幅太字 コード内の重要な単語を示します。

例 :
void commit ( )

等幅イタリッ
ク体

コード内の変数を示します。

例 :
String expr
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大文字 デバイス名、環境変数、および論理演算子を示します。

例 :
LPT1
SIGNON
OR

{ } 構文の行で選択肢を示します。かっこは入力しません。

[ ] 構文の行で省略可能な項目を示します。かっこは入力しません。

例 :
buildobjclient [-v] [-o name ] [-f 
file-list]...[-l file-list]...

| 構文の行で、相互に排他的な選択肢を分離します。記号は入力し
ません。

... コマンド行で次のいずれかを意味します。 
コマンド行で同じ引数を繰り返し指定できること

省略可能な引数が文で省略されていること

追加のパラメータ、値、その他の情報を入力できること

省略符号は入力しません。

例 :
buildobjclient [-v] [-o name ] [-f 
file-list]...[-l file-list]...

.

.

.

コード例または構文の行で、項目が省略されていることを示しま
す。省略符号は入力しません。

規則 項目
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章

1 管理タスクと管理
ツール

ここでは、次の内容について説明します。

管理者が実行するタスク

アプリケーションの設計計画を立てる   

アプリケーションの管理用ツール

管理者が実行するタスク

管理者の作業は、次の 2 つのタスクに大きく分類できます。

セットアップ・タスク―アプリケーションを起動する前にシステム側で

準備する必要のあるすべてのタスク

実行時の管理―起動後のアプリケーション上で実行するタスク
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1 管理タスクと管理ツール
セットアップ・タスク

管理者は、セットアップ時に、BEA Tuxedo システムの計画、設計、インス
トール、セキュリティの設定、およびコンフィギュレーションを行う責任が
あります。次の表は、セットアップ時の必須タスクとオプションのタスクを
示します。

セットアップのタスク 必須 オプ
ション

アプリケーションの設計者、プログラマ、およびビジ
ネス・ユーザから情報を収集する。

X

ハードウェアとソフトウェアの設定、および BEA 
Tuxedo システムとアプリケーションのインストールを
行う (インストール )。

X

BEA Tuxedo システムのパラメータを設定する (コン
フィギュレーション )。これらのパラメータにより、ア
プリケーションで各コンポーネントがどのように使用
されるかが決定されます。

X

ドメイン、マシン、グループ、インターフェイス、
サービス、およびその他の必須コンポーネントに対応
したトランザクションを設定する (コンフィギュレー
ション )。

X

アプリケーションとデータを保護するためのセキュリ
ティ方式を選択および実装する。

X

CORBA 環境でインターネット ORB 間プロトコル 
(IIOP) のリスナ /ハンドラを設定し、マシンのコンフィ
ギュレーションを変更する。

X

ルーティング・ツールを使用して分散アプリケーショ
ンを設定する。CORBA 環境ではファクトリ・ベース・
ルーティングを、ATMI 環境ではデータ依存型ルーティ
ングを使用する。

X

ネットワーク・アプリケーションを設定する。 X
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管理者が実行するタスク
実行時のタスク

BEA Tuxedo システムをインストールし、TUXCONFIG ファイルをロードする
と、アプリケーションの起動準備は完了です。アプリケーションを起動した
ら、アプリケーションのアクティビティを監視し、問題が発生していないか
どうか、または問題の原因となり得る現象がないかどうかを確認する必要が
あります。次の表は、実行時の必須タスクとオプションのタスクを示しま
す。

ローカル・ドメインおよびリモート・ドメインをコン
フィギュレーションする。

X

ワークステーション・クライアントを設定する。環境
テーブルとワークステーション・リスナを追加し、マ
シンのコンフィギュレーションを変更する。

X

アプリケーションのキュー・スペースを作成し、
キューに登録されたメッセージがサポートされるよう
にコンフィギュレーションを変更する。

X

セットアップのタスク 必須 オプ
ション

実行時のタスク 必須 オプ
ション

アプリケーションを起動およびシャットダウンする。 X

バッファを管理する。 X

アプリケーションのセキュリティを管理する。 X

アプリケーションのアクティビティ、問題、および性
能を監視する。

X

ATMI 環境でトランザクションを管理する。 X

CORBA 環境でインターフェイスを管理する。 X
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1 管理タスクと管理ツール
実行時には、問題の原因となり得る現象や、アプリケーション要件の変化に
すばやく対応する必要があります。そのため、BEA Tuxedo Administration 
Console、コマンド行インターフェイス、および AdminAPI の 3 つのツール
が用意されています。次の表は、いくつかの処理と、それらの実行方法を示
します。

ネットワーク・アプリケーションを管理する。 X

リモート・ワークステーション・クライアントを管理
する。

X

イベントをサブスクライブする。 X

キュー機能を使用する。 X

問題が発生した場合に、問題の内容を明らかにし、解
決する (トラブルシューティング )。

X

MASTER マシンで問題が発生した場合に、アプリケー
ションの基本的な役割を MASTER  マシンから代替 
(BACKUP) マシンに再び割り当てる (移行 )。

X

ニーズの変化に応じて、システム・パラメータやサー
ビスの種類を変更する (動的な変更 )。

X

新しいマシンやサーバなどの追加コンポーネントの導
入に合わせてアプリケーションを調整する (動的な再コ
ンフィギュレーション )。

X

目的 実行方法

性能を最大化するには サービスのロード・バランシングを行う
か、またはサービスに優先順位を設定し
ます。

MASTER マシン上で発生する可能性
のある問題を修復するには

指定した BACKUP マシンに置換します。

実行時のタスク 必須 オプ
ション
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管理者が実行するタスク
関連項目

1-7 ページの「アプリケーションの設計計画を立てる」

1-10 ページの「アプリケーションの管理用ツール」

BEA Tuxedo における ATMI 環境と CORBA 環境の
違い

BEA Tuxedo CORBA 環境では、BEA Tuxedo の管理機能により、オブジェ
クト・リクエスト・ブローカ (ORB: Object Request Broker) と TP フレーム
ワークのコンテキスト内で実行するアプリケーションの管理がサポートされ
ます。

BEA Tuxedo CORBA 環境の UBBCONFIG コンフィギュレーション・ファイル
には、クライアント・アプリケーションとサーバ・アプリケーションのコン
フィギュレーションをサポートする以下のセクションがあります。 

RESOURCES セクション。アプリケーション全体にわたるデフォルト値を
設定し、掲示板のテーブル・サイズを指定します。 

MACHINES セクション。プロセッサ固有の値を指定し、テーブルのサイズ
指定に適用できます。

INTERFACES セクション。アプリケーションで使用される CORBA イン
ターフェイスに関する情報を指定できます。 

ROUTING セクション。Tuxedo CORBA 環境で使用される各種ルーティン
グ基準をサポートします。BEA Tuxedo の ATMI データ依存型ルーティ

処理およびリソースの使用率に関す
る要件を変更するには

マシン、サーバ、クライアント、イン
ターフェイス、サービスなどを追加しま
す。

目的 実行方法
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1 管理タスクと管理ツール
ングのパラメータを指定する既存の ROUTING セクションをそのまま使用
することもできます。

BEA Tuxedo の ATMI 環境では、クライアント・アプリケーションから
サーバ・アプリケーションへの接続用にワークステーション・ハンドラ
とリスナを設定します。管理者側から見ると、このタスクは BEA 
Tuxedo の CORBA 環境 でのタスクと似ています。 

ただし、BEA Tuxedo の CORBA 環境 では、異なる通信プロトコルを使
用して、リモートおよび外部クライアントから BEA Tuxedo サーバ・ア
プリケーションに接続します。このプロトコルが、標準インターネット 
ORB 間プロトコル (IIOP) です。BEA Tuxedo のワークステーション・ハ
ンドラ (WSH) プロセスとワークステーション・リスナ (WSL) プロセス
の代わりに、CORBA 環境では、そのゲートウェイ・プロセスである 
IIOP ハンドラ (ISH) と IIOP リスナ (ISL) を呼び出します。この場合、
構文がわずかに異なり、各アプリケーションの UBBCONFIG コンフィギュ
レーション・ファイルにある SERVERS セクションで、WSL の代わりに 
ISL を使用します。

全体的に、BEA Tuxedo の CORBA 環境と ATMI 環境の管理タスクはよく似
ていますが、以下のような相違点があります。

どちらの環境でも、ルーティング基準を使用して特定のサーバ・グルー

プに処理を分散します。BEA Tuxedo の CORBA 環境のルーティング・
メカニズムは、ファクトリ・ベース・ルーティングと呼ばれます。この
メカニズムは、BEA Tuxedo ATMI のデータ依存型ルーティング・メカニ
ズムとは基本的に異なります。 

BEA Tuxedo の ATMI 環境では、サービス呼び出しに使用される FML 
フィールドをチェックして、データ依存型のルーティング基準を確認す
ることができます。これに対し BEA Tuxedo の CORBA 環境 の場合、シ
ステム設計者は、CORBA インターフェイスのルーティング基準に個別
にアクセスする必要があります。BEA Tuxedo の CORBA 環境 には、
ルーティングに使用するサービス要求メッセージ・データや関連バッ
ファ情報が用意されていません。これは、CORBA 環境のルーティング
が、ターゲットの CORBA オブジェクトのメソッド呼び出しではなく、
ファクトリで実行されるためです。
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アプリケーションの設計計画を立てる
実行時に CORBA インターフェイスを動的に宣言することはできません。
ただし、CORBA インターフェイスを一時停止して、再びアクティブに
することは可能です。

CORBA インターフェイスを ACL で直接制御することはできません。管
理者レベルでサーバントを制御することはできません。UBBCONFIG コン
フィギュレーション・ファイルの MANDATORY_ACL パラメータから 
SECURITY パラメータまでは無視されます。 

LDAP の単一のセキュリティ管理機能は CORBA インターフェイスでは
サポートされていません。

注記 管理情報ベース (MIB) で一連のクラスを定義し、そのクラスによっ
てアプリケーションの基本的な側面を設定および管理することがで
きます。MIB クラスによって、BEA Tuxedo CORBA および ATMI 環
境への管理用プログラミング・インターフェイスが提供されます。

アプリケーションの設計計画を立てる

管理者は、顧客のビジネス上の要件を把握し、ソフトウェアがどのように使
用されるかを知っておく必要があります。これらのニーズを理解しておけ
ば、管理者は、システム設計者やアプリケーション開発者と協力して、要件
を満たすアプリケーションのコンフィギュレーションを実現できます。

アプリケーションの設計を計画する前に、以下の事項を確認してください。

1. 使用するマシンの台数 ____________________ 

2. クライアント・アプリケーションは、サーバ・アプリケーション側から
見てリモートのマシンに存在するかどうか _______________________

3. ATMI 環境のアプリケーションで提供するサービス 
______________________________________________________________
______________________________________________________________
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1 管理タスクと管理ツール
4. CORBA 環境のクライアントまたはサーバ・アプリケーションで使用す
るインターフェイス 
______________________________________________________________
____________________________________________________________

5. アプリケーションで使用されるリソース・マネージャ (データベース ) の
種類と場所 
______________________________________________________________
____________________________________________________________

6. リソース・マネージャに必要な OPENINFO 文字列 
______________________________________________________________
______________________________________________________________

7. RDBMS に必要なセットアップ情報 
______________________________________________________________
______________________________________________________________
______________________________________________________________

8. トランザクションの分散を行うかどうか ________________

9. アプリケーションでグローバル・トランザクションを使用するかどうか 
________________

10.使用するバッファ・タイプの種類 
____________________________________________________________

11.データを複数のマシンに分散するかどうか 
_________________________________________________________

12.サービスのエクスポートやインポートを行うときの、エクスポート先ま
たはインポート元となる外部ドメイン 
______________________________________________________________
______________________________________________________________
______________________________________________________________
__

13.アプリケーションでファクトリ・ベース・ルーティングまたはデータ依
存型ルーティングを使用するかどうか 
_________________________________________________________
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アプリケーションの設計計画を立てる
14.CORBA インターフェイスまたは ATMI サービスの名前 
______________________________________________________________
___________________________________________________________

15.インターフェイスまたはサービスの優先順位 
______________________________________________________________
___________________________________________________________

16.信頼性の要件。冗長なリスナ・ポートおよびハンドラ・ポートは必要か
どうか。サーバ・アプリケーションの複製は必要かどうか 
______________________________________________________________
______________________________________________________________

17.CORBA 環境のドメインでインターフェイス・リポジトリ (IR) データ
ベースが必要かどうか。必要な場合、ドメインに IR の複製を作成した方
がよいかどうか。また、いくつの IR サーバ・アプリケーションを定義す
る必要があるか 
______________________________________________________________
______________________________________________________________

18.会話型サービスがあるかどうか。ある場合、どのリソース・マネージャ
にアクセスするか。また、どのバッファ型を使用するか 
______________________________________________________________
_______________________________________________________    

関連項目

1-10 ページの「アプリケーションの管理用ツール」
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1 管理タスクと管理ツール
アプリケーションの管理用ツール

BEA Tuxedo システムには、BEA Tuxedo ATMI または CORBA 環境のいず
れかで同じ種類の管理タスクを実行する方法がいくつか用意されています。
グラフィカル・ユーザ・インターフェイスに慣れている場合も、シェル・プ
ロンプトでのコマンド入力に慣れている場合も、BEA Tuxedo アプリケー
ションの管理作業がしやすい方法が用意されています。次の図は、コンフィ
ギュレーション・ファイルへの書き込みや、実行時の BEA Tuxedo アプリ
ケーション管理に使用できるツールを示します。

図 1-1管理ツール

BEA Tuxedo Administration Console―アプリケーションを監視し、アプ
リケーション操作を動的にコンフィギュレーションするための Web ベー
スのツールです。

BEA Tuxedo MIB アプリケーション・プログラミング・インターフェイ
ス―MIB 内の情報にアクセスしたり、これらの情報を変更するためのプ
ロシージャ用のインターフェイスです。
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アプリケーションの管理用ツール
コマンド行ユーティリティ―アプリケーションの管理 (tmadmin(1))、起
動 (tmboot(1))、コンフィギュレーション (tmconfig、wtmconfig(1))、
および終了 (tmshutdown(1)) を実行するためのコマンド群です。詳細に
ついては、『BEA Tuxedo コマンド・リファレンス』を参照してくださ
い。

関連項目

『BEA Tuxedo システム入門』の「BEA Tuxedo Administration Console を
使用した管理操作」

『BEA Tuxedo システム入門』の「MIB を使用した操作の管理」

『BEA Tuxedo システム入門』の「コマンド行ユーティリティを使用した
操作の管理」

1-1 ページの「管理者が実行するタスク」

ツールの種類  使用方法

BEA Tuxedo Administration 
Console

グラフィカル・ユーザ・インターフェイス (GUI) を
使用して、TUXCONFIG ファイルを作成および編集
します。GUI から直接ヘルプにアクセスすると、
GUI の詳しい説明を参照できます。

BEA Tuxedo MIB アプリ
ケーション・プログラミン
グ・インターフェイス

管理者用に TUXCONFIG ファイルを変更するプログ
ラムを作成します。 

コマンド行インターフェイ
ス

1. テキスト・エディタで、UBBCONFIG ファイル (
テキスト形式の TUXCONFIG) を作成および編集
します。

2. tmloadcf を実行して、UBBCONFIG ファイルを
バイナリ形式の TUXCONFIG ファイルに変換し
ます。 

tmloadcf コマンド・オプションの詳細について
は、『BEA Tuxedo コマンド・リファレンス』の 
tmloadcf(1) を参照してください。
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1 管理タスクと管理ツール
『BEA Tuxedo システム入門』の「BEA Tuxedo ATMI のアーキテクチャ」

『BEA Tuxedo CORBA アプリケーション入門』の「BEA Tuxedo CORBA 
プログラミング環境」

『BEA Tuxedo のファイル形式とデータ記述方法』の ACL_MIB(5)、

APPQ_MIB(5)、EVENT_MIB(5) に関する追加情報、MIB(5)、TM_MIB(5)、

WS_MIB(5)、および UBBCONFIG(5)

『BEA Tuxedo コマンド・リファレンス』の tmshutdown(1)
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章

2 コンフィギュレー
ション・ファイルに
ついて

ここでは、次の内容について説明します。

 コンフィギュレーション・ファイルとは

コンフィギュレーション・ファイルの内容

コンフィギュレーション・ファイルとは

BEA Tuxedo の各アプリケーションのコンフィギュレーションは、管理者の
主要なタスクです。管理者は、コンフィギュレーション・ファイルにパラ
メータ値を設定して、アプリケーションを記述します。これらのパラメータ
値により、実行可能なアプリケーションが作成されます。コンフィギュレー
ション・ファイルとは、アプリケーションの起動と実行に必要なすべての情
報 (アプリケーションのリソース、マシン・グループ、サーバ、および利用
可能なサービスなどの仕様 ) が格納されたファイルです。
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2 コンフィギュレーション・ファイルについて
テキスト形式とバイナリ形式のコンフィギュレー
ション・ファイル

コンフィギュレーション・ファイルには、次の 2 つの形式があります。

UBBCONFIG ファイルは、テキスト形式のコンフィギュレーション・ファ
イルであり、任意のエディタで作成したり、編集できます。BEA Tuxedo 
のサンプル・アプリケーションには、コンフィギュレーション・ファイ
ルのサンプルが用意されていますが、UBBCONFIG そのものは用意されて
いません。UBBCONFIG ファイルは、アプリケーションごとに作成してく
ださい。コンフィギュレーション・ファイルのエントリで使用する構文
については、『BEA Tuxedo のファイル形式とデータ記述方法』の 
UBBCONFIG(5) を参照してください。

注記 BEA Tuxedo ソフトウェアには、bankapp および simpapp アプリ
ケーションの一部として 3 つの UBBCONFIG ファイルのサンプル 
(ubbshm、ubbmp、ubbsimple) が用意されています (『サンプルを
使用した BEA Tuxedo アプリケーションの開発方法』を参照して
ください )。

TUXCONFIG ファイルは、バイナリ形式のコンフィギュレーション・ファ
イルであり、tmloadcf(1) コマンドにより、テキスト形式のファイルか
ら作成されます。tmloadcf を実行する前に、TUXCONFIG をロードするデ
バイスまたはシステム・ファイルの絶対パス名に環境変数 TUXCONFIG を
設定しておく必要があります。TUXCONFIG のパラメータの多くは、必要
に応じて、アプリケーションの実行中に tmconfig、wtmconfig(1)、また
は MIB を使って変更できます。
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コンフィギュレーション・ファイルの内容
コンフィギュレーション・ファイルの内
容

次の表は、コンフィギュレーション・ファイルの 9 つのセクションと、各セ
クションの目的を説明します。

セクション
必須 /オプ
ション 説明

RESOURCES 必須 すべてのシステム・パラメータを定義します。

MACHINES 必須 アプリケーションで使用されるすべてのマシンを指
定します。

GROUPS 必須 アプリケーション内のすべてのグループ、グループ
名、および グループ ID を定義します。

SERVERS オプション システム内で起動するサーバの初期条件を指定しま
す。

SERVICES オプション アプリケーションで使用されるサービスに関する情
報を提供します。

INTERFACE
S

オプション CORBA 環境のアプリケーションで使用されるイン
ターフェイスに対し、アプリケーション全体にわた
るデフォルト・パラメータに関する情報を指定しま
す。

NETWORK オプション LAN 環境のネットワーク設定を記述します。 

NETGROUPS オプション LAN 環境で使用可能なネットワーク・グループを
記述します。

ROUTING オプション FML バッファおよび VIEW を使用するサービス要
求のデータ依存型ルーティングに関する情報を提供
します。
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2 コンフィギュレーション・ファイルについて
コンフィギュレーション・ファイルには、少なくとも 9 つのパラメータが必
要です。パラメータは 80 種類あります。最初のセクション以外のすべての
セクションには、複数のエントリを指定でき、各エントリには、独自のパラ
メータを指定できます。RESOURCES セクション以外のすべてのセクションで
は、デフォルト値を使用して、複数のエントリに含まれるパラメータを指定
できます。

コマンド行インターフェイスまたは BEA Tuxedo Administration Console を使
用して、バイナリ形式のコンフィギュレーション・ファイル (TUXCONFIG) を
作成することができます。まず、そのファイルで定義するコンフィギュレー
ションの種類を決定します。

1 台のマシンで構成するアプリケーション―1 つ以上のローカル・クライ
アントまたはリモート・クライアントが、同じマシン上にある 1 つ以上
のサーバと通信します。

複数のマシンで構成 (分散 ) するアプリケーション―1 つ以上のローカ
ル・クライアントまたはリモート・クライアントが、複数のマシン上に
分散する 1 つ以上のサーバと通信します。

複数のドメインにまたがるアプリケーション―複数のアプリケーション

が、BEA Tuxedo の拡張機能である Domains 機能を利用して相互に通信
します。このコンフィギュレーションに含まれる各アプリケーションを
ドメインと呼びます。
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CORBA 環境の管理上の要件とパフォーマンス
CORBA 環境の管理上の要件とパフォー
マンス

この節では、BEA Tuxedo システムで CORBA 環境を適切に管理する方法に
ついて説明します。

NameManager の設定
CORBA 環境を適切に管理するには、以下の要件を満たす必要があります。

NameManager は、BEA Tuxedo のイベント・ブローカを使用して相互に
アクティビティを調整し合い、管理者やオペレータの介入が不要でなけ
ればなりません。イベント・ブローカは、サーバが NameManager サー
ビスを提供する前に起動しておく必要があります。アプリケーションで
イベント・ブローカが設定されていないため、NameManager サービスの
起動時にイベント・ブローカが実行されない場合、NameManager は起動
処理をアボートし、ユーザ・ログにエラー・メッセージが記録されます。

少なくとも 2 つのサーバが、アプリケーションの一部として 
NameManager サービスを実行するように設定されていなければなりませ
ん。これにより、常に「名前 - IOR」マッピングのコピーが使用可能にな
ります。複数のマシン上に複数のサーバが存在し、1 台のマシンがク
ラッシュした場合、そのマシンとアプリケーションを再起動する際に、
新しい NameManager がほかの NameManager からマッピングを取得しま
す。アプリケーションが 1 台のマシン上にのみ存在し、そのマシンがク
ラッシュした場合は、アプリケーションを再起動しなければならないの
で、アプリケーションの起動処理の一部として NameManager が再起動
されます。NameManager サービスの起動時に、アプリケーションに 2 つ
の NameManager が設定されていない場合、NameManager は起動処理を
アボートし、ユーザ・ログにエラー・メッセージが記録されます。

NameManager はマスタとスレーブのどちらにも指定できますが、デフォ
ルトはスレーブです。アプリケーションでマスタの NameManager サー
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2 コンフィギュレーション・ファイルについて
バが設定されていないため、スレーブ NameManager サーバの起動時に
マスタ NameManager サーバが実行されていない場合、スレーブ・サー
バの起動時にサーバ自体が終了し、ユーザ・ログにエラー・メッセージ
が記録されます。

FactoryFinder サービスの起動時に、アプリケーションで NameManager 
サービスが設定されていない場合、FactoryFinder は起動処理をアボート
し、ユーザ・ログにエラー・メッセージが記録されます。FactoryFinder 
は、アプリケーションから “find” 要求を受信した場合のみ 
NameManager と通信するので、FactoryFinder サービスの前に 
NameManager サービスを起動する必要はありません。これに対し、
NameManager は起動時に相互通信を試みます。FactoryFinder は、リ
モート・ドメインにあるファクトリの検索要求を受け取らない限り、相
互に通信することはありません。

BEA Tuxedo のイベント・ブローカ、NameManager、および 
FactoryFinder サービスは、アプリケーション固有のサーバを起動する前
に起動しておく必要があります。ただし、アプリケーションに複数のイ
ベント・ブローカが設定されている場合、すべてのセカンダリ・イベン
ト・ブローカは、アプリケーション・サーバがすべて起動された後に起
動しなければなりません。アプリケーション・サーバにはこの起動順序
を設定するシステム・プロトコルがないので、すべてのセカンダリ・イ
ベント・ブローカをアプリケーション・サーバの後に配置する必要があ
ります。

アプリケーション・サーバからファクトリ・オブジェクトへのオブジェ

クト・リファレンスを登録するには、マスタ NameManager を起動し、
実行しておく必要があります。スレーブ NameManager を実行しておく
だけでは不十分です。
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CORBA 環境の管理上の要件とパフォーマンス
信頼性に関する要件

この節では、CORBA 環境の信頼性を向上させる方法について説明します。

ファクトリ・エントリの管理

アプリケーション・サーバがダウンすると、NameManager に登録された
ファクトリを削除できなくなります。また、FactoryFinder が、アクティブで
はなくなったファクトリのオブジェクト・リファレンスを返す場合もありま
す。これは、非アクティブになったファクトリを含むサーバが使用不能に
なった、ファクトリを NameManager から登録解除できない、または、ファ
クトリ用のインターフェイスを提供するサーバがほかに存在しないことが原
因で発生します。 

通常、直後にアプリケーション・ファクトリを再起動してファクトリを提供
できますが、ファクトリ・エントリがいつまでも残ったままにならないよう
に、アプリケーション・サーバがダウンした場合は NameManager に通知さ
れます。この通知を受信すると、NameManager は現在アクティブなサーバ
ではサポートされていないファクトリ・エントリを削除することができま
す。

複数の NameManager と FactoryFinder の設定

少なくとも、マスタとスレーブの 2 つの NameManager をアプリケーション
で (可能であれば異なるマシンに ) 設定し、FactoryFinder で照会機能を実行
できるようにします。アプリケーションには、複数の FactoryFinder を設定
することも可能です。

マスタ NameManager の指定

マスタ NameManager は、UBBCONFIG ファイルで指定する必要があります。
マスタ NameManager には、登録に関するあらゆるアクティビティが送信さ
れます。内容が更新されると、マスタ NameManager からスレーブ 
NameManager に通知されます。マスタ NameManager がダウンすると、マス
タが再起動されるまで、ファクトリの登録と削除はできません。
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2 コンフィギュレーション・ファイルについて
パフォーマンスに関するヒント

FactoryFinder と NameManager を別々のマシン上で実行するより、同じマシ
ン上の別のサーバで実行した方が、パフォーマンスを最適化することができ
ます。これにより、マシン間の通信が不要になるので、より迅速な応答が可
能になります。

関連項目

3-1 ページの「コンフィギュレーション・ファイルの作成」

3-4 ページの「複数のマシンで構成 (分散 ) するアプリケーション用のコ
ンフィギュレーション・ファイル」

『BEA Tuxedo システム入門』の「BEA Tuxedo Domains (マルチ・ドメイ
ン ) サーバ」

『BEA Tuxedo アプリケーション実行時の管理』の 1-4 ページの
「TUXCONFIG ファイルの作成」

分散型の BEA Tuxedo CORBA アプリケーションについては、『BEA 
Tuxedo CORBA アプリケーションのスケーリング、分散、およびチュー
ニング』を参照してください。
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章

3 コンフィギュレー
ション・ファイルの
作成

ここでは、次の内容について説明します。

コンフィギュレーション・ファイルの作成方法

1 台のマシンで構成するアプリケーション用のコンフィギュレーション・
ファイル

複数のマシンで構成 (分散 ) するアプリケーション用のコンフィギュレー
ション・ファイル

複数のドメインにまたがるアプリケーション用のコンフィギュレーショ

ン・ファイル 

コンフィギュレーション・ファイルの RESOURCES セクションの作成方
法

コンフィギュレーション・ファイルの MACHINES セクションの作成方
法

コンフィギュレーション・ファイルの GROUPS セクションの作成方法

コンフィギュレーション・ファイルの NETWORK セクションの作成方
法

コンフィギュレーション・ファイルの NETGROUPS セクションの作成方
法
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3 コンフィギュレーション・ファイルの作成
コンフィギュレーション・ファイルの SERVERS セクションの作成方法

コンフィギュレーション・ファイルの SERVICES セクションの作成方法

コンフィギュレーション・ファイルの INTERFACES セクションの作成
方法

コンフィギュレーション・ファイルの ROUTING セクションの作成方法

スレッドを利用する BEA Tuxedo システムの設定方法

コンフィギュレーション・ファイルのコンパイル方法

コンフィギュレーション・ファイルの作
成方法

コンフィギュレーション・ファイルに指定する内容は、作成するアプリケー
ションによって異なります。以下は、さまざまなアプリケーションの作成手
順です。

1 台のマシンで構成するアプリケーション用のコンフィギュレーション・
ファイル

複数のマシンで構成 (分散 ) するアプリケーション用のコンフィギュレー
ション・ファイル

複数のドメインにまたがるアプリケーション用のコンフィギュレーショ

ン・ファイル

スレッドを利用する BEA Tuxedo システムの設定方法

関連項目

2-1 ページの「コンフィギュレーション・ファイルについて」

『BEA Tuxedo のファイル形式とデータ記述方法』の UBBCONFIG(5)
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1 台のマシンで構成するアプリケーション用のコンフィギュレーション・ファイ
1 台のマシンで構成するアプリケーショ
ン用のコンフィギュレーション・ファイ
ル

1 台のマシンで構成するコンフィギュレーションでは、コンフィギュレー
ション・ファイルに、次のセクションを作成する必要があります。各作業を
クリックすると、その作業を行う手順が表示されます。

1. コンフィギュレーション・ファイルの RESOURCES セクションを作成しま
す。

2. コンフィギュレーション・ファイルの MACHINES セクションを作成しま
す。

3. コンフィギュレーション・ファイルの GROUPS セクションを作成します。

4. コンフィギュレーション・ファイルの SERVERS セクションを作成します。

5. コンフィギュレーション・ファイルの SERVICES セクションを作成しま
す。

6. コンフィギュレーション・ファイルの INTERFACES セクションを作成しま
す (CORBA のみ )。

7. コンフィギュレーション・ファイルの ROUTING セクションを作成します。

次の図中をクリックすると、クリックしたセクションの作成方法が表示され
ます。
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3 コンフィギュレーション・ファイルの作成
複数のマシンで構成 (分散 ) するアプリ
ケーション用のコンフィギュレーショ
ン・ファイル

分散型の ATMI アプリケーションでは、コンフィギュレーション・ファイル
に次のセクションを作成する必要があります。各作業をクリックすると、そ
の作業を行う手順が表示されます。

1. コンフィギュレーション・ファイルの RESOURCESセクションを作成しま
す。

2. コンフィギュレーション・ファイルの MACHINES セクションを作成しま
す。

3. コンフィギュレーション・ファイルの GROUPS セクションを作成します。

4. コンフィギュレーション・ファイルの NETWORK セクションを作成します。

5. コンフィギュレーション・ファイルの NETGROUPS セクションを作成しま
す。
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複数のマシンで構成 (分散 ) するアプリケーション用のコンフィギュレーション・
6. コンフィギュレーション・ファイルの SERVERS セクションを作成します。

7. コンフィギュレーション・ファイルの SERVICES セクションを作成しま
す。

8. コンフィギュレーション・ファイルの ROUTING セクションを作成します 
(オプション )。

注記 BEA Tuxedo システムで分散型 CORBA アプリケーションのコンフィ
ギュレーション・ファイルを作成する方法については、『BEA 
Tuxedo CORBA アプリケーションのスケーリング、分散、および
チューニング』を参照してください。

次の図中をクリックすると、クリックしたセクションの作成方法が表示され
ます。
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3 コンフィギュレーション・ファイルの作成
複数のドメインにまたがるアプリケー
ション用のコンフィギュレーション・
ファイル

複数のドメインにまたがるコンフィギュレーションでは、ドメインごとに次
の 2 つのコンフィギュレーション・ファイルを作成する必要があります。

UBBCONFIG―アプリケーションのコンフィギュレーション・ファイル。 

DMCONFIG―ドメインのコンフィギュレーション・ファイル。

たとえば、ローカル・ドメイン (lapp) とリモート・ドメイン (rapp) で構成
されるアプリケーションの場合は、以下の作業が必要です。

各作業をクリックすると、その作業を行う手順が表示されます。
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複数のドメインにまたがるアプリケーション用のコンフィギュレーション・ファ
図 3-1複数のドメインにまたがるサンプル・アプリケーションのコンフィ
ギュレーション

次の図は、2 つのドメインにまたがるアプリケーションの UBBCONFIG ファイ
ルおよび DMCONFIG ファイルで設定するセクションを示しています。片方は
ローカル・ドメインであり、もう一方はリモート・ドメインです。
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3 コンフィギュレーション・ファイルの作成
次の図中をクリックすると、クリックしたコンフィギュレーション・ファイ
ルのセクションの作成方法が表示されます。

図 3-2複数のドメインにまたがるアプリケーションのコンフィギュレーショ
ン
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コンフィギュレーション・ファイルの RESOURCES セクションの作成方法
関連項目

『BEA Tuxedo Domains コンポーネント』の 1-1 ページの「Domains につ
いて」

『BEA Tuxedo Domains コンポーネント』の「ATMI Domains の計画とコ
ンフィギュレーション」

『BEA Tuxedo のファイル形式とデータ記述方法』の DMCONFIG(5)

コンフィギュレーション・ファイルの 
RESOURCES セクションの作成方法

コンフィギュレーション・ファイルの先頭には、必ず RESOURCES セクション
を指定します。このセクションで定義されるパラメータは、アプリケーショ
ン全体を制御し、システムのデフォルト値になります。RESOURCES セクショ
ンのパラメータ値は、MACHINES セクションのマシンごとの値を変更するこ
とによって上書きできます。

次の表では、RESOURCES セクションの各パラメータを説明し、参照先へのリ
ンクやその他の情報を示します。

RESOURCES セクションで指
定する情報

パラメータ (必須 /オプショ
ン )

参照先 (クリックすると
リンク先にジャンプ )

IPC (プロセス間通信 ) 資源の一意
のアドレス

IPCKEY (必須 ) 共用メモリのアドレス

セキュリティ・アクセス UID、GID、および PERM (オプ
ション )

セキュリティ・アクセス

掲示板に同時に接続できるプロセ
スの最大数

MAXACCESSERS (オプション ) IPC 資源の上限値
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3 コンフィギュレーション・ファイルの作成
掲示板のサーバ・テーブル・エン
トリの最大数

MAXSERVERS (オプション ) IPC 資源の上限値

掲示板のサービス・テーブル・エ
ントリの最大数

MAXSERVICES (オプション ) IPC 資源の上限値

CORBA インターフェイスの最大
数

MAXINTERFACES (オプション ) IPC 資源の上限値

CORBA オブジェクトの最大数 MAXOBJECTS (オプション ) IPC 資源の上限値

起動、シャットダウン、およびそ
の他の管理タスクが実行される 
DBBL (Distinguished Bulletin 
Board Liaison) の場所

MASTER (必須 ) マスタ・プロセッサ

掲示板のアーキテクチャ MODEL (SHM または MP)、および 
OPTIONS (LAN または 
MIGRATE)(必須 )

アプリケーション・タイプ

セキュリティのレベル SECURITY、AUTHSVC (オプショ
ン )

セキュリティのレベル

ID 確認のためのプロセスのプリン
シパル名、プリンシパル・ユーザ
の秘密鍵の場所、およびパスワー
ドを格納する環境変数

SEC_PRINCIPAL_NAME、
SEC_PRINCIPAL_LOCATION、
および 
SEC_PRINCIPAL_PASSVAR

セキュリティ属性

クライアントが任意通知型メッ
セージを検出する場合のデフォル
トの検出方法

NOTIFY、USIGNAL (オプション
)

任意通知型メッセージ

共用メモリの保護 SYSTEM_ACCESS (オプション ) 共用メモリの保護

サーバのロード・バランシングの
有効化

LDBAL (オプション ) ロード・バランシング

バッファのタイプとサブタイプの
最大数

MAXBUFTYPE、MAXBUFSTYPES (
オプション )

バッファのタイプとサブタ
イプ

RESOURCES セクションで指
定する情報

パラメータ (必須 /オプショ
ン )

参照先 (クリックすると
リンク先にジャンプ )
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コンフィギュレーション・ファイルの RESOURCES セクションの作成方法
1 台のマシンで受け付ける会話の
最大数

MAXCONV (オプション ) 会話数の上限値

ネットワーク・グループの最大数 MAXNETGROUPS (オプション ) ネットワーク・グループ

正常性チェックの間隔とブロッキ
ング呼び出しの許容時間

SCANUNIT、SANITYSCAN、
BLOCKTIME (オプション )

正常性チェックの間隔とブ
ロッキング・タイムアウト

RESOURCES セクションで指
定する情報

パラメータ (必須 /オプショ
ン )

参照先 (クリックすると
リンク先にジャンプ )
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3 コンフィギュレーション・ファイルの作成
RESOURCES セクションの例
以下は、コンフィギュレーション・ファイルの RESOURCES セクションの例で
す。

*RESOURCES
IPCKEY         39211
UID            0
GID            1
PERM           0660
MAXACCESSERS   75
MAXSERVERS     40
MAXSERVICES    55
MASTER         SITE1, SITE2
MODEL          MP
OPTIONS        LAN, MIGRATE
SECURITY       APP_PW
AUTHSVC        "AUTHSVC"
NOTIFY         DIPIN
SYSTEM_ACCESS  PROTECTED, NO_OVERRIDE
LDBAL           Y

関連項目

『BEA Tuxedo のファイル形式とデータ記述方法』の UBBCONFIG(5)

3-34 ページの「コンフィギュレーション・ファイルの MACHINES セク
ションの作成方法」

アプリケーション・タイプを定義する

BEA Tuxedo のアプリケーションのアーキテクチャについて、以下の事項を
決定する必要があります。

単一プロセッサとグローバル共用メモリを備えたマルチプロセッサのど

ちらでアプリケーションを実行するか。
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アプリケーション・タイプを定義する
アプリケーションをネットワークに接続するかどうか。

サーバの移行をサポートするかどうか。

アプリケーション・タイプを定義するには、MODEL パラメータおよび 
OPTIONS パラメータを使用します。

MODEL パラメータは、単一のプロセッサ上でアプリケーションを実行するか
どうかを指定します。ユニプロセッサ、およびグローバル共用メモリを備え
たマルチプロセッサの場合、このパラメータには SHM が設定されます。共用
メモリを備えていないマルチプロセッサ、およびネットワーク接続されたア
プリケーションの場合は、MODEL に MP が設定されます。これは、必須パラ
メータです。

OPTIONS パラメータは、アプリケーションのコンフィギュレーションに関す
るオプションをカンマ区切りの形式で指定したリストです。指定できるオプ
ションは、LAN (ネットワーク構成であることを示す ) および MIGRATE (アプ
リケーション・サーバの移行が可能であることを示す ) の 2 つです。

MODEL および OPTIONS パラメータの特性

パラメータ 説明

MODEL これは必須パラメータです。SHM は、グローバル共用メモリを備
えた単一のマシンを示します。MP は、グローバル共用メモリを
備えていない複数のマシン、またはネットワーク接続されたア
プリケーションを示します。

OPTIONS アプリケーションのコンフィギュレーションに関するオプショ
ンを、カンマ区切りの形式で指定したリストです。LAN は、ロー
カル・エリア・ネットワークを示します。MIGRATE は、サーバ
の移行を有効にします。

RESOURCES セクションの例では、MODEL が MP が設定され、
OPTIONS が LAN および MIGRATE に設定されています。
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3 コンフィギュレーション・ファイルの作成
設定例

以下は、コンフィギュレーション・ファイルの RESOURCES セクションの設定
例です。

 *RESOURCES
      MODEL   MP
      OPTIONS LAN, MIGRATE 

バッファのタイプとサブタイプの数を制
御する

アプリケーションで受け付けられるバッファのタイプおよびサブタイプの数
は、MAXBUFTYPE パラメータおよび MAXBUFSTYPE パラメータで制御できます。
ユーザ定義のバッファ・タイプが多数指定されていない限り、MAXBUFTYPE 
は省略できます。何種類もの VIEW タイプを使用する予定がある場合は、
MAXBUFSTYPE に現在設定されているデフォルト値を増やしておきます。

MAXBUFTYPE および MAXBUFSTYPE パラメー
タの特性

l

パラメータ 説明

MAXBUFTYPE システムで受け付けるバッファ・タイプの最大数。
ユーザ定義のバッファ・タイプを 8 つ以上作成する場合
にのみ使用します。MAXBUFTYPE には、0 より大きく 
32,768 未満の値を指定します。指定しない場合は、デ
フォルト値の 16 が設定されます。
例 :MAXBUFTYPE 20
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会話の数を制御する
設定例

この例では、バッファのタイプの最大数として 20、サブタイプの最大数と
して 40 が指定されています。

*RESOURCES
       MAXBUFTYPE   20 
       MAXBUFSTYPE  40

会話の数を制御する

MAXCONV パラメータを使用すると、マシン上で同時に実行できる会話数を指
定できます。MAXCONV には、0 より大きく 32,768 未満の値を指定します。

MAXCONV パラメータの特性
MAXCONV パラメータには、以下の特性があります。

各マシンで同時に実行できる会話の最大数を定義します。

SERVERS セクションにリストされた会話型サーバを備えるアプリケー
ションのデフォルト値は 10 です。これ以外の場合、デフォルト値は 1 で
す。

MAXBUFSTYPE システムで受け付けるバッファのサブタイプの最大数。
MAXBUFSTYPE には、0 より大きく 32,768 未満の値を指
定します。指定しない場合は、デフォルト値の 32 が設
定されます。

例 :MAXBUFSTYPE  40

パラメータ 説明
『BEA Tuxedo アプリケーションの設定』 3-15



3 コンフィギュレーション・ファイルの作成
MACHINES セクションで、該当するマシンの値を変更すると、このパラ
メータを上書きできます。

設定例

この例では、各マシンで同時に実行できる会話の最大数が 15 に設定されて
います。

*RESOURCES
       MAXCONV   15

IPC 資源の上限値を定義する

ほとんどの IPC および共用メモリの掲示板テーブルは、高速処理用に静的に
割り当てられているため、正しくチューニングすることが重要です。値の設
定が大きすぎると、メモリと IPC 資源が無駄に消費されます。逆に、値の設
定が小さすぎると、IPC 資源の上限を超えた時点でプロセスが異常終了しま
す。tmloadcf -c コマンドを使用すると、アプリケーションに必要な IPC 資
源の上限を確認できます。『BEA Tuxedo コマンド・リファレンス』の 
tmloadcf(1) を参照してください。

MAXACCESSERS、MAXSERVERS、MAXSERVICES、MAXINTERFACES、および 
MAXOBJECTS は、IPC 資源のサイズを決める、調整可能なパラメータです。
アプリケーションに割り当てられる共用メモリの容量は、MAXGTT および 
MAXCONV パラメータによって制御されます。
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IPC 資源の上限値を定義する
MAXACCESSERS、MAXSERVERS、
MAXSERVICES、MAXINTERFACES、および 
MAXOBJECTS パラメータの特性

パラメータ 説明

MAXACCESSERS BEA Tuxedo アプリケーションの特定のサイトで、掲示
板に同時に接続できるプロセスの最大数。この数には、
クライアント、システム提供のサーバ、およびアプリ
ケーション・サーバがすべて含まれますが、BBL や 
tmadmin() など、掲示板にアクセス・スロットが予約
されている管理プロセスは含まれません。

MAXACCESSERS には、0 より大きく 32,768 未満の値を
指定します。指定しない場合は、デフォルト値の 50 が
設定されます。MACHINES セクションでは、マシンごと
に MAXACCESSERS を上書きできます。

MAXSERVERS アプリケーションで使用できるサーバ・プロセスの最
大数。この数には、システム提供されるサーバおよび
アプリケーション・サーバがすべて含まれます。

MAXSERVERS には、0 より大きく 8.192 未満の値を指定
します。指定しない場合は、デフォルト値の 50 が設定
されます。

MAXSERVICES アプリケーションで宣言できる BEA Tuxedo サービスの
最大数。MAXSERVICES には、0 より大きく 32,768 未満
の値を指定します。指定しない場合は、デフォルト値
の 100 が設定されます。

注記 CORBA 環境では、各 CORBA インターフェイ
スが BEA Tuxedo サービスにマップされます。
生成されるサービスの数を考慮して設定してく
ださい。
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3 コンフィギュレーション・ファイルの作成
注記 システム提供されるサーバには、AUTHSVR、TMQUEUE、TMQFORWARD、

TMUSREVT、TMSYSEVT、TMS、TMS_QM、GWTDOMAIN、および WSL があり
ます。

MAXACCESSERS の値を増やすと、サイトごと、および、クライアントまたは
サーバ・プロセスごとに、別のセマフォが必要になります (アクセサについ
ては注記を参照 )。MAXACCESSERS の値を増やすことによって追加されるセマ
フォのほか、システム・プロセスでもわずかなセマフォのオーバーヘッドが
発生します。一方、MAXSERVERS および MAXSERVICES の値を増やしても、各
サーバ、サービス、またはクライアント・エントリに用意されている程度の
少量の共用メモリしか消費されません。MAXSERVERS および 
MAXSERVICES パラメータは、アプリケーションの拡張に対応するために
用意されています。これらのパラメータより、MAXACCESSERS を詳細に調べ
る方が重要です。

MAXINTERFACES CORBA 環境のアプリケーションで宣言できる CORBA 
インターフェイスの最大数。MAXINTERFACES には、0 
より大きく 32,766 未満の値を指定します。指定しない
場合は、デフォルト値の 100 が設定されます。

注記 インターフェイスのすべてのインスタンスは、
掲示板のインターフェイス・テーブルで同じス
ロットを占有し、再利用します。たとえば、
サーバ SVR1 がインターフェイス IF1 と IF2 
を、サーバ SVR2 がインターフェイス IF2 と 
IF3 を、サーバ SVR3 がインターフェイス IF3 
と IF4 を宣言した場合、MAXINTERFACES を計
算すると、インターフェイス数は 6 ではなく 4 
になります。

MAXOBJECTS CORBA 環境のアプリケーションで有効にできる 
CORBA オブジェクトの最大数。MAXOBJECTS には、0 
より大きく 32,766 未満の値を指定します。指定しない
場合は、デフォルト値の 100 が設定されます。

パラメータ 説明
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IPC 資源の上限値を定義する
注記 システムでは、掲示板へのアクセス・スロットごとに 1 つのセマフォ
が割り当てられます。セマフォは、複数のプロセスが、掲示板の共
用メモリに同時にアクセスしないようにするラッチ回路です。

BEA Tuxedo のリリース 7.1 より前の MAXACCESSERS および MAXSERVERS パラ
メータは、ユーザ・ライセンス数をチェックするしくみと関連付けられてい
ました。つまり、アプリケーションで実行中の 1 台以上のマシンの 
MAXACCESSERS の数と、特定のマシンの MAXACCESSERS の数の合計が、
MAXSERVERS の数とユーザ・ライセンス数の合計より大きい場合、マシンを
起動することはできませんでした。したがって、アプリケーションの 
MAXACCESSERS パラメータには、MAXSERVERS の数とユーザ・ライセンス数の
合計か、またはそれより小さい値を指定しなければなりませんでした。

BEA Tuxedo のリリース 7.1 以降では、アプリケーションに設定されている
ユーザ・ライセンスの数と、現在使用されているユーザ・ライセンスの数に
基づいて、ライセンスのチェックが行われます。すべてのユーザ・ライセン
スが使用中になると、アプリケーションに新しいクライアントが参加するこ
とはできなくなります。

設定例

この例では、最大 75 のプロセス (クライアントおよびサーバ ) が同時にシス
テムにアクセスできます。掲示板では、40 サーバが 55 のサービスを宣言で
きます。 

*RESOURCES
      MAXACCESSERS   75
      MAXSERVERS    40
      MAXSERVICES   55
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3 コンフィギュレーション・ファイルの作成
ロード・バランシングを有効にする

BEA Tuxedo では、アプリケーション全体に対し、ロード・バランシングの
アルゴリズムを使用するかどうかを制御できます。ロード・バランシングを
使用すると、ロード・ファクタがシステム内の各サービスに適用され、各
サーバの負荷の合計を監視できます。各サービス要求は、負荷が最も少ない
適切なサーバに送信されます。 

ロード・バランシングを使用するかどうかを指定するには、LDBAL パラメー
タに Y (はい ) または N (いいえ ) を設定します。デフォルトでは N が設定さ
れます。

ロード・バランシングは、必要な場合のみ、つまり、複数のキューを使用す
るサーバによってサービスが提供される場合にのみ使用します。1 つのサー
バによって提供されるサービス、または MSSQ セット (複数サーバ、単一
キュー ) のサーバによって提供されるサービスに対してロード・バランシン
グを設定する必要はありません。コンフィギュレーションにこのようなタイ
プのサービスしかない場合、LDBAL パラメータを N に設定します。LDBAL が N 
に設定されているときに複数のキューが同じサービスを提供すると、最初に
使用可能なキューが選択されます。 

LDBAL パラメータの特性
LDBAL パラメータには、以下の特性があります。

LDBAL に Y を設定すると、ロード・バランシングが使用されます。

LDBAL に Y  を設定し、アプリケーションがネットワーク接続されている
場合は、TMNETLOAD 環境変数を使用してローカル・サイトの優先順位を
設定できます。

LDBAL に N を設定すると、割り当てられたサーバが最初に使用可能な
サーバになります。

デフォルトは N です。
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マスタ・マシンを識別する
LDBAL を設定するとオーバーヘッドが発生するため、必要な場合にのみ
使用してください。

すべての BEA Tuxedo サービスが 1 台のサーバによってのみ提供される
場合、ロード・バランシングは使用しないでください。 

すべての BEA Tuxedo サービスが 1 つの MSSQ サーバ・セットによって
提供される場合、ロード・バランシングは使用しないでください。 

設定例

この例では、アプリケーションでロード・バランシングが有効になっていま
す。 

*RESOURCES
     LDBAL  Y

関連項目

『BEA Tuxedo システム入門』の「ロード・バランシング」

マスタ・マシンを識別する

MASTER マシンは、アプリケーションの起動およびアプリケーション全体の
管理を制御します。各アプリケーションでは、必ず MASTER パラメータを設
定して MASTER マシンを指定する必要があります。MASTER には、該当するコ
ンピュータの論理マシン識別子 (LMID) を指定します。LMID は、管理者が指
定する英数字の文字列であり、MACHINES セクションの LMID パラメータに割
り当てられます。したがって、LMID パラメータの値が SITE1 の場合、
MASTER の値も SITE1 でなければなりません。 
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3 コンフィギュレーション・ファイルの作成
アプリケーションをシャットダウンせずに MASTER マシンを終了するには、
MASTER を移行できるようにしておく必要があります。移行を行うには、
LMID に、プライマリ MASTER とバックアップ MASTER を指定する必要があり
ます。

MASTER パラメータの特性
MASTER パラメータには、以下の特性があります。

アプリケーションの起動と管理を制御する必須パラメータです。

マシンを移行するには、バックアップ・マシンを作成するため、2 種類
の  LMID を指定する必要があります。

RESOURCES セクションの例では、マスタ・サイトには SITE1、バック
アップ・サイトには SITE2 が指定されています。

設定例

Site1 は MASTER マシン、SITE2 はバックアップ・マシンです。

*RESOURCES
     MASTER SITE1, SITE2 

ネットワーク・グループの最大数を指定
する

設定済みのネットワーク・グループの最大数を指定するには、MAXNETGROUPS 
パラメータを設定します。値には、1 以上 8192 未満を指定します。デフォ
ルト値は 8です。これは、オプション・パラメータです。
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正常性チェックおよびブロッキング・タイムアウトを指定する
正常性チェックおよびブロッキング・タ
イムアウトを指定する

BBL は、定期的 (デフォルトでは 120 秒ごと ) にマシン上のサーバの正常性
をチェックします。ただし、この間隔は、SCANUNIT および SANITYSCAN パラ
メータを設定して変更することができます。さらに、BLOCKTIME パラメータ
を設定して、メッセージ、トランザクション、およびその他のシステム・ア
クティビティをブロッキングする際のタイムアウト値を設定することもでき
ます。値は、5 の正の倍数で指定します。

サーバの正常性チェックを行うときに、次のチェックまでに繰り返す 
SCANUNIT の回数を指定するには、SANITYSCAN パラメータを使用します。現
在のデフォルト値は、SANITYSCAN × SCANUNIT が約 120 秒になるように設定
されています。

SCANUNIT、SANITYSCAN、および BLOCKTIME 
パラメータの特性

パラメータ 説明

SCANUNIT チェック間隔とタイムアウトの粒度を制御します。
SCANUNIT には、0 ～ 60 の範囲の 5 の倍数を秒単位で指
定します。
例 : SCANUNIT 10
デフォルト値は 10 です。
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3 コンフィギュレーション・ファイルの作成
ATMI 操作のブロックとタイムアウト
タイムアウトとは、集合的に、次の期間を示します。

クライアントが要求キューへのメッセージ送信を待機する期間

クライアントが応答キューからのメッセージを待機する期間

サーバがクライアントを処理する期間

クライアントがネットワーク上を移動する期間

ブロッキング・タイムアウトとは、ブロックされているクライアント要求
が、ブロック解除されるまでの期間のことです。非同期型のサービス要求お
よび会話のブロッキング・タイムアウトは、個々の送受信操作に対して適用
されます。tpacall (3c)、tpconnect (3c)、または tpsend (3c) を使用して
メッセージが送信される場合は、キューがいっぱいであり、送信されたメッ
セージがキューへの登録を待機する場合にのみタイムアウトが適用されま
す。メッセージを受信するための tpgetrply (3c) または tprecv(3c) 呼び出し
がクライアント・プロセスから発行される場合、タイムアウトは、キューが
空の場合にクライアントがメッセージの受信を待機する期間になります。

SANITYSCAN サーバの正常性チェックを行うときに、次のチェック
までに繰り返すスキャン単位 (SCANUNIT) の回数を指
定します。

SANITYSCAN には、32,767 までの任意の数を指定でき
ます。 
デフォルト値は、SCANUNIT × SANITYSCAN が約 120 秒
になるように設定されています。

BLOCKTIME メッセージをブロックしておく期間を指定します。こ
の期間を経過すると、タイムアウトが発生します。

SCANUNIT × BLOCKTIME の値は、32,767 以下でなけれ
ばなりません。

デフォルト値は、SCANUNIT × BLOCKTIME が約 60 秒に
なるように設定されています。

パラメータ 説明
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オペレーティング・システム・レベルのセキュリティを設定する
設定例

この例では、正常性チェックが 30 秒 ごとに実行されます。要求が 10 秒以上
ブロックされることはありません。SCANUNIT に 10 が指定され、SANITYSCAN 
に 3 が指定されているため、10 秒の 3 倍、つまり 30 秒が経過すると、次の
チェックが BBL により行われます。

*RESOURCES
       SCANUNIT     10 
       SANITYSCAN    3
       BLOCKTIME     1

オペレーティング・システム・レベルの
セキュリティを設定する

UID、GID、および PERM の 3 つのパラメータを設定すると、BEA Tuxedo の管
理機能へのアクセスを、認可された管理者だけに制限できます。

UID および GID のデフォルト値は、アプリケーションのコンフィギュレー
ションの際に tmloadcf(1) コマンドを実行したユーザのユーザ ID (UID の場
合 ) およびグループ ID (GID の場合 ) になります。ただし、MACHINES セク
ションの値を上書きして、この設定を変更することもできます。
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3 コンフィギュレーション・ファイルの作成
UID、GID、および PERM パラメータの特性

注記 リモート・マシンに対して割当てられている上記のパラメータは、
上書きできます。リモート・マシンと MASTER マシンのユーザ ID お
よびグループ ID は、同じでなくてもかまいません。デフォルト値を
上書きするには、コンフィギュレーション・ファイルの MACHINES セ
クションで、別のユーザ ID およびグループ ID を指定します。特に
値を指定しない場合は、RESOURCES セクションで指定した値が使用さ
れます。

パラメータ 説明

UID 管理者のユーザ ID。値は数値で表され、システムの起動と
シャットダウンを担当するユーザの UNIX システム・ユーザ ID 
に対応しています。

デフォルト値は、tmloadcf(1) コマンドを実行するユーザの ID 
です。

例 : UID=3002

注記 Windows 2000 では、この値を 0 に設定してください。

GID 管理者のグループ ID を示す数値。
デフォルト値は、tmloadcf(1) コマンドを実行するユーザの ID 
です。

例 : GID=100

注記 Windows 2000 では、この値を 0 に設定してください。

PERM アプリケーションの起動時に作成される IPC 資源に割り当てる
パーミッションを指定する 8 進数値。このパラメータは、BEA 
Tuxedo システムの IPC 構造を不正なアクセスから保護する、第 
1 レベルのセキュリティを指定します。これらの値は、実働アプ
リケーションに対して指定する必要があります。

デフォルト値は 0666 であり、これは、すべてのユーザに対して
読み込み権と書き込み権を許可することを示します。 
例 : PERM=0660
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セキュリティ・レベルを指定する
セキュリティ・レベルを指定する

以下の 3 つのセキュリティ・レベルを設定できます。

PERM パラメータ―アプリケーションのキューに対する書き込み権を制限
することにより、必要最低限のセキュリティを設定します。

SECURITY パラメータ―より高いセキュリティ・レベルを設定します。こ
のパラメータが設定されている場合、クライアントはアプリケーション
に参加するときにパスワードを入力しなければなりません。このパス
ワードは、UBBCONFIG ファイルから TUXCONFIG ファイルが生成されたと
きに管理者が割り当てたパスワードと照合されます。 

AUTHSVC パラメータ―最もレベルの高いセキュリティを設定します。こ
のパラメータが設定されていると、アプリケーションへの参加を要求す
るクライアント要求は、認証サービスに送信されます。認証サービスは、
BEA Tuxedo システムに用意されているデフォルトのサービスか、また
はサード・パーティのベンダによるサービス (Kerberos サービスなど ) に
なります。このセキュリティ・レベルは、SECURITY パラメータが設定さ
れていないと使用できません。

LDAP の単一のセキュリティ管理を有効にするには、UBBCONFIG ファ
イルの SERVERS セクションで LAUTHSVR を設定する必要がありま
す。
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3 コンフィギュレーション・ファイルの作成
SECURITY および AUTHSVC パラメータの特性

関連項目

『BEA Tuxedo のセキュリティ機能』の「ATMI のセキュリティについ
て」

『BEA Tuxedo CORBA アプリケーションのセキュリティ機能』

『BEA Tuxedo のファイル形式とデータ記述方法』

『BEA Tuxedo コマンド・リファレンス』

パラメータ 説明

SECURITY アプリケーションに参加するときにパスワードの入力
を求めるセキュリティ・レベル。有効な値は、NONE (
デフォルト値 )、APP_PW、USER_AUTH�ΑACL、および  
MANDATORY_ACL です。 
LDAP の単一のセキュリティ管理を有効にするには、
SECURITY レベルを USER_AUTH、MANDATORY_ACL、ま
たは ACL に設定する必要があります。
デフォルト値は NONE です。
例 : SECURITY       APP_PW

AUTHSVC 認証サービスの名前。

SECURITY APP_PW またはそれ以上を指定する必要があ
ります。

デフォルト値は、認証サービスなしです。

Kerberos によるクライアント認証が可能です。
例 : AUTHSVC “AUTHSVC’’
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サーバのセキュリティ属性を定義する
サーバのセキュリティ属性を定義する

SEC_PRINCIPAL_NAME、SEC_PRINCIPAL_LOCATION、および 
SEC_PRINCIPAL_PASSVAR パラメータを使用すると、認証用のサーバのセキュ
リティ属性を指定できます。 

SEC_PRINCIPAL_NAME―さまざまなセキュリティ操作で使用するサーバの

プリンシパル名を指定します。 

SEC_PRINCIPAL_LOCATION―プリンシパル・ユーザの秘密鍵の場所を指定

します。

SEC_PRINCIPAL_PASSVAR―プリンシパル・ユーザの秘密鍵をオープンす

るためのパスワードを含む環境変数を指定します。

注記 上記の方針は、ワークステーション・ハンドラ、Domains のゲート
ウェイ処理、および相互運用するアプリケーション・サーバに適用
されます。

セクション名 指定内容 上書きされるセクション

RESOURCES ドメイン内で起動するすべてのシ
ステム・サーバ

N/A

MACHINES マシン上で起動するすべてのシス
テム・サーバ

RESOURCES

GROUPS グループ内で起動するすべてのシ
ステム・サーバおよび相互運用す
るアプリケーション・サーバ

MACHINES

SERVERS サーバ上で起動するすべてのシス
テム・サービスおよび相互運用す
るアプリケーション・サービス

GROUPS
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3 コンフィギュレーション・ファイルの作成
関連項目

『BEA Tuxedo のセキュリティ機能』の「ATMI のセキュリティについ
て」

『BEA Tuxedo CORBA アプリケーションのセキュリティ機能』の「セ
キュリティの管理」

共用メモリを保護する

SYSTEM_ACCESS パラメータを使用すると、共用メモリにあるシステム・テー
ブルを、アプリケーション・クライアントとアプリケーション・サーバから
保護できます。このパラメータを指定しておくと、アプリケーションの開発
中に、欠陥のあるアプリケーション・コードが不当なポインタによって誤っ
て共用メモリの内容を破壊することを防ぐことができます。アプリケーショ
ンが完全にデバッグされ、テストされたら、パラメータの値を変更して、応
答が早く返されるように設定できます。このパラメータの有効な値は、次の
とおりです。

PROTECTED―アプリケーション・コードと共にコンパイルされた BEA 
Tuxedo ライブラリは、システム・コードの実行中には共用メモリにア
タッチされません。

FASTPATH―BEA Tuxedo ライブラリは、常に共用メモリにアタッチされ
ます。

値を選択した後で NO_OVERRIDE を指定すると、選択したオプションをクライ
アントや管理者が変更できなくなります (クライアントの場合は tpinit() 
呼び出しの TPINIT 構造体、管理者の場合は SERVERS セクションで指定 )。
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アプリケーションのシステム資源のアドレスを設定する
PROTECTED、FASTPATH、および 
NO_OVERRIDE パラメータの特性

設定例

 SYSTEM_ACCESS PROTECTED、NO_OVERRIDE

アプリケーションのシステム資源のアド
レスを設定する

共用メモリのアドレスを設定するには、IPCKEY パラメータを設定します。
このパラメータにより、BEA Tuxedo システムは、アプリケーションに対し
て IPC 資源を割り当てます。これにより、新たにアプリケーションに参加し
たプロセスは IPC 資源を簡単に見つけることができます。キーの値は、新し
いアプリケーション・プロセスに対して掲示板、メッセージ・キュー、およ
びセマフォを割り当てるために内部で使用されます。単一プロセッサ・モー
ドでは、このキーが掲示板を指定します。マルチプロセッサ・モードでは、
このキーが DBBL のメッセージ・キューを指定します。

パラメータ 説明

PROTECTED 共用メモリの内部構造体が、アプリケーション・プロセスに
よって誤って破壊されるのを防ぎます。

FASTPATH (デ
フォルト )

アプリケーション・プロセスは、常に共用メモリへのアクセス
権を保持した状態でアプリケーションに参加します。

NO_OVERRIDDE 指定されたオプション (PROTECTED または FASTPATH) は変更
できません。
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3 コンフィギュレーション・ファイルの作成
IPCKEY パラメータの特性
IPCKEY パラメータには、以下の特性があります。

必須パラメータです。

掲示板およびその他の IPC 資源へのアクセスを設定するために使用され
ます。

32,769～ 262,144 の範囲の整数を設定します。

システム上のほかのアプリケーションの IPCKEY パラメータに同じ値を使
用することはできません。値は、すべてのアプリケーションで一意でな
ければなりません。

設定例

*RESOURCES
   IPCKEY 39211

任意通知型メッセージの受信方法を指定
する

NOTIFY パラメータを使用すると、クライアントが任意通知型メッセージを
受信するデフォルトの方法を設定できます。ただし、クライアントは、
tpinit() を呼び出してこの設定を上書きできます。 

以下の 4 つの方法が可能です。

IGNORE―クライアントは、任意通知型メッセージを無視します。

DIPIN―クライアントは、tpchkunsol() を呼び出したとき、または 
ATMI 呼び出しを行ったときにのみ任意通知型メッセージを受信します。
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任意通知型メッセージの受信方法を指定する
SIGNAL―クライアントは、シグナル・ハンドラに関数を呼び出させるシ

グナルをシステムに生成させ、つまり、tpsetunsol() を設定して、任意
通知型メッセージを受信します。

注記 この方法は、マルチスレッド化されたアプリケーションまたはマ
ルチコンテキスト化されたアプリケーションでは使用できません。

THREAD―任意通知型メッセージは、BEA Tuxedo システムがこの目的で
管理する別のスレッドによって処理されます。

USIGNAL パラメータは、SIGNAL ベースの通知を使用する場合に使用されるシ
グナルを指定します。SIGUSR1 と SIGUSR2 の 2 種類のシグナルが生成されま
す。デフォルト設定は SIGUSR2 です。この方法を使用すると、直ちに通知を
返すことができますが、ネイティブ・クライアントを実行しているときは、
制限があります。つまり、送信プロセス側のユーザ ID が同じでなければな
りません。ただし、ワークステーション・クライアントには、この制限はあ
りません。

注記 この方法を適用できないプラットフォームもあります。

NOTIFY および USIGNAL パラメータの特性

パラメータ 説明

NOTIFY IGNORE は、クライアントが任意通知型メッセージを無
視することを示します。

DIPIN は、クライアントが、tpchkunsol() を呼び出す
とき、または ATMI 呼び出しを行うときにのみ任意通
知型メッセージを受信することを示します。

SIGNAL は、クライアントがシグナルにより任意通知型
メッセージを受信することを示します。

デフォルト値は DIPIN です。
例 : NOTIFY SIGNAL
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3 コンフィギュレーション・ファイルの作成
コンフィギュレーション・ファイルの 
MACHINES セクションの作成方法

コンフィギュレーション・ファイルの 2 番目のセクションには、必ず 
MACHINES セクションを指定します。MACHINES セクションでは、アプリケー
ション内の各マシンに対するパラメータを定義します。これらのパラメータ
は、次の情報を指定します。

マシンのアドレスと論理識別子 (LMID) のマッピング

コンフィギュレーション・ファイル (TUXCONFIG) のロケーション

インストールされている BEA Tuxedo ソフトウェアのロケーション 
(TUXDIR) 

アプリケーション・サーバのロケーション (APPDIR)

アプリケーション・ログ・ファイル (ULOGPFX) のロケーション

環境ファイル (ENVFILE) のロケーション

注記 UID、GID、PERM、MAXACCESSERS、MAXOBJECTS、MAXCONV、および 
MAXGTT は、上書きできます。MAXGTT 以外のパラメータについては、
RESOURCES セクションを参照してください。

次の表では、MACHINES セクションの各パラメータを説明し、参照先へのリ
ンクやその他の情報を示します。 

USIGNAL SIGUSR1 および SIGUSR2 は、このタイプのシグナルで
クライアントに通知することを示します。

デフォルト値は SIGUSR2 です。
例 : USIGNAL SIGUSR1

パラメータ 説明
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コンフィギュレーション・ファイルの MACHINES セクションの作成方法
MACHINES セクションで指定する情報 パラメータ (必須 /
オプション )

参照先 (クリックする
とリンク先にジャンプ
)

SECURITY が ACL または MANDATORY_ACL に
設定されている場合のキャッシュ内の ACL 用
エントリ数 

MAXACLCACHE (オプ
ション )

キャッシュ内の ACL 用エ
ントリ

このマシンから別のマシンにサービス要求を
送信するコストを計算するときに追加する負
荷 

NETLOAD (オプション ) 負荷の追加

アドレス (物理プロセッサの名前 ) とコン
ピュータの論理名。ほかのすべてのエントリ
は、このアドレスに指定されたマシンに関す
る情報を指定します。コンピュータの論理名
は、LMID パラメータで指定します。 

LMID (必須 ) アドレスおよびマシン ID

UNIX セマフォ上のプロセスをブロックする
までに実行する、ユーザ・レベルでの掲示板
のロック回数 

SPINCOUNT (オプショ
ン )

掲示板のロックの上限値

マシンをクラスにグループ化するときに使用
する値 

TYPE (オプション ) クラスごとのグループ化
の値

バイナリ形式の TUXCONFIG ファイルが置かれ
ているマシン上のファイルまたはデバイスの
絶対パス名 

注記 このパラメータに指定するパス名は、
TUXCONFIG 環境変数に指定したパス
名 (大文字小文字の区別も含む ) と完
全に一致しなければなりません。一致
しない場合は、tmloadcf(1) を正し
く実行できません。

TUXCONFIG (必須 ) コンフィギュレーショ
ン・ファイルのロケー
ション

特定のマシン上のプロセスが同時に参加でき
る会話の最大数 

MAXCONV (オプション ) 会話数の上限値

このマシンの DTP トランザクション・ログの
サイズ (ページ単位 ) 

TLOGSIZE (オプション
)

DTP TLOG のサイズ
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3 コンフィギュレーション・ファイルの作成
このマシンの DTP トランザクション・ログの
名前 

TLOGNAME (オプション
)

DTP トランザクション・
ログの名前

マシン上のすべてのクライアントとサーバを、
指定したファイルの環境で実行する値 

ENVFILE (オプション ) 環境変数の設定

このマシンの DTP トランザクション・ログ 
(TLOG) を格納する BEA Tuxedo のファイルシ
ステム 

TLOGDEVICE (オプショ
ン )

TLOGを格納するファイル
システム

このプロセッサ上で、掲示板に同時にアクセ
スできるプロセスの最大数 

MAXACCESSERS (オプ
ション )

IPC 資源の上限値

CORBA 環境で、このプロセッサのアクティ
ブ・オブジェクト・テーブルに同時に対応で
きる CORBA オブジェクトの最大数 

MAXOBJECTS (オプショ
ン )

IPC 資源の上限値

特定のマシンが同時に関与できるグローバ
ル・トランザクションの最大数 

MAXGTT (オプション ) 同時に関与できるグロー
バル・トランザクション
の上限値

ワークステーション・クライアント用に予約
されている、このプロセッサのアクセサのエ
ントリ数。このパラメータは、BEA Tuxedo 
システムのワークステーション・コンポーネ
ントが使用される場合のみ指定されます。 

MAXWSCLIENTS (オプ
ション )

ワークステーション・ア
クセサのエントリの上限
値

ブリッジ・プロセスで送信されるのを待つ
メッセージに対して割り当てられる領域の上
限 

MAXPENDINGBYTES (オ
プション )

メッセージ領域の制限

デバイスの先頭から BEA Tuxedo ファイルシ
ステムの開始点 (このマシンの DTP トランザ
クション・ログを格納 ) までのページ単位の
数値のオフセット 

TLOGOFFSET (オプショ
ン )

DTP TLOG を含む数値の
オフセット

MACHINES セクションで指定する情報 パラメータ (必須 /
オプション )

参照先 (クリックする
とリンク先にジャンプ
)
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コンフィギュレーション・ファイルの MACHINES セクションの作成方法
デバイスの先頭から BEA Tuxedo ファイルシ
ステムの開始点 (このマシンの TUXCONFIG 
ファイルを格納 ) までのページ単位の数値の
オフセット 

TUXOFFSET (オプショ
ン )

TUXCONFIG を含む数値の
オフセット

掲示板用に作成された IPC 構造体に関連付け
るグループ ID の数値。有効な値は 0 ～ 
2147483647 です。値を指定しない場合、デ
フォルトで RESOURCES セクションの値が指定
されます。 

GID (オプション ) セキュリティ・アクセス

掲示板をインプリメントする IPC 構造体に関
連付けるパーミッションを示す数値。このパ
ラメータは、通常の UNIX システムの規則に
従って (8 進数の 0600 など )、プロセスの読み
取り権または書き込み権を指定します。値は 
0001 以上 0777 以下の範囲で指定できます。
値を指定しない場合、デフォルトで 
RESOURCES セクションの値が指定されます。 

PERM (オプション ) セキュリティ・アクセス

掲示板用に作成された IPC 構造体に関連付け
るユーザ ID の数値。有効な値は 0 ～ 
2147483647 です。値を指定しない場合、デ
フォルトで RESOURCES セクションの値が指定
されます。 

UID (オプション ) セキュリティ・アクセス

ID 確認のためのプロセスのプリンシパル名、
プリンシパル・ユーザの秘密鍵の場所、およ
びパスワードを格納する環境変数

SEC_PRINCIPAL_NAME

、
SEC_PRINCIPAL_LOCA

TION、
SEC_PRINCIPAL_PASS
VAR

セキュリティ属性

MACHINES セクションで指定する情報 パラメータ (必須 /
オプション )

参照先 (クリックする
とリンク先にジャンプ
)
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3 コンフィギュレーション・ファイルの作成
アプリケーション・ディレクトリ (APPDIR) の
絶対パス名。このディレクトリは、このマシ
ンで起動するすべてのアプリケーションおよ
び管理サーバのカレント・ディレクトリにな
ります。また、BEA Tuxedo システム・ソフ
トウェアのインストール先ディレクトリの絶
対パス名でもあります。 

TUXDIR (必須 ) システム・ソフトウェア
およびアプリケーショ
ン・ソフトウェアのロ
ケーション

リモート・プロセス (string_value1) および
ローカル・プロセス (string_value2) に送信
される、自動圧縮の対象となるメッセージの
しきい値。このしきい値を超えると、メッ
セージは圧縮されます。 

CMPLIMIT (オプション
)

メッセージ・サイズのし
きい値

このマシンの userlog(3c) メッセージ・ファ
イル名の接頭辞として使用される絶対パス名。

ULOGPFX (オプション ) ULOG  のパス名

MACHINES セクションで指定する情報 パラメータ (必須 /
オプション )

参照先 (クリックする
とリンク先にジャンプ
)
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コンフィギュレーション・ファイルの MACHINES セクションの作成方法
MACHINES セクションの例
以下は、ATMI 環境のコンフィギュレーション・ファイルの MACHINES セク
ションの例です。

*MACHINES
gumby         LMID=SITE1
              TUXDIR=”/tuxdir”
              APPDIR=”/home/apps/mortgage”
              TUXCONFIG=”/home/apps/mortgage/tuxconfig”
              ENVFILE=”/home/apps/mortgage/ENVFILE”
              ULOGPFX=”/home/apps/mortgage/logs/ULOG”
              MAXACCESSERS=100
               MAXCONV=15

以下は、CORBA 環境のコンフィギュレーション・ファイルの MACHINES セ
クションの例です。

*MACHINES
gumby         LMID=SITE1
              TUXDIR=”/tuxdir”
              APPDIR=”/home/apps/mortgage”
              TUXCONFIG=”/home/apps/mortgage/tuxconfig”
              ENVFILE=”/home/apps/mortgage/ENVFILE”
              MAXOBJECTS=700
              ULOGPFX=”/home/apps/mortgage/logs/ULOG”
              MAXACCESSERS=100

MACHINES セクションの例のパラメータ

上の MACHINES セクションの例では、以下のパラメータと値が指定されてい
ます。

パラメータ 説明

gumby UNIX システムで uname -n コマンドを実行すると返されるマ
シン名。Windows 2000 システムの場合は、[コントロール パ
ネル ] の [ネットワーク ] にある [コンピュータ名 ] で指定しま
す。名前はすべて大文字で指定します。

LMID=SITE1 マシン gumby の論理マシン識別子。
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3 コンフィギュレーション・ファイルの作成
MACHINES セクションの例のカスタマイズ方法

MACHINES セクションをカスタマイズするには、以下を指定します。

マシン名。gumby で指定します。

注記 Windows 2000 システムの場合、マシン名は大文字で指定する必要が
あります。

TUXDIR インストールされている BEA Tuxedo ソフトウェアへの絶対パ
ス。二重引用符で囲みます。

APPDIR アプリケーション・ディレクトリへの絶対パス。二重引用符で
囲みます。

TUXCONFIG コンフィギュレーション・ファイルの絶対パス名。二重引用符
で囲みます。

注記 このパラメータに指定するパス名は、TUXCONFIG 環
境変数に指定したパス名 (大文字小文字の区別も含む ) 
と完全に一致しなければなりません。パス名が一致し
ていない場合、tmloadcf(1) は正常に実行されませ
ん。

ENVFILE 環境情報を含むファイルの絶対パス名。二重引用符で囲みま
す。

ULOGPFX ログ・ファイルの接頭辞として使用する名前の絶対パス名。二
重引用符で囲みます。

MAXACCESSERS このマシンに対し、システム全体にわたる値 (RESOURCES セク
ションで定義済み ) を 100 に上書きします。

MAXOBJECTS CORBA サンプルで使用。このマシンに対し、システム全体に
わたる値 (RESOURCES セクションで定義済み ) を 700 に上書き
します。

MAXCONV このマシンに対し、システム全体にわたる値 (RESOURCES セク
ションで定義済み ) を 15 に上書きします。

パラメータ 説明
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キャッシュ内の ACL 用エントリの最大数を指定する
BEA Tuxedo ソフトウェアが格納されているディレクトリの絶対パス名。
TUXDIR で指定します。

アプリケーション・ディレクトリの絶対パス名。APPDIR で指定します。

ENVFILE、TUXCONFIG、および ULOGPFX のシステム上での絶対パス名。

関連項目

『BEA Tuxedo のファイル形式とデータ記述方法』の UBBCONFIG(5)

3-55 ページの「コンフィギュレーション・ファイルの GROUPS セク
ションの作成方法」

キャッシュ内の ACL 用エントリの最大
数を指定する

SECURITY が ACL または MANDATORY_ACL に設定されている場合は、
MAXACLCACHE パラメータを使用して、キャッシュ内の ACL 用エントリの数
を指定できます。このパラメータに適切な値を設定すると、以下のことを実
現できます。

共用メモリの資源を節約できます。

ACL をチェックするためのディスクへのアクセス数を少なくすることが
できます。

値には、10 ～ 30,000 を指定します。デフォルト値は 100 です。
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3 コンフィギュレーション・ファイルの作成
サービス要求の負荷を定義する

NETLOAD パラメータを使用すると、1 つのマシンから別のマシンへサービス
要求を送信するときにかかるコストを計算する際に追加する負荷を指定でき
ます。値には、0 以上 32,768 未満を指定します。デフォルト値は 0 です。

関連項目

『BEA Tuxedo システム入門』の「ロード・バランシング」

物理アドレスとマシン ID を予約する

まず、アドレスを指定する箇所に、MASTER マシンのアドレスを定義します。
これが、MACHINES セクションのエントリの基本となります。エントリ内の
その他のすべてのパラメータは、このアドレスで指定されたマシンに関する
情報を指定します。UNIX システムの場合は、uname -n コマンドを呼び出
し、出力された値にアドレスを設定します。Windows 2000 システムの場合
は、[コントロール パネル ] の [ネットワーク ] にある [コンピュータ名 ] を
参照してください。

LMID パラメータは必須パラメータです。このパラメータは、アドレスを指
定したばかりのコンピュータを示す論理名を指定します。論理名には、アプ
リケーション内のマシン間で一意な英数字を指定します。
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ロック・スピンの回数を設定する
アドレスと LMID パラメータの特性
アドレスおよびマシン ID には、以下の特性があります。

アドレスおよびマシン ID は、次の形式で指定します。

address LMID=logical_machine_name

アドレス (address) は、物理プロセッサ名を示します。

LMID は、次の形式で指定します。
LMID=logical_machine_name

LMID は物理プロセッサに対する論理マシン名です。論理マシン名には、
MACHINES セクションで一意な英数字を指定します。

ロック・スピンの回数を設定する

BEA Tuxedo システムの一部の操作 (サービス名のルックアップやトランザ
クションなど ) では、掲示板をロックし、掲示板へのアクセスを 1 つのプロ
セスだけに制限する場合があります。プロセスまたはスレッドの処理中に、
別のプロセスまたはスレッドによって掲示板がロックされていることがわか
ると、その処理は再試行されるか、または SPINCOUNT で指定された回数の
ロック・スピンが行われます。指定された回数のロック・スピンが行われた
後、処理はキューでスリープ状態になります。スリープ状態は資源を消費す
るため、一定のロック・スピンを行ってからスリープ状態になるように設定
しておく方が効率的です。 

SPINCOUNT パラメータの特性
SPINCOUNT パラメータの値は、アプリケーションおよびシステムによって異
なりますが、以下の基本的なガイドラインを覚えておくと便利です。
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3 コンフィギュレーション・ファイルの作成
ユニプロセッサ・システム上のプロセスは、ロック・スピンができませ

ん。ユニプロセッサ・システムのプロセスがアクセスした掲示板がロッ
クされている場合、そのプロセスは、できるだけ早く実行状態に戻され
なければなりません。ただし、これは、新しいプロセスが直ちに中断さ
れなければ実現できません。

ユニプロセッサの場合、SPINCOUNT の適切な値は 1 です。 

マルチプロセッサの場合、SPINCOUNT を 5,000 から始めるのが適切です
が、場合によっては 100,000 が適切です。 

SPINCOUNT の値を設定した後で、アプリケーションのスループットを確
認します。SPINCOUNT の値は、TMIB を使用してシステムの実行中に調整
できます。

マシンをタイプ別に指定する

TYPE パラメータを使用すると、マシンをクラスごとにグループ化できます。
TYPE には、15 文字以下の任意の文字列を設定できます。 

TYPE パラメータの特性
2 つのマシンに対して同じ TYPE が指定されている場合、これらのマシン
間では、データの符号化および復号化は行われません。

TYPE には、任意の文字列値を指定できます。このパラメータは、比較の
ために使用します。 

TYPE パラメータは、アプリケーションが異機種ネットワークのマシンで
構成されている場合、またはネットワーク内のマシン上でさまざまなコ
ンパイラを使用している場合に使用します。 

このパラメータを指定しない場合は、デフォルトでヌル文字列になり、

値が指定されないすべてのエントリが対象となります。
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コンフィギュレーション・ファイルのロケーションを識別する
コンフィギュレーション・ファイルのロ
ケーションを識別する

コンフィギュレーション・ファイルのロケーションおよびマシンを識別する
エントリ・ファイル名を指定するには、必須パラメータの TUXCONFIG を設定
します。TUXCONFIG パラメータには、最大 64 文字までの絶対パス名を指定
し、値は二重引用符で囲みます。

注記 このパラメータに指定するパス名は、TUXCONFIG 環境変数に指定した
パス名 (大文字小文字の区別も含む ) と完全に一致しなければなりま
せん。パス名が一致していない場合、tmloadcf(1) は正常に実行され
ません。

TUXCONFIG パラメータの特性
TUXCONFIG パラメータには、以下の特性があります。

TUXCONFIG パラメータの構文は、TUXCONFIG="full_path_of_tuxconfig" 
です。

このパラメータは、コンフィギュレーション・ファイルのロケーション

およびファイル名を識別します。

TUXCONFIG には、64 文字以下の文字列を指定できます。

TUXCONFIG の値は、TUXCONFIG 環境変数の値と一致していなければなり
ません。
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DTP トランザクション・ログのサイズ
を指定する

TLOGSIZE パラメータは、このマシンの DTP トランザクション・ログのサイ
ズをページ単位で指定します。オペレーティング・システムのファイルシス
テム上の空き容量に応じ、0 より大きく 2048 以下の値を指定します。デ
フォルトは 100 ページです。 

DTP トランザクション・ログの名前を
定義する

TLOGNAME パラメータは、このマシンの DTP トランザクション・ログの名前
を定義します。デフォルト値は、TLOG です。1 つの TLOGDEVICE に複数の 
TLOG がある場合、各 TLOG の名前は一意でなければなりません。TLOGNAME 
には、TLOG テーブルの作成先である TLOGDEVICE の VTOC (ボリューム一覧 ) 
内のテーブル名とは異なる名前を指定する必要があります。TLOGNAME には、
30 文字以下の英数字を指定します。

環境変数の設定を指定する

ENVFILE パラメータを使用すると、BEA Tuxedo システムが起動するすべて
のプロセスに対する環境変数を格納したファイルを指定できます。各プロセ
スの TUXDIR および APPDIR は、システム側で設定されます。したがって、こ
れらのパラメータはファイル内で指定しないでください。 

ただし、アプリケーション操作に関連する次のパラメータについては、環境
設定を指定できます。 
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環境変数の設定を指定する
FIELDTBLS、FLDTBLDIR

VIEWFILES、VIEWDIR 

TMCMPLIMIT 

TMNETLOAD
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ENVFILE パラメータの特性
ENVFILE は、以下の特性を持つオプション・パラメータです。

ENVFILE パラメータは、ENVFILE=”envfile” の形式で、文字列を二重引
用符で囲んで示します。

ENVFILE は、BEA Tuxedo システムが起動するすべてのプロセスに対す
る環境変数を格納したファイルです。UBBCONFIG ファイルは、同様の方
法、つまり完全に限定されたパス名を使用して警告を生成します。

FIELDTBLS、FLDTBLDIR などを設定しますが、TUXDIR と APPDIR は設定し
ません。

設定はすべてハード・コーディングする必要があります。

FLDTBLDIR=$APPDIR などの評価を伴う設定はできません。 

ファイルのエントリの形式は、VARIABLE=string です。

環境変数の設定の詳細については、『BEA Tuxedo のファイル形式とデータ
記述方法』の tuxenv(5) を参照してください。 

TLOG を含む BEA Tuxedo ファイルシ
ステムを定義する

TLOGDEVICE パラメータは、該当するマシンの DTP トランザクション・ログ 
(TLOG) を含む BEA Tuxedo のファイルシステムを指定します。TLOG は、BEA 
Tuxedo システムの VTOC テーブルとしてデバイスに格納されています。
TLOGDEVICE の値は、64 文字以下の文字列でなければなりません。

このパラメータを指定しない場合、そのマシンには TLOG がないものと見な
されます。
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マシンで同時に実行できるグローバル・トランザクションの最大数を指定する
マシンで同時に実行できるグローバル・
トランザクションの最大数を指定する

MAXGTT パラメータは、特定のマシンが同時に関与できるグローバル・トラ
ンザクションの最大数を指定します。このパラメータには、0 以上 32,768 未
満の値を指定します。RESOURCES セクションで指定した値は、MACHINES セク
ションでマシンごとに上書きできます。

ワークステーション・クライアントのア
クセサ・エントリ数を定義する

MAXWSCLIENTS パラメータは、ワークステーション・クライアント用に確保
しておくマシン上のエントリ数を定義します。MAXWSCLIENTS 用に確保して
おくアクセサ・スロットの数は、慎重に設定してください。この値は、この
マシンの MAXACCESSERS で指定したアクセサ総数のうちの一部になります。
このマシンのほかのクライアントやサーバは、MAXWSCLIENTS 用に確保され
たアクセサ・スロットを使用できません。ワークステーション・クライアン
トからシステムへのアクセスは、BEA Tuxedo システムに組み込まれている
代理プロセス、つまり BEA Tuxedo ワークステーション・ハンドラ (WSH) 
によって多重化されます。そのため、このパラメータを適切に設定すると、
IPC 資源を節約できます。

MAXWSCLIENTS には、0 以上 32,768 未満の値を指定します。値を指定しない
場合は、デフォルト値の 0 が設定されます。この値を MAXACCESSERS の値よ
り大きい値に設定すると、エラーが返されます。

注記 MAXWSCLIENTS の値は、ライセンス供与されているユーザ数によって
制限されます。
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BRIDGE 経由で送信されるメッセージ
用の領域を定義する

MAXPENDINGBYTES パラメータは、BRIDGE プロセスによる送信を待機する
メッセージに割り当てる領域の制限を定義します。値には、100,000 から 
MAXLONG までの値を指定します。

MAXPENDINGBYTES が重要になるのは、以下の 2 つの状況です。

BRIDGE が非同期接続を要求する場合

すべての回線がビジー状態の場合

メモリおよびディスク領域のサイズが大きい大型コンピュータの場合は 
MAXPENDINGBYTES の値を大きくし、小型のコンピュータの場合は 
MAXPENDINGBYTES の値を小さくします。 

DTP トランザクション・ログのオフ
セットを指定する

どの BEA Tuxedo ファイルシステムにもボリューム一覧 (VTOC: Volume 
Table of Contents) があります。これは、汎用デバイス・リスト (UDL: 
Universal Device List) で指定されたデバイス上のファイルの一覧です。UDL 
には、BEA Tuxedo システム・テーブルの物理的な格納位置が指定されてい
ます。BEA Tuxedo システムのアプリケーションでは、すべてのシステム・
ファイルを同じ raw ディスクやオペレーティング・システムのファイルシス
テム上に格納することができます。
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TUXCONFIG のオフセットを定義する
TLOGOFFSET パラメータは、このマシンのデバイスの先頭から BEA Tuxedo 
ファイルシステムの開始点 (このマシンの DTP トランザクション・ログを格
納 ) までのオフセットをページ単位で指定します。オフセットには、0 以上
でデバイス上のページ数より小さい値を指定します。デフォルト値は 0 で
す。

TUXCONFIG のオフセットを定義する

どの BEA Tuxedo ファイルシステムにもボリューム一覧 (VTOC: Volume 
Table of Contents) があります。これは、汎用デバイス・リスト (UDL: 
Universal Device List) で指定されたデバイス上のファイルの一覧です。UDL 
には、BEA Tuxedo システム・テーブルの物理的な格納位置が指定されてい
ます。BEA Tuxedo システムのアプリケーションでは、すべてのシステム・
ファイルを同じ raw ディスクやオペレーティング・システムのファイルシス
テム上に格納することができます。

TUXOFFSET パラメータは、このマシンのデバイスの先頭から BEA Tuxedo 
ファイルシステムの開始点 (このマシンの TUXCONFIG を格納 ) までのオフ
セットをページ単位で定義します。この値が環境でどのように使用されるか
については、MACHINES セクションの ENVFILE を参照してください。

TUXOFFSET パラメータの特性

オフセットには、0 以上でデバイス上のページ数より小さい値を指定し
ます。

デフォルトのオフセットは 0 です。

0 以外の TUXOFFSET の値は、マシン上で起動するすべてのサーバの環境
に設定されます。 
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システム・ソフトウェアおよびアプリ
ケーション・サーバ・ソフトウェアのロ
ケーションを識別する

サーバをサポートするアプリケーション内の各マシンは、BEA Tuxedo シス
テム・ソフトウェアおよびアプリケーション・サーバのコピーを備えている
必要があります。システム・ソフトウェアのロケーションは、TUXDIR パラ
メータで指定します。アプリケーション・ソフトウェアのロケーションは、
APPDIR パラメータで指定します。どちらも必須パラメータです。APPDIR パ
ラメータで指定したディレクトリは、すべてのプロセスの現在の作業ディレ
クトリになります。BEA Tuxedo ソフトウェアは、TUXDIR/bin および 
APPDIR 内で実行可能ファイルを検索します。

APPDIR および TUXDIR パラメータの特性

パラメータ 説明

APPDIR 構文は、APPDIR=“APPDIR” の形式で指定し、絶対パス名を二
重引用符で囲んで示します。

APPDIR は、アプリケーション・ソフトウェアのロケーションを
示します。

APPDIR は必須パラメータです。
APPDIR は、サーバ・プロセスの現在の作業ディレクトリになり
ます。

TUXDIR 構文は、TUXDIR=“TUXDIR” の形式で指定し、絶対パス名を二
重引用符で囲んで示します。

TUXDIR は、BEA Tuxedo ソフトウェアのロケーションを示しま
す。

TUXDIR は必須パラメータです。
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圧縮するメッセージのしきい値を指定する
圧縮するメッセージのしきい値を指定す
る

CMPLIMIT パラメータは、リモート・プロセス (string_value1) およびローカ
ル・プロセス (string_value2) に送信される、自動圧縮の対象となるメッ
セージのしきい値を定義します。このしきい値を超えると、メッセージは圧
縮されます。

どちらの値も、負以外の整数または文字列 MAXLONG でなければなりません。
値を指定しない場合は、デフォルトの MAXLONG,MAXLONG が指定されます。 

注記 CMPLIMIT の値を設定した後で、アプリケーションのスループットを
確認します。CMPLIMIT の値は TMIB を使用してシステムの実行中に調
整できます。

例

CMPLIMIT=string_value1,string_value2

ULOG のパス名を指定する

ULOGPFX パラメータを設定すると、マシン上の userlog(3c) メッセージ・
ファイルの接頭辞として使用する名前の絶対パス名を指定できます。指定し
たマシンの ULOGPFX の値は、このマシン上で実行されるすべてのサーバ、ク
ライアント、および管理プロセスに関する userlog(3c) メッセージ・ファイ
ルを作成するために使用されます。このパラメータが指定されない場合、
APPDIR 環境変数で指定されたパスが使用されます。mmddyy (月、日、年 ) が
接頭辞に追加されると、完全なログ・ファイル名になります。
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ULOGPFX パラメータの特性
ULOGPFX パラメータには、以下の特性があります。

ULOGPFX パラメータは、ULOGPFX=“ULOGPFX” の形式で、文字列を二重引
用符で囲んで示します。

アプリケーションのログ・ファイルには、TPESYSTEM および TPEOS エ
ラーに関するすべてのメッセージが記録されます。

ユーザ・ログを使用して、アプリケーション・エラーをログ・ファイル

に記録できます。

ULOGPFX は、APPDIR/ULOG にデフォルト設定されます。

たとえば、BANKLOG.022667 というファイルの場合、userlog の接頭辞
は、次のように指定されます。
ULOGPFX=“/mnt/usr/appdir/logs/BANKLOG”
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コンフィギュレーション・ファイルの GROUPS セクションの作成方法
関連項目

3-55 ページの「コンフィギュレーション・ファイルの GROUPS セク
ションの作成方法」

コンフィギュレーション・ファイルの 
GROUPS セクションの作成方法

GROUPS セクションでは、複数のサーバを論理的にグループ化することがで
きます。グループ化したサーバを使用すると、リソース・マネージャにアク
セスしたり、サーバ・グループの移行を簡単に行うことができます。コン
フィギュレーション・ファイルの GROUPS セクションでは、サーバ・グルー
プが定義されています。アプリケーション・サーバをマシン上で実行するに
は、マシンに対して少なくとも 1 つのサーバ・グループを定義する必要があ
ります。ただし、マシンに対してサーバ・グループが定義されていなくて
も、アプリケーションの一部にグループを含め、そのサイトから管理コマン
ド tmadmin(1) を実行できます。

トランザクションに関与しない非分散型のシステムでは、グループのコン
フィギュレーションは比較的単純です。各グループに対して、グループ名を
グループ番号および論理マシン ID にマッピングするだけです。分散トラン
ザクション・システムをサポートする柔軟性も備えられています。

次の表では、GROUPS セクションの各パラメータを説明し、参照先へのリン
クやその他の情報を示します。

GROUPS セクションで指定する情報 パラメータ (必須 /
オプション )

参照先 (クリックする
とリンク先にジャンプ
)

グループの論理名 GROUPNAME (必須 ) グループ名。 
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3 コンフィギュレーション・ファイルの作成
このサーバ・グループに関連付けられたグルー
プ番号 0 より大きく、30000 未満の番号を指定
します。番号は、GROUPS セクションのすべて
のエントリの中で一意でなければなりません。 

GRPNO (必須 ) グループ番号

リソース・マネージャをクローズするときに必
要な、リソース・マネージャに依存する情報 

CLOSEINFO (オプ
ション )

リソース・マネージャを
クローズするための情報

リソース・マネージャをオープンするときに必
要な、リソース・マネージャに依存する情報 

OPENINFO (オプショ
ン )

リソース・マネージャを
オープンする情報

TMSNAME が指定されている場合に、関連するグ
ループに対して起動するトランザクション・マ
ネージャ・サーバの数 

TMSCOUNT (オプショ
ン )

グループ内の TM サーバ
の数

ID 確認のためのプロセスのプリンシパル名、プ
リンシパル・ユーザの秘密鍵の場所、およびパ
スワードを格納する環境変数

SEC_PRINCIPAL_NAM

E、
SEC_PRINCIPAL_LOC

ATION、
SEC_PRINCIPAL_PAS
SVAR

セキュリティ属性

グループ内のすべてのサーバを、指定したファ
イルの環境で実行する値 

ENVFILE (オプション
)

サーバ・グループ環境

このサーバ・グループが MACHINES セクション
の string_value1 でシンボリックに指定され
ているマシン上、または、SHM モードのデフォ
ルトの値に存在することを示す値 

LMID (必須 ) サーバ・グループのロ
ケーション

このグループに関連付けられているトランザク
ション・マネージャ・サーバの名前。 

TMSNAME (オプション
)

グループのトランザク
ション・マネージャ・
サーバ

GROUPS セクションで指定する情報 パラメータ (必須 /
オプション )

参照先 (クリックする
とリンク先にジャンプ
)
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コンフィギュレーション・ファイルの GROUPS セクションの作成方法
ATMI の GROUPS セクションの例
以下は、ATMI 環境のコンフィギュレーション・ファイルの GROUPS セク
ションの例です。

##EVBGRP1 LMID=SITE1      GRPNO=104

DEFAULT:TMSNAME=TMS_SQL TMSCOUNT=2 LMID=SITE1
BANKB1GRPNO=1 OPENINFO="TUXEDO/SQL:APPDIR1/bankdl1:bankdb:readwrite"
BANKB2GRPNO=2 OPENINFO="TUXEDO/SQL:APPDIR1/bankdl2:bankdb:readwrite"
BANKB3GRPNO=3 OPENINFO="TUXEDO/SQL:APPDIR1/bankdl3:bankdb:readwrite"

CORBA 環境の GROUPS セクションの例
以下は、Tuxedo CORBA University の Production サンプル・アプリケーショ
ンの UBBCONFIG ファイルにある、GROUPS セクションの例です。この例では、
UBBCONFIG ファイルの ROUTING セクションにある RANGES 識別子で指定され
たグループを識別し、設定する必要があります。 

Production サンプルでは、ORA_GRP1、ORA_GRP2、APP_GRP1、 および APP_GRP2 
の 4 つのグループが指定されています。ここでは、これらのグループを設定
し、実行するマシンを識別しなければなりません。 

*GROUPS

APP_GRP1
   LMID = SITE1
   GRPNO = 2
   TMSNAME = TMS

APP_GRP2
   LMID = SITE1
   GRPNO = 3
   TMSNAME = TMS

ORA_GRP1
   LMID = SITE1
   GRPNO = 4

OPENINFO = "ORACLE_XA:Oracle_XA+Acc=P/scott/tiger+SesTm=100+LogDir=.+MaxCur=5"
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   CLOSEINFO = ""
   TMSNAME = "TMS_ORA"

ORA_GRP2
   LMID = SITE1
   GRPNO = 5

OPENINFO = "ORACLE_XA:Oracle_XA+Acc=P/scott/tiger+SesTm=100+LogDir=.+MaxCur=5"

CLOSEINFO = ""
TMSNAME = "TMS_ORA"

上の例は、ORA_GRP1、ORA_GRP2、APP_GRP1、 および APP_GRP2  グループの設
定方法を示しています。GROUPS セクションのグループ名と、ROUTING セク
ションで指定されたグループ名の対応については、3-123 ページの
「University Production サンプル・アプリケーションの CORBA ファクトリ・
ベース・ルーティング」を参照してください。ルーティング機能を正しく動
作するには、両方のグループ名を一致させる必要があります。また、アプリ
ケーションでグループを設定する際にグループ名を変更した場合は、
ROUTING セクションにも反映しなければなりません。 

注記 BEA Tuxedo ソフトウェアに収録されている Production サンプル・ア
プリケーションは、1 台のマシンで実行するように設定されています
が、LMID パラメータでほかのマシンを指定することにより、複数の
マシンで実行するように設定することもできます。この方法は、
RESOURCES セクションで MODEL MP パラメータが指定されていること
を前提としています。 

関連項目

3-77 ページの「コンフィギュレーション・ファイルの SERVERS セク
ションの作成方法」
3-58 『BEA Tuxedo アプリケーションの設定』



グループ名、グループ番号、および LMID を指定する
グループ名、グループ番号、および 
LMID を指定する

GROUPS セクションの基本であるグループ名は、グループを識別する名前で
あり、英数字で指定します。グループ名により、グループの論理名 
(string_value) が決まります。各グループには、一意なグループ番号 
(GRPNO) が指定されます。これは、必須パラメータです。各グループは、す
べて 1 つの論理マシン (LMID) 上に常駐する必要があります。 

LMID は、このサーバ・グループが MACHINES セクションの string_value1 と
いうシンボリック名で指定されているマシンに存在することを示します。

グループ名、グループ番号、および LMID の特性

パラメータ 説明

Group_name required_ 
parameters [optional_ 
parameters]

必須パラメータです。

グループを識別する英数字名です。

一意であり、グループの論理名を指定します。

GRPNO (グループ番号 ) 必須パラメータであり、一意。

LMID=string_value1 
[,string_value2]

必須パラメータです。

LMID 値には、30 文字以下の英数文字列を指定しま
す。 
論理マシン名は 2 つまで指定できます。2 つ目の論理
名が指定され、サーバ・グループが移行できる場合、
サーバ・グループが関連付けられているマシンは移
行できます。
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関連項目

『BEA Tuxedo のファイル形式とデータ記述方法』の UBBCONFIG(5)

3-65 ページの「コンフィギュレーション・ファイルの NETWORK セク
ションの作成方法」

TMS の名前および各グループの TMS の
数を指定する

分散トランザクション、つまり、複数のリソース・マネージャまたはマシン
にわたるトランザクションに参加するサーバを含むサーバ・グループのエン
トリには、トランザクション・マネージャ・サーバ (TMS: Transaction 
Manager Server) を指定する必要があります。TMS を指定するには、TMSNAME 
パラメータを設定します。このパラメータは、サーバ・グループの起動時に 
tmboot(1) が実行するファイル (string_value) を指定します。

値「TMS」は、ヌル XA インターフェイスの使用を示すために予約されてい
ます。このインターフェイスは、リソース・マネージャのないサーバ・グ
ループ用に使用できます。ただし、リソース・マネージャがない場合は、
TMS も必要ありません。このサーバ・グループは、トランザクションに関
与するメッセージの影響を受けます。「TMS」以外で、さらに空ではない値
が指定された場合は、このエントリの LMID 値に関連するマシンに対して、
TLOGDEVICE を指定する必要があります。各 TM サーバには、一意なサーバ
識別子が自動的に割り当てられます。サーバは何度でも再起動できます。

TMSNAME が指定されている場合は、TMSCOUNT=number も指定し、関連する
サーバ・グループ用の TMS の数を設定する必要があります。TMSCOUNT のデ
フォルト値は 3 です。このパラメータに 0 以外の値を指定する場合、指定で
きる最小値は 2、最大値は 256 です。サーバは、自動的に MSSQ セットに設
定されます。
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グループ内のサーバの環境ファイルの場所を識別する
グループ内のサーバの環境ファイルの場
所を識別する

ENVFILE 環境変数 (ENVFILE=string_value) に不正なファイル名が指定され
た場合、環境には何も値が設定されません。環境ファイルの各行は、
ident=value の形式で指定します。ident は下線 (_) または英数字で構成し
ます。

value 内の ${env} という形式の文字列は、ファイルの処理時に、環境内の
既存の変数を使用して展開されます。前方参照はサポートされていません。
値が設定されていない場合、変数は空の文字列に置換されます。バックス
ラッシュ (\) を使用すると、ドル記号 ($) およびバックスラッシュ自体をエス
ケープできます。その他のシェルのクォーテーションおよびエスケープのメ
カニズムは無視され、展開された value がそのまま環境に組み込まれます。 

環境ファイルは、コンフィギュレーション・ファイル内の少なくとも 2 つの
セクションに用意されています。BEA Tuxedo システムでは、次の順序で環
境ファイルが読み取られます。

1. MACHINES セクションの ENVFILE

2. GROUPS セクションの ENVFILE

3. SERVERS セクションの ENVFILE (オプション )

SERVERS セクションの値は、GROUPS セクションの値を上書きします。GROUPS 
セクションの値は、MACHINES セクションの値を上書きします。
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リソース・マネージャをオープンおよび
クローズするときに必要な情報を定義す
る

OPENINFO および CLOSEINFO パラメータには、256 以下の英数字で構成する文
字列を二重引用符で囲んで指定します。これらの設定は、このグループ (グ
ループ名 ) のリソース・マネージャをオープンおよびクローズするときに必
要な、リソース・マネージャに依存する情報を指定します。

このグループの TMSNAME パラメータが設定されていないか、または TMS が設
定されている場合、この値は無視されます。TMSNAME パラメータに TMS 以外
の値が設定されているが、OPENINFO 文字列にヌル文字列 ("") が設定されて
いるか、または何も設定されていない場合は、このグループ用のリソース・
マネージャは存在するが、open 操作を実行するための情報は不要であるこ
とを示します。TMSNAME パラメータに TMS 以外の値が設定されているが、
CLOSEINFO 文字列にヌル文字列 ("") が設定されているか、または何も設定さ
れていない場合は、このグループ用のリソース・マネージャは存在するが、
close 操作を実行するための情報は不要であることを示します。

OPENINFO 文字列の形式は、基となるリソース・マネージャのベンダごとに
異なります。ベンダ固有の情報の先頭には、トランザクション・インター
フェイス (XA インターフェイス ) の公開名とコロン (:) が付きます。

たとえば、BEA Tuxedo /Q データベースの場合、OPENINFO は次のような形
式になります。

UNIX の場合
OPENINFO = "TUXEDO/QM:qmconfig:qspace"

Windows 2000 の場合
OPENINFO = "TUXEDO/QM:qmconfig;qspace"
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リソース・マネージャをオープンおよびクローズするときに必要な情報を定義す
上記の設定では、TUXEDO/QM が BEA Tuxedo /Q XA インターフェイスの公開
名です。qmconfig は、キュー・スペースを設定する QMCONFIG (『BEA 
Tuxedo コマンド・リファレンス』の qmadmin(1) を参照 ) の名前です。
qspace はキュー・スペースの名前です。Windows 2000 では、qmconfig の後
に指定する区切り文字として、セミコロン (;) を使用します。

注記 BEA Tuxedo /Q データベースでは、CLOSEINFO 文字列は使用されませ
ん。

その他のベンダのデータベースでは、OPENINFO 文字列の形式は、基となる
リソース・マネージャのベンダごとに異なります。たとえば、次の 
OPENINFO 文字列は、Oracle のリソース・マネージャをオープンするときに
必要な情報を示します。

OPENINFO="Oracle_XA:Oracle_XA+Acc=P/Scott/*****+SesTm=30+LogDit=/
tmp"

Oracle_XA は、Oracle XA インターフェイスの公開名です。OPENINFO 文字列
内の 5 つの連続するアスタリスク (*) は、暗号化されたパスワードを示しま
す。次に、パスワードについて説明します。

リソース・マネージャに渡される OPENINFO 文字列内のパスワードは、平文
または暗号化された形式で格納されます。パスワードを暗号化するには、ま
ず、OPENINFO 文字列内のパスワードが必要な場所に、5 つ以上の連続するア
スタリスクを入れます。次に、tmloadcf(1) コマンドを実行して、
UBBCONFIG ファイルをロードします。tmloadcf() は、アスタリスクの文字列
を検出すると、パスワードの作成をユーザに要求します。次に例を示しま
す。

tmloadcf -y /usr5/apps/bankapp/myubbconfig
Password for OPENINFO (SRVGRP=BANKB3):
password

tmloadcf() は、暗号化したパスワードを TUXCONFIG ファイルに格納します。
tmunloadcf(1) を使用して TUXCONFIG ファイルから UBBCONFIG ファイルを再
び生成すると、パスワードは、暗号化された形式 (@@ で区切られる ) で 
UBBCONFIG ファイルに出力されます。次に例を示します。

OPENINFO="Oracle_XA:Oracle_XA+Acc=P/Scott/@@A0986F7733D4@@+SesTm=
30+LogDit=/tmp"
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3 コンフィギュレーション・ファイルの作成
tmloadcf() の実行時に、tmunloadcf() によって生成された UBBCONFIG ファ
イル内で暗号化されたパスワードが検出されても、ユーザに対してパスワー
ドの作成は要求されません。
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コンフィギュレーション・ファイルの NETWORK セクションの作成方法
コンフィギュレーション・ファイルの 
NETWORK セクションの作成方法

分散アプリケーションが複数のマシンで構成されている場合は、コンフィ
ギュレーション・ファイルに NETWORK セクションを作成する必要がありま
す。このセクションは、マシン間の通信を設定します。ネットワーク・グ
ループを作成するには、アプリケーションの UBBCONFIG ファイルで、
NETGROUPS セクションおよび NETWORK セクションを設定します。

次の表では、NETWORK セクションの各パラメータを説明し、参照先へのリン
クやその他の情報を示します。

NETWORK セクションで指定する情報 パラメータ (必須 /
オプション )

参照先 (クリック
するとリンク先に
ジャンプ )

LMID 上に置かれた BRIDGE プロセスがネットワーク
にアクセスするのに使用するデバイス名

BRIDGE (オプション ) BRIDGE デバイス名

BRIDGE プロセスで使用される完全なネットワーク・
アドレス (LMID の接続指示受け付けアドレス )

NADDR (必須 ) BRIDGE ネットワー
ク・アドレス

このマシンに対してネットワーク・リンクを確立す
るときに必要な最低限の暗号化レベル 

MINENCRYPTBITS (
オプション )

暗号化レベル

ネットワーク・リンクを確立するときに実行できる
最高の暗号化レベル 

MAXENCRYPTBITS (
オプション )

暗号化レベル

このネットワーク・エントリに関連付けられたネッ
トワーク・グループ指定しない場合、デフォルト値
は DEFAULTNET と見なされます。DEFAULTNET が設
定されない場合、NETGROUPS セクションで指定した
グループ名をこのパラメータに定義する必要があり
ます。

NETGROUP (オプショ
ン )

ネットワーク・グ
ループ
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3 コンフィギュレーション・ファイルの作成
NETWORK セクションの例
以下は、2 サイトを含むコンフィギュレーション・ファイルの NETWORK セク
ションの例です。

   *NETWORK
       SITE1   NADDR="//mach1:80952" 
               NLSADDR="//mach1:serve"
#      SITE2   NADDR="//mach386:80952" 
               NLSADDR="//mach386:serve"

関連項目

『BEA Tuxedo のファイル形式とデータ記述方法』の UBBCONFIG(5)

3-71 ページの「コンフィギュレーション・ファイルの NETGROUPS セ
クションの作成方法」

BRIDGE プロセス用のデバイス名を指
定する

LMID 上に置かれた BRIDGE プロセスで使用するデバイス名を指定し、ネット
ワークにアクセスするには、BRIDGE パラメータを次のように設定します。 

LMID が指定するノード上でネットワークにサービス
を提供する tlisten(1) プロセス用のネットワー
ク・アドレス 

NLSADDR (オプショ
ン )

tlisten ネットワー
ク・アドレス

NETWORK セクションで指定する情報 パラメータ (必須 /
オプション )

参照先 (クリック
するとリンク先に
ジャンプ )
3-66 『BEA Tuxedo アプリケーションの設定』

../rf5/rf5.htm#365105


BRIDGE のネットワーク・アドレスを割り当てる
BRIDGE=string_value

TCP/IP を使用する場合は、BRIDGE にデバイス名を指定する必要はありませ
ん。 

ネットワーク・トランスポートのエンドポイント・ファイルのパス名は、次
の形式で指定します。

/dev/provider_name

BRIDGE のネットワーク・アドレスを
割り当てる

LMID の接続指示受け付けアドレスとして、LMID 上に置かれている BRIDGE 
プロセスで使用する完全なネットワーク・アドレスを指定するには、NADDR 
パラメータを次のように設定します。

NADDR = string_value

BRIDGE の接続指示受け付けアドレスは、アプリケーションの別の BRIDGE 
プロセスがその BRIDGE プロセスにアクセスするロケーションです。 

BRIDGE の接続指示受け付けアドレスは、次の 3 つのうち、いずれかの形式
で指定できます。

//host.name:port_number

//#.#.#.#:port_number

0xhex-digits または \\xhex-digits

最初の形式では、host.name は、アドレスがバインドされるときに TCP/IP 
のアドレスに解決されます。この形式は、オペレーティング・システムのコ
マンドによる、ローカル名の解決機能に基づいています。 port_number に
は、シンボリック名または 10 進数を指定します。
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3 コンフィギュレーション・ファイルの作成
2 番目の形式の文字列 #.#.#.# は、ドット区切りの 4 つの 10 進数 (0 ～ 255 
を指定 ) を示します。port_number は、0 ～ 65,535 の 10 進数です (指定され
た文字列の 16 進表現 )。 port_number には、シンボリック名または 10 進数
を指定します。 

3 番目の形式の文字列 0xhex-digits または \\xhex-digits には、有効な 16 
進数の偶数を含めます。2 つのうち、どちらかの形式で表現された文字列
は、内部で TCP/IP アドレスを含む文字配列に変換されます。

注記 プラットフォームによっては、システム側で、上記より小さい数値
が予約されている場合があります。

暗号化レベルを割り当てる

このマシンに対してネットワーク・リンクを確立するときに必要な暗号化の
最低レベルを設定するには、MINENCRYPTBITS パラメータを設定します。有
効な値は、0、56、および 128 です。0 は暗号化を行わないことを示し、56 
および 128 は暗号化キーの長さをビット単位で指定します。ここで指定する
最小レベルの暗号化が満たされない場合、リンクの確立は失敗します。デ
フォルト値は 0 です。

ネットワーク・リンクを確立するときの暗号化の最大レベルを設定するに
は、MAXENCRYPTBITS パラメータを設定します。有効な値は、0、56、および 
128 です。0 は暗号化を行わないことを示し、56 および 128 は暗号化キーの
長さをビット単位で指定します。デフォルト値は 128 です。

例

MAXENCRYPTBITS=128
MINENCRYPTBITS=0
3-68 『BEA Tuxedo アプリケーションの設定』



tlisten のネットワーク・アドレスを割り当てる
関連項目

『BEA Tuxedo CORBA アプリケーションのセキュリティ機能』の「リン
ク・レベルの暗号化」

tlisten のネットワーク・アドレスを割
り当てる

LMID が指定するマシン上でネットワークにサービスを提供する tlisten(1) 
プロセス用のネットワーク・アドレスを指定するには、NLSADDR パラメータ
を次のように指定します。

NLSADDR=string_value

string には、NADDR パラメータと同じ形式でネットワーク・アドレスを指定
します。 

NLSADDR の tlisten アドレスは、次の 3 つのうち、いずれかの形式で指定で
きます。

//host.name:port_number

//#.#.#.#:port_number

0xhex-digits または \\xhex-digits

最初の形式では、host.name は、アドレスがバインドされるときに TCP/IP 
のアドレスに解決されます。この形式は、オペレーティング・システムのコ
マンドによる、ローカル名の解決機能に基づいています。 port_number に
は、シンボリック名または 10 進数を指定します。

2 番目の形式の文字列 #.#.#.# は、ドット区切りの 4 つの 10 進数 (0 ～ 255 
を指定 ) を示します。port_number は、0 ～ 65,535 の 10 進数です (指定され
た文字列の 16 進表現 )。 port_number には、シンボリック名または 10 進数
を指定します。
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3 コンフィギュレーション・ファイルの作成
3 番目の形式の文字列 0xhex-digits または \\xhex-digits には、有効な 16 
進数の偶数を含めます。2 つのうち、どちらかの形式で表現された文字列
は、内部で TCP/IP アドレスを含む文字配列に変換されます。

NLSADDR が MASTER LMID 以外のマシンのエントリにない場合、tmloadcf(1) 
はエラーを出力します。NLSADDR が MASTER LMID エントリにない場合、
tmadmin(1) をリモート・マシンから管理者モードで実行することはできま
せん。可能な処理は、読み取り専用の操作だけです。これは、MASTER サイ
トで障害が発生しても、バックアップ・サイトから再起動できないことも意
味します。
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コンフィギュレーション・ファイルの 
NETGROUPS セクションの作成方法

UBBCONFIG ファイルの NETGROUPS セクションでは、LAN 環境で使用可能な
ネットワーク・グループの情報を設定します。1 組のマシンに割り当てる
ネットワーク・グループの数に制限はありません。ネットワーク・グループ
を構成する各ネットワークの通信方式は、優先順位のメカニズム (NETPRIO) 
によって決まります。

すべての LMID は、デフォルトのネットワーク・グループ (DEFAULTNET) のメ
ンバでなければなりません。デフォルトのネットワーク・グループのグルー
プ番号 (NETGRPNO) は、0 です。ただし、DEFAULTNET に設定されているデ
フォルトの優先順位は変更できます。リリース 6.4 より前の BEA Tuxedo シ
ステムで定義されているネットワークは、DEFAULTNET ネットワーク・グ
ループに割り当てられています。

次の表では、NETGROUPS セクションの各パラメータを説明し、参照先へのリ
ンクやその他の情報を示します。

NETGROUPS セクションで指定する情報 (オ
プション )

パラメータ (必須 /
オプション )

参照先 (クリック
するとリンク先に
ジャンプ )

デフォルトのネットグループ数 (8) 以上のグループを
定義します。この値は、RESOURCES セクションで指
定されています。 

MAXNETGROUPS (オプ
ション )

ネットグループの最
大数

ネットワークが使用可能になるのを待つデータの最
大サイズ。この値は、MACHINES セクションで指定
されています。

MAXPENDINGBYTES (
オプション )

メッセージ領域の制
限

このネットワーク・エントリに関連付けられたネッ
トワーク・グループ 

NETGROUP (必須 ) ネットワーク・グ
ループ名

フェイルオーバーおよびフェイルバック用に割り当
てる必要のある一意のネットワーク・グループ番号

NETGRPNO (必須 ) ネットワーク・グ
ループ番号
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3 コンフィギュレーション・ファイルの作成
ネットワーク・グループ構成の例

ネットワーク・アドレスは、ネットワーク・グループに関連付けられます。
この機能の例を以下に示します。

たとえば、First State Bank には 5 台のマシン (A ～ E) で構成されるネット
ワークがあるとします。各マシンは、以下のように定義した 4 つのネットグ
ループの中の 2 つまたは 3 つに属します。

DEFAULTNET (デフォルトのネットワークである企業 WAN)

MAGENTA_GROUP (LAN)

BLUE_GROUP (LAN)

GREEN_GROUP (メンバのマシン間に、高速な光ファイバのポイント・
ツー・ポイント・リンクを提供する専用 LAN)

すべてのマシンは、DEFAULTNET (企業 WAN) に属します。さらに、各マシン
は MAGENTA_GROUP または BLUE_GROUP に関連付けられます。MAGENTA_GROUP 
LAN の一部のマシンは、GREEN_GROUP という特殊なグループに属していま
す。次の図は、ネットワーク内のネットワーク・アドレスを持つマシン A ～ 
E を示します。

このネットワーク・グループの優先順位 NETPRIO (オプション
)

ネットワーク・グ
ループの優先順位

NETGROUPS セクションで指定する情報 (オ
プション )

パラメータ (必須 /
オプション )

参照先 (クリック
するとリンク先に
ジャンプ )
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図 3-3ネットワークのグループ化の例
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3 コンフィギュレーション・ファイルの作成
次の表は、マシンと、対応するグループのアドレスを示します。

注記 ローカル・エリア・ネットワークはロケーション間でルーティング
されないため、マシン D (BLUE_GROUP LAN 内 ) は、共通の単一アド
レス、つまり企業 WAN ネットワーク・アドレスのみを使用してマシ
ン A (GREEN_GROUP LAN 内 ) と通信します。 

UBBCONFIG ファイルにネットグループを設定す
る

前の節で説明したコンフィギュレーションを設定するには、First State Bank 
のシステム管理者は、次のコンフィギュレーション・ファイルの例に示すよ
うに、UBBCONFIG ファイルの NETGROUPS セクションで各グループを定義しま
す。

コード リスト 3-1   NETGROUPS および NETWORK セクションの例

*NETGROUPS

DEFAULTNET NETGRPNO = 0  NETPRIO = 100 #default
BLUE_GROUP NETGRPNO = 9  NETPRIO = 200
MAGENTA_GROUP NETGRPNO = 125        NETPRIO = 200
GREEN_GROUP NETGRPNO = 13         NETPRIO = 300

マシン マシンが属するグループのアドレス

A および B DEFAULTNET (企業 WAN)
MAGENTA_GROUP (LAN)
GREEN_GROUP (LAN)

C DEFAULTNET (企業 WAN)
MAGENTA_GROUP (LAN)

D および E DEFAULTNET (企業 WAN)
BLUE_GROUP (LAN)
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ネットワーク・グループに名前を割り当てる
*NETWORK

A NETGROUP=DEFAULTNET NADDR="//A_CORPORATE:5723”
A NETGROUP=MAGENTA_GROUP NADDR="//A_MAGENTA:5724"
A NETGROUP=GREEN_GROUP NADDR="//A_GREEN:5725"

B NETGROUP=DEFAULTNET NADDR="//B_CORPORATE:5723"
B NETGROUP=MAGENTA_GROUP NADDR="//B_MAGENTA:5724"
B NETGROUP=GREEN_GROUP NADDR="//B_GREEN:5725"

C NETGROUP=DEFAULTNET NADDR="//C_CORPORATE:5723"
C NETGROUP=MAGENTA_GROUP NADDR="//C_MAGENTA:5724"

D NETGROUP=DEFAULTNET NADDR="//D_CORPORATE:5723"
D NETGROUP=BLUE_GROUP NADDR="//D_BLUE:5726"
E      NETGROUP=DEFAULTNET         NADDR="//E_CORPORATE:5723"
E      NETGROUP=BLUE_GROUP         NADDR="//E_BLUE:5726"

関連項目

『BEA Tuxedo のファイル形式とデータ記述方法』の UBBCONFIG(5)

3-77 ページの「コンフィギュレーション・ファイルの SERVERS セク
ションの作成方法」

9-1 ページの「分散アプリケーションのネットワーク設定」

ネットワーク・グループに名前を割り当
てる

ネットワーク・グループに名前を割り当てるには、NETGROUP パラメータを
次のように設定します。

NETGROUP required_parameters [optional_parameters]
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3 コンフィギュレーション・ファイルの作成
NETGROUP に DEFAULTNET を設定すると、エントリには、デフォルトのネット
ワーク・グループに関する情報が指定されます。NETGROUP パラメータが 
DEFAULTNET に設定されているネットワーク・エントリは、すべて TM_MIB の 
T_MACHINE クラスで表されますが、ほかの NETGROUP に関連付けられた 
NETWORK エントリは、TM_MIB の T_NETMAP クラスで表され、以前のリリース
との相互運用が可能です。

ネットワーク・グループ番号を割り当て
る

フェイルオーバーおよびフェイルバックに対応するには、NETGRPNO パラ
メータを次のように設定します。

NETGRPNO=numeric_value

このエントリが DEFAULTNET を説明している場合、NETGRPNO の値はゼロにす
る必要があります。

ネットワーク・グループに優先順位を割
り当てる

複数のネットワーク・グループにある、同じ優先順位が指定された 1 組のマ
シンは、優先順位が最も高い回線上で同時に通信できます。ネットワーク・
グループの優先順位を割り当てるには、NETPRIO パラメータを使用します。
特定の優先順位を持つすべてのネットワーク回線が、管理者またはネット
ワークによって切断された場合は、1 つ下の優先順位の回線が使用されま
す。優先順位の高い回線に対しては、接続の再試行が行われます。NETPRIO 
パラメータには、0 より大きく 8,192 未満の値を指定します。デフォルト値
は 100 です。
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コンフィギュレーション・ファイルの 
SERVERS セクションの作成方法

コンフィギュレーション・ファイルの SERVERS セクションには、サーバ・プ
ロセスに固有な情報が含まれています。このセクションは必須ではありませ
ん。ただし、このセクションがないということは、アプリケーション・サー
バがなく、機能もほとんどないことを意味します。このセクションの各エン
トリは、アプリケーションで起動するサーバ・プロセスを表し、次の情報を
指定します。

サーバ名、サーバ・グループ、および数値で指定するサーバ識別子 
(SRVGRP、SRVID)

servopts で定義するサーバのコマンド行オプション (CLOPT)

サーバの起動順序および起動するサーバ数 (SEQUENCE、MIN、MAX)

サーバ固有の環境ファイル (ENVFILE)

サーバのキューに関する情報 (RQADDR、RQPERM、REPLYQ、RPPERM)

再起動に関する情報 (RESTART、RCMD、MAXGEN、GRACE)

会話型サーバとするかどうかの指定 (CONV)

システム全体にわたる共用メモリ・アクセスを上書きするかどうかの指

定 (SYSTEM_ACCESS)

IIOP リスナ (ISL) サーバのセキュリティ・パラメータの設定

注記 BEA Tuxedo システムでサポートされるコマンド行オプションについ
ては、『BEA Tuxedo のファイル形式とデータ記述方法』の 
servopts(5) を参照してください。

次の表では、SERVERS セクションの各パラメータを説明し、参照先へのリン
クやその他の情報を示します。
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3 コンフィギュレーション・ファイルの作成
SERVERS セクションで指定する
情報 (オプション )

パラメータ (必須 /オプション ) 参照先 (クリック
するとリンク先
にジャンプ )

サーバが会話型サーバであるかどうか。
接続は、会話型サーバに対してのみ行
うことができます。tpacall(3c) また
は tpcall(3c) を使った rpc 要求は、 非
会話型サーバに対してのみ行うことが
できます。 

CONV (オプションの実行時パラ
メータ )

会話型サーバ

ID 確認のためのプロセスのプリンシパ
ル名、プリンシパル・ユーザの秘密鍵
の場所、およびパスワードを格納する
環境変数

SEC_PRINCIPAL_NAME、

SEC_PRINCIPAL_LOCATION、
SEC_PRINCIPAL_PASSVAR

セキュリティ属性

ほかのサーバとの関連で、このサーバ
をいつ起動またはシャットダウンする
か 

SEQUENCE (オプションのブート・
パラメータ )

サーバの起動順序

tmboot によって起動されるサーバのオ
カレンスの最小数 

MIN (オプションのブート・パラ
メータ )

サーバの起動順序

起動できるサーバのオカレンスの最大
数。 

MAX (オプションのブート・パラ
メータ )

サーバの起動順序

起動時にサーバ・プロセスに渡される 
servopts(5) オプションのリスト。何
も指定しない場合、デフォルトの -A が
使用されます。string_value は 256 
文字まで指定できます。 

CLOPT (オプションのブート・パラ
メータ )

サーバのコマンド
行オプション

初期化時に、該当するファイルの値を
サーバ環境に追加する要求。サーバが、
別のマシンに移行可能なサーバ・グ
ループに関連付けられている場合は、
移行元マシンと移行先マシンの同じ場
所に ENVFILE を格納する必要がありま
す。 

ENVFILE (オプションの実行時パラ
メータ )

サーバ環境ファイ
ル
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サーバが所属するサーバ・グループの
名前。string_value には、GROUPS セ
クションのサーバ・グループに関連付
けられた論理名を指定します。 

SRVGRP (必須 ) サーバ・グループ

サーバ・グループ内のサーバを一意に
識別する整数。識別子は、1 以上 30,000 
以下でなければなりません。 

SRVID (必須 ) サーバ ID

プロセスの要求キューのシンボリック
名 

RQADDR (オプションの実行時パラ
メータ )

サーバ・キュー情
報

要求キューに対するパーミッション (数
値で指定 ) 

RQPERM (オプションの実行時パラ
メータ )

サーバ・キュー情
報

プロセスに対して応答キューを確立す
るかどうか 

REPLYQ (オプションの実行時パラ
メータ )

サーバ・キュー情
報

応答キューに対するパーミッション (数
値で指定 ) 

RPPERM (オプションの実行時パラ
メータ )

サーバ・キュー情
報

再起動可能なプロセスが異常終了した
場合に実行するコマンド 

RCMD (オプションの実行時パラ
メータ )

サーバの再起動に
関する情報

再起動可能なプロセスの再起動回数。
GRACE で指定された時間内に再起動で
きる最大回数から 1 を引いた数を指定
します。

MAXGEN (オプションの実行時パラ
メータ )

サーバの再起動に
関する情報

再起動可能なプロセスの再起動回数。
指定した秒内で MAXGEN 回まで再起動
できることを指定します。 

GRACE (オプションの実行時パラ
メータ )

サーバの再起動に
関する情報

プロセスを再起動できるかどうか。デ
フォルト値は N です。サーバを移行で
きる場合は、RESTART を Y に設定しま
す。SIGTERM シグナルで終了された
サーバは再起動する必要があります。

RESTART (オプションの実行時パラ
メータ )

サーバの再起動に
関する情報

SERVERS セクションで指定する
情報 (オプション )

パラメータ (必須 /オプション ) 参照先 (クリック
するとリンク先
にジャンプ )
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3 コンフィギュレーション・ファイルの作成
アプリケーション・プロセス内で、
BEA Tuxedo のシステム・ライブラリか
ら内部テーブルへのアクセスを実現す
るデフォルト・モード。

SYSTEM_ACCESS (オプションの実
行時パラメータ )

サーバへのシステ
ム・アクセス

最初にサーバを起動するときのサーバ・
ディスパッチ・スレッドの最小数。
MAXDISPATCHTHREADS が 1 より小
さい場合 (MAXDISPATCHTHREADS>1) 
は、別のディスパッチ・スレッドが使
用されます。このディスパッチ・ス
レッドは、MAXDISPATCHTHREADS で指
定した数には含まれません。
MAXDISPATCHTHREADS は、
MINDISPATCHTHREADS と同じか、
またはそれ以上でなければなりません 
(MINDISPATCHTHREADS<=
MAXDISPATCHTHREADS)。このパラメー
タのデフォルト値は 0 です。

MINDISPATCHTHREADS スレッド

各サーバ・プロセスで生成される、同
時に実行できるディスパッチ・スレッ
ドの最大数MAXDISPATCHTHREADS 
が 1 より大きい場合 
(MAXDISPATCHTHREADS>1) は、別の
ディスパッチ・スレッドが使用されま
す。このディスパッチ・スレッドは、
パラメータで指定した数には含まれま
せん。MAXDISPATCHTHREADS は、
MINDISPATCHTHREADS と同じか、
またはそれ以上でなければなりません 
(MINDISPATCHTHREADS<=
MAXDISPATCHTHREADS)。このパラメー
タのデフォルト値は 1 です。

MAXDISPATCHTHREADS スレッド

SERVERS セクションで指定する
情報 (オプション )

パラメータ (必須 /オプション ) 参照先 (クリック
するとリンク先
にジャンプ )
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最初のスレッド以降の各サーバ・ス
レッドのスタック・サイズ (バイト単位
)。このパラメータを指定しないか、ま
たは 0 の場合は、オペレーティング・
システムのデフォルト値が使用されま
す。このオプションは、
MAXDISPATCHTHREADS に 1 より大きい
値が指定された場合のみサーバに影響
を与えます。

THREADSTACKSIZE スレッド

WebLogic Server の組み込み LDAP ベー
ス認証サーバ。System /T で用意された
サーバであり、ユーザのセキュリティ
情報が WebLogic Server にあるときに認
証サービスを提供します。このサーバ
は、クライアントがアプリケーション
に参加するときにユーザ単位の認証を
提供するために、セキュリティ付きア
プリケーションで使用されます。

SECURITY USER_AUTH またはそれ以上
を指定する必要があります。

デフォルトでは 
$TUXDIR/udataobj/tpldap ファイル
を使用して、LDAP のコンフィギュ
レーション情報を取得します。

例 :  LAUTHSVR SRVGRP= 
“AUTH’’SRVID=100
                             
CLOPT=”-A--                                    
             
-f/usr/tuxedo/udataobj/tpldap”

LAUTHSVR (オプション ) LAUTHSVR

SERVERS セクションで指定する
情報 (オプション )

パラメータ (必須 /オプション ) 参照先 (クリック
するとリンク先
にジャンプ )
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3 コンフィギュレーション・ファイルの作成
SERVERS セクションの例
以下は、コンフィギュレーション・ファイルの SERVERS セクションの例で
す。

*SERVERS
DEFAULT:          RESTART=Y MAXGEN=5 GRACE=3600
                  REPLYQ=N CLOPT=”-A”
                  ENVFILE=”/usr/home/envfile”
                  SYSTEM_ACCESS=PROTECTED

RINGUP1           SRVGRP=GROUP1 SRVID=1 MIN=3
                  RQADDR=”ring1"
RINGUP2           SRVGRP=GROUP1 SRVID=4 MIN =3
                  RQADDR=”ring2"

注記 この例では、SEQUENCE (1 ～ 6 の順に起動 )、REPLYQ と RPPERM (サー
バは応答を受け取らない )、RCMD (再起動時のコマンド不要 )、およ
び CONV (非会話型サーバ ) が省略されています。特定のサーバに対し
て特に設定を行わない限り、すべてのサーバにはデフォルト設定が
適用されます。

SERVERS セクションのパラメータ

上の SERVERS セクションの例では、以下のパラメータと値が指定されていま
す。

パラメータ 説明

RESTART=Y (デフォルト ) サーバを再起動します。

MAXGEN=5 (デフォルト ) MAXGEN パラメータには、GRACE パラメータで指定した期
間内にサーバが起動できる回数を制御する、0 より大きく 
256 よりも小さい数値を指定します。デフォルト値は 1 で
す。サーバが再起動可能な場合、このパラメータには 2 以
上 (MAXGEN >= 2) を指定します。再起動は、指定した値か
ら 1 を引いた回数行うことができます。RESTART は、Y に
指定します。指定しないと、MAXGEN は無視されます。
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GRACE=3600 (デフォルト ) RESTART が Y の場合、GRACE パラメータを使用して、サー
バの再起動を行える期間 (秒単位 ) を指定することができ
ます。再起動は、MAXGEN - 1 回行うことができます。秒
数として 0 以上 2,147,483,648 未満 (または 68 年強 ) の値を
指定します。GRACE を指定しない場合は、デフォルトの 
86,400 秒 (24 時間 ) が指定されます。GRACE 期間が終了す
ると、次の期間が開始します。このパラメータに 0 を設定
すると、すべての制限が解除されます。つまり、サーバの
再起動回数が制限されなくなります。

REPLYQ=N (デフォルト ) 応答キューはありません。

CLOPT=”-A” (デフォルト ) 各サーバのコマンド行に -A を指定します。

ENVFILE=”/usr/home/envfile” (
デフォルト )

ENVFILE に指定したファイルから環境設定を読み取りま
す。

SYSTEM_ACCESS=PROTECTED (デ
フォルト )

システム・コード外から内部テーブルへのアクセスを拒否
します。

RINGUP1 最初に起動するサーバのサンプル名

SRVGRP=GROUP1 SRVID=1 MIN=3
RQADDR=”ring1"

サンプル・サーバの 3 つのインスタンスが、サーバ・グ
ループ GROUP1 で起動します。サーバ ID は、1、2、および 
3 です。3 つのサーバは、MSSQ セットを構成し、キュー 
ring1 からの要求を読み取ります。

注記 RQADDR は、このサーバの要求キューにシンボリッ
ク名を割り当てます。MSSQ セットを作成するに
は、複数のサーバに対して同じシンボリック・
キュー名を指定し、これらのサーバの実行可能
ファイルに同じ名前を割り当てます。MIN には、1 
より大きい値を指定します。

RINGUP2 2 番目に起動するサンプル・サーバの名前

パラメータ 説明
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3 コンフィギュレーション・ファイルの作成
関連項目

『BEA Tuxedo のファイル形式とデータ記述方法』の UBBCONFIG(5)

3-101 ページの「コンフィギュレーション・ファイルの SERVICES セク
ションの作成方法」

サーバを会話型として指定する

サーバが会話型サーバである (つまり、クライアントと専用サーバの間に双
方向接続を確立する ) 場合、CONV は必須パラメータであり Y を設定する必要
があります。デフォルト値は N で、この場合はそのサーバが会話に含まれな
いことを示します。

CONV パラメータの特性
CONV パラメータには、以下の特性があります。

 Y は、サーバが会話型であることを示します。N は、サーバが会話型で
はないことを示します。

サーバで会話型の要求を受け取る場合は、Y を設定する必要があります。

デフォルトは N です。

サーバを起動する順序を設定する

サーバを起動する順序を指定するには、各サーバの SEQUENCE パラメータを
設定します。SEQUENCE には、1 から 30,000 までの任意の数字を指定します。
SEQUENCE パラメータの値が小さいサーバは、値が大きいサーバより先に起
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サーバを起動する順序を設定する
動します。SEQUENCE パラメータをまったく指定しない場合、サーバは 
SERVERS セクションにリストされている順序で起動します。順序が指定され
たサーバと指定されていないサーバが混在する場合は、順序が指定された
サーバが先に起動します。サーバは、起動する順序とは逆の順序でシャット
ダウンされます。

SEQUENCE は、オプション・パラメータです。このパラメータは、大規模な
アプリケーションで、サーバを起動する順序を指定する必要がある場合に役
立ちます。 

警告 : CORBA 環境では、システムのイベント・ブローカ、
FactoryFinder オブジェクト、およびアプリケーション ファクト
リを起動する順序が厳密に規定されています。この順序に従わな
いと、CORBA アプリケーションは起動しません。詳細について
は、3-85 ページの「CORBA C++ サーバの起動順序」を参照して
ください。

複数のサーバを起動するには、MIN パラメータを設定して、起動作業を簡略
化できます。この場合、すべてのサーバに同じオプションが適用されます。
RQADDR を指定すると、サーバは MSSQ セットを生成します。MIN のデフォ
ルト値は 1 です。

起動するサーバの最大数を指定するには、MAX パラメータを設定します。
tmboot(1) コマンドを実行すると、実行時に MIN で指定した数のサーバが起
動します。続いて、MAX で指定した数までのサーバが起動します。デフォル
トは、MIN で指定した数のサーバです。

MIN および MAX パラメータは、大規模なアプリケーションのコンフィギュ
レーション・ファイルを管理しやすいサイズに保つ上で役立ちます。MAX の
最大値は、IPC 資源を割り当てて設定します。MIN および MAX パラメータは、
会話型サービスやサーバの自動生成でも使用されます。

CORBA C++ サーバの起動順序
BEA Tuxedo CORBA 環境でのサーバの正しい起動順序は以下のとおりです。
この順序に従わないと、CORBA アプリケーションは起動しません。
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3 コンフィギュレーション・ファイルの作成
1. システムのイベント・ブローカである TMSYSEVT。

2. -N および -M オプションが設定された TMFFNAME サーバ。NameManager 
サービスを (マスタとして ) 起動します。このサービスは、アプリケー
ション側で提供される名前とオブジェクト参照のマッピングを維持しま
す。

3. -N オプションのみが設定された TMFFNAME サーバ。スレーブ 
NameManager サービスを起動します。

4. -F オプションが設定された TMFFNAME サーバ。FactoryFinder オブジェク
トを起動します。

5. ファクトリを宣言するアプリケーション C++ サーバ。

コード リスト 3-2 は、BEA Tuxedo ソフトウェアに収録されているサンプ
ル・アプリケーションの 1 つである、BEA Tuxedo CORBA University Basic 
アプリケーションの起動順序を示します。この SERVERS セクションは、
ubb_b.nt コンフィギュレーション・ファイルを編集したものから抜粋して
います。

コード リスト 3-2   University 用の UBBCONFIG サンプル・ファイルの 
SERVERS セクションを編集した例

*SERVERS
    # デフォルトでは、サーバがクラッシュした場合、24 時間以内に最大 5 回まで
    # 再起動します。
#
    DEFAULT:
        RESTART = Y
        MAXGEN  = 5

    # BEA Tuxedo System のイベント・ブローカを起動します。このイベント・ブ
ローカは、
    # NameManager サービスを提供するサーバを起動する前に
    # 起動しておかなければなりません。
    #
    TMSYSEVT
        SRVGRP  = SYS_GRP
        SRVID   = 1

    # TMFFNAME は、BEA Tuxedo CORBA 環境で提供される、
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サーバを起動する順序を設定する
    # NameManager および FactoryFinder サービスを実行するサーバです。

    # NameManager は、BEA Tuxedo CORBA 環境固有のサービスで、
     # アプリケーションが提供する名前とオブジェクト・リファレンスの
    # マッピングを管理します。

    # NameManager Service (-N オプション ) を起動します。この NameManager 
は
    # マスタとして起動されます (-M オプション )。
    #
    TMFFNAME
        SRVGRP  = SYS_GRP
        SRVID   = 2
        CLOPT   = "-A -- -N -M"

    # スレーブ NameManager サービスを起動します。
    #
    TMFFNAME
        SRVGRP  = SYS_GRP
        SRVID   = 3
        CLOPT   = "-A -- -N"

    # FactoryFinder (-F) サービスを起動します。
    #
    TMFFNAME
        SRVGRP  = SYS_GRP
        SRVID   = 4
        CLOPT   = "-A -- -F"

    # インターフェイス・リポジトリ・サーバを起動します。
    #
    TMIFRSVR
        SRVGRP  = SYS_GRP
        SRVID   = 5

    # University サーバを起動します。
    #
    univb_server
        SRVGRP  = ORA_GRP
        SRVID   = 6
        RESTART = N

    # IIOP クライアントのリスナを起動します。
    #
    # サーバ・マシンのホスト名とポート番号を
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3 コンフィギュレーション・ファイルの作成
    # 指定します。通常、ポート番号は 2500 です。
    #
    ISL
        SRVGRP  = SYS_GRP
        SRVID   = 7
        CLOPT   = "-A -- -n //TRIXIE:2500"

この例では、TMSYSEVT サーバと TMFFNAME サーバを起動した後、以下のコン
ポーネントが起動します。

インターフェイス・リポジトリ。この機能とコマンド行オプション 
(CLOPT パラメータ ) については、第 6 章「CORBA インターフェイス・
リポジトリの管理」を参照してください。

University Basic サンプル・アプリケーションの univb_server。サンプ

ル・アプリケーションの詳細については、『BEA Tuxedo CORBA 
University サンプル・アプリケーション』を参照してください。

インターネット ORB 間プロトコル (IIOP) サーバ・リスナ (ISL)。この機
能と CLOPT パラメータについては、第 12 章「BEA Tuxedo CORBA リ
モート・クライアント・アプリケーションの管理」を参照してください。

注記 何らかの理由でグループやマシンを移行またはシャットダウンする
とき、アクティブなスレーブ NameManager が別のグループにある場
合は、マスタ NameManager が アクティブになる前に FactoryFinder 
やスレーブ NameManager が再起動されないように、UBBCONFIG ファ
イルを設定してください。たとえば、FactoryFinder がマスタ 
NameManager と同じグループにある場合、マスタ NameManager が
先に起動されるように、UBBCONFIG ファイルでサーバの起動順序を変
更します。
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SEQUENCE、MIN、および MAX パラメータの特性
SEQUENCE、MIN、および MAX パラ
メータの特性

パラメータ 説明

SEQUENCE オプション・パラメータです。値には 1 ～ 10,000 の範囲の数値
を設定します。

小さい値が指定されたサーバは、大きい値が指定されたサーバ
より先に起動します。

このパラメータが設定されていないサーバは、SERVERS セク
ションにリストされている順序で起動します。

順序が指定されているサーバは、指定されていないサーバより
先に起動します。

MIN 実行時に起動するサーバの最小数を指定します。

RQADDR が指定されており、MIN が 1 より大きい場合 (MIN>1) 
は、MSSQ セットが作成されます。
すべてのインスタンスには、同じサーバ・オプションが適用さ
れます。

値には、0 ～ 1000 を指定します。
デフォルト値は 1 です。

MAX 起動するサーバの最大数を指定します。

MAX には 0 ～ 1000 の値を指定します。MAX を指定しない場合、
デフォルトで MIN の値が指定されます。
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3 コンフィギュレーション・ファイルの作成
サーバのコマンド行オプションを指定す
る

BEA Tuxedo システムでは、サーバが要求を処理するときに使用するオプ
ションを指定できます。これらのオプションは、servopts で定義します。
これを実行すると、サーバ・プロセス用の実行時オプションがリストされま
す。サーバ側では、コマンド行からの情報の取得が必要な場合があります。
CLOPT パラメータを使用すると、コマンド行オプションを指定して、サーバ
に設定されたデフォルト値を変更したり、ユーザ定義のオプションを 
tpsvrinit() 関数に渡すことができます。

標準の main() を使用すると、引数 -- までのオプションのセットが解析され、
以降のオプションは tpsvrinit() に渡されます。CLOPT のデフォルトのオプ
ション -A は、buildserver(1) または buildobjserver(1) によって組み込ま
れたすべてのサービスを宣言するようサーバに通知します。次の表は、使用
可能なオプションの一部です。

オプション 目的

-o filename 標準出力を filename ファイルにリダイレクトします。

-e filename 標準エラーを filename ファイルにリダイレクトします。

-s services サービスを宣言します。たとえば、-s x,y,z は、サービス 
x、y、および z を宣言します。

-s x,y,z:funcname サービス x、y、および z を宣言しますが、関数 
funcname を使用してこれらのサービスの要求を処理しま
す。これは、関数名のエイリアスと呼ばれます。

-r 実行したサービスがログに記録されるようにサーバを指定
します。

-v 標準出力にサービス名と関数名のリストを出力します。

このオプションは、UBBCONFIG の CLOPT では使用できま
せん。これは、サーバを手動で起動するときに使用しま
す。
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サーバのコマンド行オプションを指定する
注記 その他の標準的な main() オプションについては、『BEA Tuxedo の
ファイル形式とデータ記述方法』の servopts(5) を参照してくださ
い。

CLOPT パラメータの特性
構文は、CLOPT=”servopts -- application_opts” です。

オプション・パラメータであり、デフォルトで -A が設定されます

main()  および  tpsvrinit()  では、サーバのコマンド行オプションが
使用されます。

servopts(5) オプションは main() に渡されます。

アプリケーションのオプションは  tpsvrinit() に渡されます。

サンプルの BANKAPP アプリケーションでは、次のようにコマンド行オプショ
ンを指定しています。

CLOPT=”-A -- -T 10"

これは、サーバに対し、すべてのサービスを宣言するオプション (-A) と 10 
という窓口 ID が指定されていることを示します。オペレーションが発生す
ると、特定の窓口のレコードは更新されます。このオプション、特に 
tpsvrinit() に渡されるオプションを使用する場合、システム管理者とアプ
リケーション・プログラマは、よく相談する必要があります。

関連項目

『BEA Tuxedo のファイル形式とデータ記述方法』の servopts(5)
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3 コンフィギュレーション・ファイルの作成
サーバ環境ファイルのロケーションを識
別する

環境設定を指定するには、MACHINES セクションにある ENVFILE パラメータ
を使用します。また、特定のサーバ・プロセスに同じパラメータを指定でき
ますが、セマンティクスは同じです。MACHINES セクションの ENVFILE と、
SERVERS セクションの ENVFILE が指定されると、両方とも有効になります。
MACHINES および SERVERS セクションの両方に同じ変数が定義された場合は、
SERVERS セクションの設定が優先されます。

サーバ環境ファイルの特性

ENVFILE は、サーバ環境ファイルを定義するパラメータであり、以下の特性
があります。

オプション・パラメータであり、MACHINES セクションの ENVFILE パラ
メータと同じセマンティクスを含みます。ただし、定義するのは 1 つの
サーバだけです。

変数が重複する場合、ENVFILE の SERVERS セクションの設定が、ENVFILE 
の MACHINES セクションと GROUPS セクションの設定を上書きします。

環境変数の設定の詳細については、『BEA Tuxedo のファイル形式とデータ
記述方法』の tuxenv(5) を参照してください。 
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サーバ名、サーバ・グループ、およびサーバ ID を定義する
サーバ名、サーバ・グループ、および
サーバ ID を定義する

まず、SERVERS セクションでサーバに名前を割り当てます。指定する名前
は、以下のいずれかのコマンドを使用して作成した実行可能ファイルです。

buildserver(1) (ATMI アプリケーションの場合 )

buildobjserver(1) (CORBA C++ サーバ・アプリケーションの場合 )

また、各サーバにグループ識別子 (SRVGRP) を指定する必要があります。
SRVGRP には、GROUPS セクションのエントリの最初に指定した名前を設定し
ます。最後に、指定されたグループ内の各サーバ・プロセスに一意の数値識
別子 (SRVID) を指定します。サーバ・エントリには、必ず SRVGRP パラメータ
と SRVID パラメータが必要です。エントリでは、アプリケーションのほか、
起動するマシンも記述されるため、複数のエントリに同じサーバ名が表示さ
れる場合もあります。

サーバ名、SRVGRP、および SRVID パラメータの
特性

パラメータ 説明

Server_name 起動する実行可能ファイルを識別します。

ATMI では buildserver(1) で作成されます。
CORBA では buildobjserver(1) で作成されます。
必須パラメータですが、サーバ・グループ内で一意で
なくてもかまいません。
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サーバ・キュー情報を識別する

サーバ・キュー情報を指定すると、サーバ・メッセージ・キューを作成し、
このキューへのアクセスを制御できます。BEA Tuxedo システムでは、
RQADDR パラメータを使用して複数サーバ、単一キュー (MSSQ) セットを作
成できます。どのサーバに対しても、このパラメータの値に英数字を設定で
きます。同じサービスを提供するすべてのサーバに対して同じ RQADDR 値を
設定すると、サービスを 1 つのメッセージ・キューにまとめて MSSQ セット
を作成することができ、ロード・バランシングを実現できます。 

MSSQ の例
MSSQ セットは、銀行の窓口担当者の業務に似ています。たとえば、窓口が 
4 つあり、顧客は 1 列に並んで順番にサービスを受けるとします。顧客は、
空いた窓口へ順番に進みます。当然ながら、融資担当の窓口は別です。融資
担当の窓口では、預金の預け入れや引き出しを処理できません。また、融資
を希望する顧客は限られています。同様に、MSSQ セットの場合も、提供す
るサービスが異なるサーバは、同じ MSSQ セットに参加できません。

RQPERM パラメータを使用すると、UNIX システムの規則に従った、サーバ要
求キューのパーミッションを指定できます (0666 など )。この設定により、
要求キューへのアクセスを制御できます。

SRVGRP (サーバ・グルー
プ )

グループとの関係を識別します。

グループ名は、GROUPS セクションのエントリに設定
されているものを指定します。

必須パラメータです。

SRVID (サーバ ID) 数値で指定します。

必須パラメータであり、サーバ・グループ内で一意な
値を設定します。

パラメータ 説明
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サーバ・キュー情報を識別する
MSSQ サーバ内のサービス・ルーチンでサービス要求が発行されると、それ
らの要求に対する応答を応答キューで受け取る必要があります。このような
応答キューは、REPLYQ=Y で指定することができます。デフォルトでは、
REPLYQ に N が設定されています。REPLYQ が Y に設定されている場合、
RPPERM パラメータを使ってその応答キューにパーミッションを割り当てる
こともできます。

RQADDR、RQPERM、 REPLYQ、および RPPERM 
パラメータの特性

パラメータ 説明

RQADDR MSSQ セットを作成できるようにする英数値です。値は、MSSQ 
セットのすべてのメンバに対して同じです。MSSQ のすべての
メンバは、同じサービスのセットを提供する必要があり、MSSQ 
セットのサーバは同じ実行可能ファイル名を持っていなければ
なりません。複数のサーバを起動するには、Min パラメータに 1 
より大きい値を設定します。

RQPERM 要求キューのパーミッションを表します。パラメータを指定し
ない場合、RESOURCES セクションの PERM で指定された掲示板
のパーミッションが使用されます。値が指定されない場合は、
デフォルト値の 0666 が使用されます。デフォルトを使用する
と、システム上にログインしたユーザがすべてアプリケーショ
ンにアクセスできるようになります。
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サーバの再起動に関する情報を定義する

適切にデバッグされたサーバは、自動的に終了しません。デフォルトでは、
アプリケーションの実行中に終了したサーバは、自動的に再起動しません。
サーバを再起動する場合は、RESTART パラメータに Y を設定します。 RESTART 
が Y の場合、RCMD、MAXGEN、または GRACE パラメータを設定できます。

RCMD パラメータを使用すると、サーバの再起動時に並行して実行されるコ
マンドを指定できます。たとえば、サーバ開発者や、サーバのアクティビ
ティを監査する担当者に電子メールを送信する、という操作を実行できま
す。

MAXGEN パラメータは、GRACE で指定された期間内にサーバを再起動できる回
数を示します。サーバは、GRACE で指定された秒数の間に MAXGEN-1 回だけ
再起動できます。GRACE がゼロに設定されると、サーバの再起動は無制限に

REPLYQ このサーバに対して、応答キュー (要求キューとは別 ) を設定す
るかどうかを指定します。要求キューを使用しているサーバが 1 
つだけの場合、応答は問題なく要求キューから受け取られます。
BEA Tuxedo システムでは、サーバが MSSQ セットのメンバであ
り、サービスが応答メッセージを受け取るようにプログラミン
グされている場合は、REPLYQ を Y に設定して、このサーバに対
して応答キューが個別に作成されるようにします。そうでない
場合、応答は、MSSQ セット内の全サーバが共用する要求
キューに送信されてしまい、応答が要求元のサーバに返される
かどうかは保証されません。マルチスレッド化されたサーバの
場合は、このパラメータが設定されていなくても、自動的に 
REPLYQ が作成されます。

RPPERM 応答キューのパーミッションを割り当てます。このパラメータ
は、REPLYQ=Y の場合のみ有効です。要求と応答が同じキューか
ら読み出される場合、必要なのは RQPERM のみで、RPPERM は無
視されます。

パラメータ 説明
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サーバの再起動に関する情報を定義する
行われます。MAXGEN はデフォルトで 1 に設定されており、256 より大きい値
は設定できません。GRACE には、ゼロまたはゼロより大きい値を設定しま
す。ただし、2,147,483,647 (231  - 1) 以上の値は設定できません。

注記 完全にデバッグされたサーバを再起動する必要はありません。
RESTART パラメータおよび関連するパラメータには、テスト用とプロ
ダクション用の 2 つの値を設定する必要があります。

RESTART、RCMD、MAXGEN、および GRACE 
パラメータの特性

パラメータ 説明

RESTART Y を設定すると、サーバを再起動できるようになります。
デフォルトは N です。

RCMD 再起動時に実行される実行可能ファイルを指定します。 
サーバの再起動時にアクションを行えるようにします。

MAXGEN 指定された時間の間隔内でのサーバ再起動の最大数を表します。

デフォルト値は 1 で、最大値は 256 です。

GRACE MAXGEN に使用される時間間隔を表します。
ゼロの場合は、起動回数に制限がないことを表します。

0 ～ 2,147,483,647 (231  - 1) の範囲の値である必要があります。
デフォルト値は 24 時間です。
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3 コンフィギュレーション・ファイルの作成
共用メモリに対するサーバ・アクセスを
定義する

SYSTEM_ACCESS パラメータは、サーバ・プロセスを共用メモリにアタッチ
し、システム・コードの外から内部テーブルへのアクセスを許可するかどう
かを決定します。アプリケーション開発時には、このようなアクセスを許可
しないように設定しておく (PROTECTED) ことをお勧めします。アプリケー
ションをテストした後で、SYSTEM_ACCESS の値を FASTPATH に変更すると、
性能を高めることができます。

このパラメータの設定は、RESOURCES セクションで NO_OVERRIDE が指定され
ない限り、RESOURCES セクションの値を上書きします。RESOURCES セ
クションで NO_OVERRIDE が指定されている場合、このパラメータは無視
されます。NO_OVERRIDE 値は、このセクションでは使用されません。

SYSTEM_ACCESS パラメータの特性
SYSTEM_ACCESS パラメータには、以下の特性があります。

PROTECTED は、サーバがシステム・コードの外から共用メモリにアタッ
チしないことを示します。

FASTPATH は、サーバが常に共用メモリにアタッチされることを示しま
す。

NO_OVERRIDE セクションで RESOURCES が指定されている場合、このパラ
メータは無視されます。

デフォルト値は、RESOURCES セクションの SYSTEM_ACCESS パラメータに
指定した値です。

値 PROTECTED が設定されていると、BEA Tuxedo システムの処理速度は
低くなります。
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サーバ・ディスパッチ・スレッドを定義する
サーバ・ディスパッチ・スレッドを定義
する

MAXDISPATCHTHREADS は、各サーバ・プロセスで生成される、同時に実行で
きるディスパッチ・スレッドの最大数です。MAXDISPATCHTHREADS が 
1 より大きい場合 (MAXDISPATCHTHREADS>1) は、別のディスパッチ・スレッド
が使用されます。このディスパッチ・スレッドは、パラメータで指定した数
には含まれません。MAXDISPATCHTHREADS は、
MINDISPATCHTHREADS と同じか、またはそれ以上でなければなりませ
ん (MINDISPATCHTHREADS<=MAXDISPATCHTHREADS)。指定しない場合、このパ
ラメータのデフォルト値は 1 です。

MINDISPATCHTHREADS は、最初にサーバを起動するときのサーバ・ディス
パッチ・スレッドの最小数です。MAXDISPATCHTHREADS が 1 より大き
い場合 (MAXDISPATCHTHREADS>1) は、別のディスパッチ・スレッドが使用さ
れます。このディスパッチ・スレッドは、MAXDISPATCHTHREADS で指定した
数には含まれません。MAXDISPATCHTHREADS は、
MINDISPATCHTHREADS と同じか、またはそれ以上でなければなりませ
ん (MINDISPATCHTHREADS<=MAXDISPATCHTHREADS)。このパラメータのデフォ
ルト値は 0 です。

最初のスレッド以降の各サーバ・スレッドのスタック・サイズをバイト数で
指定する必要があります。このパラメータを指定しないか、または 0 の場合
は、オペレーティング・システムのデフォルト値が使用されます。このオプ
ションは、MAXDISPATCHTHREADS に 1 より大きい値が指定された場合のみ
サーバに影響を与えます。
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3 コンフィギュレーション・ファイルの作成
ISL サーバのセキュリティ・パラメータ
の設定

CORBA 環境では、IIOP リスナ (ISL) プロセスが、リモート・クライアント
の接続要求をリッスンします。ISL プロセスは、BEA Tuxedo システム側で
提供されるサーバとして、1 つのエントリで指定されます。 

IIOP を使用する場合、Secure Socket Layer (SSL) プロトコルによってプロセ
ス間の安全な通信方法を定義します。ISL コマンドの -s オプションを使用
して、必須パラメータを設定します。これらのパラメータは、SSL プロトコ
ルを使用する場合のみ設定する必要があります。SSL プロトコルは、BEA 
Tuxedo Security Pack にインストールされています。 

表 0-1 は、SSL パラメータの特性を示します。
:

これらのパラメータ設定の詳細については、『BEA Tuxedo CORBA アプリ
ケーションのセキュリティ機能』を参照してください。

表 0-1ISL および SSL パラメータの特性

パラメータ 説明

SEC_PRINCIPAL_NAME IIOP リスナ /ハンドラの ID を指定します。

SEC_PRINCIPAL_LOCATION IIOP リスナ /ハンドラの秘密鍵の場所を指定します。

SEC_PRINCIPAL_PASSWORD IIOP リスナ /ハンドラの秘密鍵の文字列を指定します。
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コンフィギュレーション・ファイルの SERVICES セクションの作成方法
コンフィギュレーション・ファイルの 
SERVICES セクションの作成方法

コンフィギュレーション・ファイルの SERVICES セクションでは、アプリ
ケーションで提供されるサービスに関する詳しい情報を指定できます。トラ
ンザクションに関与しない非分散型のアプリケーションの場合、これらの情
報の指定は簡単です。SERVICES セクションには、以下の種類の情報が含ま
れます。

ロード・バランシング情報 (SRVGRP)

サービスへの優先順位の割り当て

個々のサーバ・グループに対する異なるサービス・パラメータ

バッファ・タイプの情報 (BUFTYPE) 

サービスには必須パラメータはありません。サービスをリストする必要があ
るのは、オプション・パラメータを設定する場合のみです。 

次の表では、SERVICES セクションの各パラメータを説明し、参照先へのリ
ンクやその他の情報を示します。 

SERVICES セクションで指定する
情報

パラメータ (必須 /オプ
ション )

参照先 (クリックすると
リンク先にジャンプ )

まだトランザクション・モードでない
状態で要求のメッセージを受け取った
場合に、トランザクションが自動的に
開始されるかどうか 

AUTORAN (DTP アプリケー
ションのみ )

トランザクションの自動開
始

このサービスで受け付けるデータ・
バッファのタイプおよびサブタイプの
リスト。このパラメータには、最大 32 
のタイプとサブタイプの組み合わせを
最大 256 文字で指定できます。 

BUFTYPE (オプション ) バッファ型

SVCNAM によってシステムに指定され
るロード・ファクタ

LOAD (オプション ) ロード・バランシング
『BEA Tuxedo アプリケーションの設定』 3-101



3 コンフィギュレーション・ファイルの作成
データ依存型ルーティングを行うとき
に、このサービスに使用されるルー
ティング基準名 

ROUTING (オプション ) ルーティング条件の名前

SVCNAM がグループ・パラメータのす
べての設定を取得するサーバ・グルー
プ名

SRVGRP (オプション ) サーバ・グループ・パラ
メータ

SVCNM をキューから取り出すときの優
先順位 

PRIO (オプション ) サービスの優先順位

特定のサービスの処理にかかる時間 (
秒単位 ) 

SVCTIMEOUT (オプション ) サービスの処理時間

関連するサービスに対するトランザク
ションを自動的に開始するまでのデ
フォルトのタイムアウト値 (秒単位 ) 

TRANTIME (DTP アプリケー
ションのみ )

トランザクションのタイム
アウト値

SERVICES セクションで指定する
情報

パラメータ (必須 /オプ
ション )

参照先 (クリックすると
リンク先にジャンプ )
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トランザクションの自動開始とタイムアウト間隔を指定する
SERVICES セクションの例
以下は、コンフィギュレーション・ファイルの SERVICES セクションの例
です。

*SERVICES
#
DEFAULT:  LOAD=50 PRIO=50
RINGUP    BUFTYPE=”VIEW:ringup”

この例では、サービスのデフォルトのロードおよび優先順位の値は 50 です。
宣言されている 1 つのサービスは、RINGUP サービスであり、バッファ・タイ
プ ringup VIEW が指定されています。

関連項目

『BEA Tuxedo のファイル形式とデータ記述方法』の UBBCONFIG(5)

3-118 ページの「コンフィギュレーション・ファイルの ROUTING セク
ションの作成方法」

トランザクションの自動開始とタイムア
ウト間隔を指定する

AUTOTRAN ={Y|N} パラメータをコーディングして、要求メッセージが既にト
ランザクション・モードの場合に、トランザクションを自動的に開始するか
どうかを指定できます。デフォルトは N です。

あるサービスに対するトランザクションが開始した後でそのトランザクショ
ンが失敗した場合、ロールバックされるまでのタイムアウト間隔を指定する
ことができます。タイムアウト間隔が自動的に実行されるように指定するに
は、TRANTIME パラメータを次のように設定します。

TRANTIME=number
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3 コンフィギュレーション・ファイルの作成
デフォルト値は 30 秒です。0 (タイムアウトの最大値 ) をコンピュータに指
定すると、トランザクションでタイムアウトは発生しません。

UBBCONFIG ファイルの RESOURCES セクションでは、MAXTRANTIME という追加
のトランザクション・タイムアウト・プロパティを使用できます。
MAXTRANTIME タイムアウト値が TRANTIME タイムアウト値またはトランザク
ションを開始する際に tpbegin(3c) 呼び出しで渡されたタイムアウト値より
も小さい場合、トランザクションのタイムアウトは MAXTRANTIME 値まで減少
します。 

注記 MAXTRANTIME は BEA Tuxedo 8.0 以前を実行するマシン上で開始され
るトランザクションには影響を与えません。ただし、BEA Tuxedo 
8.1 以降を実行するマシンがトランザクションの影響を受ける場合
は、そのノードに対して設定されている MAXTRANTIME 値までトラン
ザクション タイムアウト値が制限 (必要に応じて減少 ) されます。

関連項目

『BEA Tuxedo Domains コンポーネント』

MAXTRANTIME の詳細については、UBBCONFIG(5) の RESOURCES セクション
にある MAXTRANTIME、または TM_MIB(5) の T_DOMAIN クラスにある 
TA_MAXTRANTIME を参照してください。

サービスで受け付けるバッファ・タイプ
のリストを指定する

BUFTYPE パラメータを使用すると、サービス・コードとは関係なく、バッ
ファ・タイプをチェックするサービスを調整できます。このパラメータを設
定する場合は、サービスで受け付けるバッファ・タイプのリストを次の形式
で指定します。

type[:subtype[,subtype]]
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要求を処理する時間を指定する
すべての subtype を受け入れるには、サブタイプの値に * を設定します。

サービスの BUFTYPE パラメータの値が ALL の場合、このサービスはすべての
バッファ・タイプを受け付けます。デフォルト値は ALL です。 

BUFTYPE パラメータの例

要求を処理する時間を指定する

リクエストの処理中に、予期しないシステム・エラーが発生し、サービスが
停止 (フリーズ ) したり、制御不可能になる場合があります。このようなプ
ロセスは削除することが望ましいですが、実際にこれらのエラーを検出した
り、エラー原因を追跡することは困難です。BEA Tuxedo システムには、エ
ラーを識別できなくても、このようなプロセスを終了できるメカニズムが組
み込まれています。このメカニズムを使用するには、SVCTIMEOUT パラメー
タを設定します。 

SVCTIMEOUT パラメータは、サービスが要求を処理できる時間 (秒 ) を指定し
ます。このパラメータで定義された間隔が経過してもサービスが要求を処理
できなかった場合、その要求の処理は強制終了されます。本質的に、サービ
ス・タイムアウトは、停止または制御不能状態にあるアプリケーション・

BUFTYPE の例 説明

BUFTYPE="FML;VIEW:aud,aud2" サブタイプが aud および aud2 の FML および 
VIEW バッファ・タイプを受け付けます。

BUFTYPE="FML;VIEW:*" すべての FML および VIEW バッファ・タイプ
を受け付けます。

BUFTYPE=ALL すべてのバッファ・タイプを受け付けます (
デフォルト )。
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3 コンフィギュレーション・ファイルの作成
サーバのスカベンジ機能として働きます。デフォルトでは、BEA Tuxedo シ
ステムはサービス・プロセスを終了しません。この機能を有効にするには、
SVCTIMEOUT を設定する必要があります。 

UBBCONFIG ファイルの SVCTIMEOUT パラメータに値を割り当てるか、または 
TM_MIB の TA_SVCTIMEOUT 属性を動的に変更することによって設定できます。
SVCTIMEOUT または TA_SVCTIMEOUT の値には、サービスが 1 つのリクエスト
の処理に費やす時間の 2 ～ 3 倍の時間を指定しておくことをお勧めします。
このような値を設定しておくと、BEA Tuxedo システムは、停止状態のプロ
セスだけを削除します。

この節では、サービス・タイムアウト・エラーの原因と結果、および BEA 
Tuxedo システムによるエラーのレポート方法を説明します。また、エラー
の処理方法に関するアドバイスも掲載しています。

タイムアウト発生時の処理

タイムアウトが発生すると、BEA Tuxedo システムは、停止されたサービス
の実行元であるサーバ・プロセスを終了します。ただし、子プロセスは終了
しません。次に、TPESVCERR エラーを返し、サービスの処理中に未知のエ
ラーが発生したことを示します。会話型サービスでは、会話型イベントであ
る TPEV_SVCERR が返されます。

サービスのタイムアウトの通知方法

BEA Tuxedo システムでは、以下の 3 つの機能を使用してサービス・タイム
アウトを通知します。

TPED_SVCTIMEOUT―tpstrerror(3c) より詳細なタイムアウト・エラーの
情報を提供します。

.SysServiceTimeout―システム・イベント

.SysServiceTimeout に関する ULOG 情報
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要求を処理する時間を指定する
SVCTIMEOUT 値が設定可能になったため、クライアント・アプリケーション
側では、SVCTIMEOUT の値を超過して発生した TPESVCERR とそれ以外の原因
で発生した TPESVCERR を簡単に識別できるようにしておくことが必要です。
この情報は、ULOG にも記録されていますが、クライアント・プログラムに
よって抽出するのは困難です。サービス・タイムアウトの TPESVCERR をその
他のエラーと区別するため、プログラムで TPESVCERR  を検出した後に 
tperrordetail(3c) ルーチンを呼び出し、サービス・タイムアウトが発生し
たときに TPED_SVCTIMEOUT を生成することができます。 

また、サービス・タイムアウトが発生すると、システム・イベントである 
.SysServiceTimeout が生成されます。.SysServiceTimeout イベントが発生
すると、ULOG に次のように記録されます。

ERROR:.SysServiceTimeout:%TA_SERVERNAME、グループ %TA_SRVGRP、id 
%TA_SRVID サーバがサービス・タイムアウトのため強制終了しました。

サービス・タイムアウトの制御方法

アプリケーション管理者は、UBBCONFIG ファイルの SERVICES セクション
にある SVCTIMEOUT パラメータを変更するか、または TM_MIB の 
T_SERVER クラスまたは T_SERVICE クラスの TA_SVCTIMEOUT 属性を変更
してサービス・タイムアウトを制御することができます。また、ULOG 
ファイルを監視して、サービス・タイムアウトの動作を確認することも
できます。 

ULOG ファイルを監視する方法に加え、アプリケーション・オペレータ
は、サービス・タイムアウトの発生を警告する .SysServiceTimeout イ
ベントをサブスクライブできます。 

アプリケーション・プログラマは、tperrordetail(3c) や 
tpstrerrordetail(3c) といった関数、および TPED_SVCTIMEOUT エラー詳
細コードを使用できます。また、サービス・タイムアウトの発生時に生
成されるシステム・イベント .SysServiceTimeout の 1 つまたは複数の
サブスクリプションが可能です。 
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3 コンフィギュレーション・ファイルの作成
ロード・バランシングを有効にする

ロード・バランシングを有効にするには、RESOURCES セクションの LDBAL パ
ラメータを Y に設定します。実行するサービスには、LOAD パラメータの値に
基づいてロード・ファクタが割り当てられます。BEA Tuxedo システムは、
各サーバの負荷の合計を監視します。各サービス要求は、負荷の合計が最も
低いサーバにルーティングされます。ルーティング先のサーバの負荷は、
ルーティングされたサービスのロード・ファクタ分 (LOAD) だけ増加します。

負荷の情報は、サービス要求のルーティング元サイトにのみ保存されます。
BEA Tuxedo システムでは、分散アプリケーションのすべてのサイトに負荷
の情報を常に伝達するのは非効率的です。このような環境でロード・バラン
シングを行う場合、各サイトは、そのサイトで発生した負荷だけを認識し、
必要に応じてロード・バランシングを行います。つまり、各サイトは、指定
されたサーバ (またはキュー ) に関し、それぞれ異なる負荷の統計情報を持
ちます。したがって、負荷が最も低いと見なされるサーバは、サイトごとに
異なります。

ロード・バランシングが無効であり、複数のサーバが同じサービスを提供す
る場合は、使用可能な最初のキューが要求を受け取ります。

LDBAL パラメータの特性
LDBAL パラメータには、以下の特性があります。

RESOURCES セクションの LDBAL  パラメータが Y に設定されている場合、
ロード・バランシングが行われます。

ロード・ファクタは、サーバの負荷の合計に追加されます。

ロード値は、サービスどうしの関連で決められます。
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ルーティング基準名を定義する
ルーティング基準名を定義する

データ依存型ルーティングを使用するときは、サービス用のルーティング基
準を指定する必要があります。このような基準を指定するには、ROUTING パ
ラメータを次のように設定します。

ROUTING=string_value

このパラメータが指定されないと、サービスはデータ依存型ルーティングを
実行しません。 

文字列の最大値は 15 文字です。サービスには、1 つ以上の ROUTING パラメー
タの値は割り当てられません。1 つのサービスに複数のエントリがあり、そ
れらのエントリに異なる SRVGRP パラメータが含まれている場合でも、
ROUTING の値はすべてのエントリで同じでなければなりません。

異なるサーバ・グループに対してサービ
ス・パラメータを指定する

複数のグループに同じサービスを割り当てたり、異なるグループのサービ
ス・エントリに対して設定したさまざまなサービス固有のパラメータに異な
る値を割り当てることができます。そのためには、SRVGRP パラメータにグ
ループ固有の値を指定して、各グループのサービスに対して個別のエントリ
を作成してください。 

サービスの優先順位を指定してデータ・
フローを制御する

PRIO パラメータを使用して、サービスの優先順位を割り当てることにより、
アプリケーション内のデータ・フローを有効に制御できます。PRIO には、0 
～ 100 の数値を指定する必要があります。数値が大きいほど割り当てられる
『BEA Tuxedo アプリケーションの設定』 3-109



3 コンフィギュレーション・ファイルの作成
サービスの優先順位も高くなります。優先順位の高いサービスは優先順位の
低いサービスより先にキューから取り出されますが、システムは、10 回に 1 
回ごとに FIFO 順序で要求をキューから取り出し、メッセージがキューで無
制限に待機することがないようにしています。 

たとえば、サーバ 1 はサービス A、B、および C を提供します。サービス A 
および B の優先順位は 50、サービス C の優先順位は 70 です。サービス C に
対するサービス要求は、常に A または B に対する要求の前にキューから取
り出されます。A および B に対する要求は、互いに等しくキューから取り出
されます。 

注記  tpsprio() 呼び出しを使用すると、優先順位を動的に変更できます。

PRIO パラメータの特性
PRIO パラメータには、以下の特性があります。

サーバのキューにおけるサービスの優先順位を決めます。

最も高い優先順位が最優先されます。

10 回に 1 回ごとに要求は FIFO でキューから取り出されます。

優先順位の異なる SERVICES セクションの例
次の SERVICES セクションの例は、サービスに対する優先順位の割り当て
方を示します。

*SERVICES
A  SRVGRP=GRP1 PRIO=50 LOAD=60
A  SRVGRP=GRP2  PRIO=70 LOAD=30

この例では、2 つのサーバ・グループに対して異なるサービス固有のパラ
メータが割り当てられます。サーバ・グループ GRP1 のサービス A には、優
先順位 50、およびロード 60 が割り当てられ、サーバ・グループ GRP2 のサー
ビス A に優先順位 70、およびロード 30 が割り当てられます。 
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サービスの処理時間を指定する
サービスの処理にかかる最大時間を秒単位で指定するには、SVCTIMEOUT パ
ラメータを次のように設定します。

SVCTIMEOUT=number

値は 0 以上でなければなりません。この値が 0 の場合は、サービスに対して
タイムアウトが適用されないことを示します。サービス要求を処理するサー
バは SIGKILL シグナルによって終了します。このパラメータのデフォルト値
は 0 です。

コンフィギュレーション・ファイルの 
INTERFACES セクションの作成方法

注記 このセクションは、BEA Tuxedo CORBA 環境にのみ適用されます。 

コンフィギュレーション・ファイルの INTERFACES セクションは、BEA 
Tuxedo システムの CORBA 環境用のパラメータを定義するためのセクショ
ンです。このセクションでは、アプリケーションで使用される CORBA イン
ターフェイスに対する、アプリケーション全体のデフォルト・パラメータを
指定します。ファクトリ・ベース・ルーティングに参加する CORBA イン
ターフェイスに対しては、インターフェイス名を定義し、Tuxedo CORBA 
環境で各インターフェイスに適用するルーティング基準の名前を指定しま
す。ファクトリ・ベース・ルーティングは、プロセスを特定のサーバ・グ
ループに分散するための機能です。

ファクトリ・ベース・ルーティングをインプリメントする場合、INTERFACES 
セクションだけでなく、ROUTING セクションでルーティング基準を定義し、
GROUPS セクションでグループ名を定義する必要があります。関連パラメー
タとファクトリ・ベース・ルーティングの詳細については、この章の 「コン
フィギュレーション・ファイルの ROUTING セクションの作成方法」を参照
してください。
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INTERFACES セクションで  CORBA インターフェ
イスを指定する

アプリケーションで使用する CORBA インターフェイス固有の情報は、コン
フィギュレーション・ファイルの INTERFACES セクションで指定します。必
須パラメータはありません。オプションのパラメータが不要の場合、
CORBA インターフェイスをリストする必要はありません。INTERFACES セク
ションには、以下の種類の情報が含まれます。

トランザクションを自動的に開始するかどうか (AUTOTRAN) (CORBA のみ
)

この CORBA インターフェイスでファクトリ・ベース・ルーティングに
使用されるルーティング基準 (FACTORYROUTING) (CORBA のみ )

ロード・バランシング情報 (LOAD)

インターフェイスに対する優先順位の割り当て (PRIO)

個々のサーバ・グループに対する異なるサービス・パラメータ (SRVGRP)

CORBA インターフェイスに関連付けられたトランザクションのタイム
アウト値 (TRANTIME)

この CORBA インターフェイスのメソッド処理のタイムアウト値 
(TIMEOUT)

表 0-2 に、AUTOTRAN、FACTORYROUTING、LOAD、PRIO、SRVGRP、TRANTIME、
および TIMEOUT パラメータの特性を示します。
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表 0-2INTERFACES セクションのパラメータの特性

パラメータ 特性

AUTOTRAN = {Y | N } 操作の呼び出しを受け取るときにトランザクションを自動的に開始する
場合は、CORBA インターフェイスごとに AUTOTRAN を Y に設定します。
インターフェイスが既にトランザクション・モードになっている場合は、
AUTOTRAN=Y を指定しても無効です。デフォルトは N です。 
AUTOTRAN の設定が有効かどうかは、システム設計者がインプリメンテー
ション・コンフィギュレーション・ファイル (ICF) またはサーバ記述ファ
イル (XML) でそのインターフェイスに対して指定したトランザクショ
ン・ポリシーによって異なります。このトランザクション・ポリシーが、
実行時に、関連する  T_IFQUEUE MIB オブジェクトのトランザクション・
ポリシーの属性になります。この値が実際にアプリケーションの動作に
影響するのは、システム設計者が トランザクション・ポリシーを「オプ
ション」に指定した場合だけです。

注記 このパラメータを正しく機能させるには、システム設計者とシス
テム管理者の間のコミュニケーションが重要です。プログラマが
設定した ICF または XML パラメータを知らずにシステム管理者
がこの値を Y に設定すると、実行時にパラメータが適切に動作し
ない可能性があります。

FACTORYROUTING = 
criterion-name

この CORBA インターフェイスのファクトリ・ベース・ルーティングで
使用するルーティング基準の名前を指定します。ファクトリ・ベース・
ルーティングを要求するインターフェイスには、 FACTORYROUTING パラ
メータを指定する必要があります。 

LOAD = number CORBA インターフェイスがシステムに与える相対的な負荷を示す、1 ～ 
100 の任意の数です。この値は、このアプリケーションで使用されるほか
の CORBA インターフェイスに割り当てられた LOAD 値との関係で相対的
に決まります。デフォルトは 50 です。この値は、BEA Tuxedo システム
が要求のルーティング先サーバを選択する際に使用されます。

PRIO = number CORBA インターフェイスのすべてのメソッドに対して、キューから取り
出す優先順位を指定します。この値には、1 ～ 100 の値を指定します。
100 は、優先順位が最も高いことを示します。デフォルト値は 50 です。
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ファクトリ・ルーティング基準を指定する

各 CORBA インターフェイスに対し、INTERFACES セクションでインター
フェイスのルーティング基準を指定します。INTERFACES セクションでは、
FACTORYROUTING 識別子を使用してルーティング基準を指定します。

University のサンプル

University Production サンプル・アプリケーションでは、ファクトリ・ベー
ス・ルーティングのコード作成方法を示しています (コード リスト 3-3 参照
)。このサンプルの UBBCONFIG ファイル (ubb_p.nt または ubb_p.mk) は、
BEA Tuxedo ソフトウェアのインストール・ディレクトリに収められていま
す。\samples\corba\university\production  サブディレクトリを検索して
ください。

SRVGRP = 
server-group-name

SRVGRP を使用して、INTERFACES セクションのこの部分で定義されたパ
ラメータを、指定したサーバ・グループに適用します。この機能を使用
すると、指定された CORBA インターフェイスで、サーバ・グループご
とに異なるパラメータを定義することができます。

TRANTIME = number AUTOTRAN が Y に設定されている場合は、TRANTIME パラメータを設定す
る必要があります。TRANTIME は、対象トランザクションのタイムアウ
ト値 (秒単位 ) を指定するためのパラメータです。この値には、0 ～ 
2,147,483,647 (231 - 1、つまり約 70 年 ) の値を指定します。 0 は、トラン
ザクションにタイムアウトが設定されていないことを示します。デフォ
ルト値は 30秒です。

TIMEOUT=number この CORBA インターフェイスでメソッドの処理に使用できる時間を秒
単位で指定します。値は 0 以上でなければなりません。この値が 0 の場合
は、インターフェイスに対してタイムアウトが適用されないことを示し
ます。タイムアウト・メソッドにより、インターフェイスに対してメ
ソッドを処理するサーバが SIGKILL イベントと共に終了します。このた
め、インターフェイスに対する処理に時間のかかるメソッドの場合は、
タイムアウト値を指定することをお勧めします。

表 0-2INTERFACES セクションのパラメータの特性 （続き）

パラメータ 特性
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コード リスト 3-3   Production サンプルの INTERFACES セクション

*INTERFACES

   "IDL:beasys.com/UniversityP/Registrar:1.0"
        FACTORYROUTING = STU_ID

   "IDL:beasys.com/BillingP/Teller:1.0"
        FACTORYROUTING = ACT_NUM

上の例では、University Production サンプルの 2 つのインターフェイスに、
完全修飾されたインターフェイス名が使用されています。また、
FACTORYROUTING 識別子によって、ルーティング値の名前がそれぞれ STU_ID 
と ACT_NUM に指定されています。 

INTERFACES FACTORYROUTING パラメータと ROUTING セクションの関連性につ
いては、3-123 ページの「University Production サンプル・アプリケーション
の CORBA ファクトリ・ベース・ルーティング」を参照してください。

Bankapp のサンプル

コード リスト 3-4 は、サンプル・アプリケーション Bankapp でのファクト
リ・ベース・ルーティングの指定例を示しています。

コード リスト 3-4   Bankapp サンプルのファクトリ・ベース・ルーティング

*INTERFACES
        "IDL:BankApp/Teller:1.0"
         FACTORYROUTING=atmID

*ROUTING
     atmID
            TYPE = FACTORY
            FIELD = "atmID"
            FIELDTYPE = LONG
            RANGES = "1-5:BANK_GROUP1,
                      6-10: BANK_GROUP2,
                        *:BANK_GROUP1
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この例では、 IDL:Bankapp/Teller インターフェイスが、ROUTING セクション
で定義された atmID という名前のファクトリ・ベース・ルーティング基準を
使用しています。この例の ROUTING セクションでは、2 つのグループに処理
を分散するように指定しています。atmID フィールドが 1 ～ 5 または 10 より
大きい場合は、BANK_GROUP1 がアプリケーションで使用されるインターフェ
イスを処理し、atmID が 6 ～ 10 の場合は、BANK_GROUP2 がアプリケーション
で使用されるインターフェイスを処理します。

ロード・バランシングを有効化する

BEA Tuxedo の CORBA 環境では、ロード・バランシングは常に有効です。

各 CORBA インターフェイスには、起動するたびに LOAD ファクタが割り当
てられます。これで、各サーバ・プロセスの実行結果として CORBA イン
ターフェイス全体にかかる負荷がトラッキングされます。各インターフェイ
ス要求は、負荷の合計が最も低いサーバにルーティングされます。ルーティ
ング先のサーバの負荷は、ルーティングされた CORBA インターフェイスの
ロード・ファクタ分 (LOAD) だけ増加します。ロード・バランシングが無効で
あり、複数のサーバが同じ CORBA インターフェイスを提供する場合は、使
用可能な最初のキューが要求を受け取ります。

BEA Tuxedo CORBA 環境でのロード・バランシングの詳細については、
『BEA Tuxedo CORBA アプリケーションのスケーリング、分散、および
チューニング』の「システム制御のロード・バランシングの有効化」を参照
してください。

BEA Tuxedo のリリース 8.0 では、CORBA 環境における並列オブジェクト
がサポートされるようになりました。これにより、ローカル・ドメイン内の
複数サーバ間でロード・バランシングが可能になります。BEA Tuxedo 
CORBA 環境の並列オブジェクトについては、『BEA Tuxedo CORBA アプリ
ケーションのスケーリング、分散、およびチューニング』の「パラレル・オ
ブジェクトの使用」を参照してください。
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インターフェイスの優先順位を指定してデータ・フ
ローを制御する

PRIO パラメータを使用してインターフェイスの優先順位を割り当てること
により、BEA Tuxedo のクライアントまたはサーバ・アプリケーションの
データ・フローを制御することができます。たとえば、サーバ 1 がインター
フェイス A、B、および C を提供し、インターフェイス A と B の優先順位が 
50、インターフェイス C の優先順位が 70 であるとします。インターフェイ
ス C に対する要求は、常に A または B に対する要求より先にキューから取
り出されます。A および B に対する要求がキューから取り出される優先順位
は同等です。システムは、10 回に 1 回の割合で FIFO 順序で要求をキューか
ら取り出し、メッセージがキューで無制限に待機しないようにします。

PRIO パラメータには、以下の特性があります。

サーバのキューにおける CORBA インターフェイスの優先順位を指定し
ます。

最も高い優先順位が最優先されます。

10 回に 1 回ごとに要求は FIFO でキューから取り出されます。

サーバ・グループごとに異なるインターフェイス・
パラメータを指定する

ロード・バランシングや優先順位など、インターフェイス固有のパラメータ
は、サーバ・グループごとに変えて設定することができます。この場合、
SRVGRP パラメータに指定したグループごとに、インターフェイスの設定を
繰り返す必要があります。 
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コンフィギュレーション・ファイルの 
ROUTING セクションの作成方法

UBBCONFIG の ROUTING セクションでは、SERVICES セクション (ATMI のデー
タ依存型ルーティングの場合 ) や INTERFACES セクション (CORBA のファク
トリ・ベース・ルーティングの場合 ) で指定されたルーティング基準を詳細
に定義することができます。

注記 CORBA 環境でのファクトリ・ベース・ルーティングの設定について
は、『BEA Tuxedo CORBA アプリケーションのスケーリング、分散、
およびチューニング』を参照してください。

次の表では、ROUTING セクションの各パラメータを説明し、参照先へのリン
クやその他の情報を示します。 

ROUTING セクションで指定する情報 (オプ
ション )

パラメータ (必須 /
オプション )

参照先 (クリック
するとリンク先に
ジャンプ )

ルーティング・フィールドの範囲および関連する
サーバ・グループを指定します。 

RANGES (必須 ) 範囲基準

この値は、最大 15 文字の文字列です。
ATMI の場合は、データ依存型ルーティング用に 
SERVICES セクションの ROUTING パラメータで指定
したルーティング基準名になります。 
CORBA の場合は、ファクトリ・ベース・ルーティ
ング用に、INTERFACES セクションの 
FACTORYROUTING パラメータで指定したルーティン
グ基準名になります。

criterion_name (
必須 )
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ルーティングのタイプを指定します。

ATMI の場合、デフォルトは TYPE=SERVICE になり、
Tuxedo ATMI 環境で使用される既存の UBBCONFIG 
ファイルが引き続き正常に動作することが確認され
ます。 
CORBA では、CORBA インターフェイスに対して
ファクトリ・ベース・ルーティングをインプリメン
トする場合は TYPE=FACTORY を使用します。

TYPE

ルーティング・フィールドの名前。値は、FML バッ
ファ、XML の要素または要素の属性、FML フィール
ド・テーブルで指定された VIEW フィールド名 
(FLDTBLDIR および FIELDTBLS 環境変数を使用 )、
または FML の VIEW テーブル (VIEWDIR および 
VIEWFILES 環境変数を使用 ) になります。この情報
は、メッセージの送信時に、データ依存型ルーティ
ングに関連するフィールド値を取得するために使用
されます。 
CORBA のファクトリ・ベース・ルーティングでは、
この値によってルーティング・フィールドの名前が
指定されます。最大 30 文字まで指定できます。この
値は、そのインターフェイスの 
TP::create_object_reference (C++) または 
com.beasys.Tobj.TP::create_object_referen
ce (Java) に対するファクトリの呼び出しで、ファク
トリ・ベース・ルーティングに指定されたフィール
ド名と対応していなければなりません。

FIELD (必須 ) ルーティング・バッ
ファのフィールドと
タイプ

このルーティング・エントリで有効なデータ・バッ
ファのタイプとサブタイプのリストを指定します。
このパラメータには、最大 32 のタイプとサブタイプ
の組み合わせを最大 256 文字で指定できます。

BUFTYPE (必須 ) バッファのタイプと
サブタイプ

ROUTING セクションで指定する情報 (オプ
ション )

パラメータ (必須 /
オプション )

参照先 (クリック
するとリンク先に
ジャンプ )
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3 コンフィギュレーション・ファイルの作成
ROUTING セクションの例
以下は、コンフィギュレーション・ファイルの ROUTING セクションの例で
す。

BRNCH FIELD=B_FLD 
RANGES="0-2:DBG1,3-5:DBG2,6-9:DBG3" 
BUFTYPE="FML"

ルーティング・バッファ・フィールドと
フィールド・タイプを定義する

次の表は、ルーティング・バッファ・フィールドとフィールド・タイプの説
明です。
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ルーティング・バッファ・フィールドとフィールド・タイプを定義する
パラメー
タ

説明

FIELD ルーティングが行われるバッファ・フィールドの名前。30 文字まで使用できます。
BEA Tuxedo のデータ依存型ルーティングでは、このパラメータの値は、FML フィール
ドの名前 (FML バッファ )、XML の要素または属性、FML フィールド・テーブルで指定
された VIEW フィールド名 (FLDTBLDIR および FIELDTBLS 環境変数を使用 )、FML の 
VIEW テーブル (VIEWDIR および VIEWFILES 環境変数を使用 ) のいずれかになります。
この情報は、メッセージの処理時に、データ依存型ルーティングに関連するフィール
ド値を取得するために使用されます。FML32 バッファ内のフィールドがルーティング
に使用される場合は、8191 以下の数値をフィールド番号として指定します。 
XML 文書のルーティングでは、FIELD 構文には、ルーティング 要素のタイプ (または
名前 ) または ルーティング要素の属性名が含まれます。FIELD パラメータは、次の構
文で定義します。

root_element[/child_element][/child_element][/.. 
.][/@attribute_name]

要素は、XML 文書またはデータグラムの要素のタイプ (要素名 ) または要素の属性名
と見なされます。この情報は、文書またはデータグラムの送信時に、データ依存型
ルーティングに関連する要素の内容または属性値を取得するために使用されます。
BEA Tuxedo システムでは、インデックス指定がサポートされていないため、データ依
存型ルーティングで XML バッファを処理する場合は、指定された要素のタイプの最初
のオカレンスだけが認識されます。

CORBA のファクトリ・ベース・ルーティングでは、この値によってルーティング・
フィールドの名前が指定されます。最大 30 文字まで指定できます。この値は、そのイ
ンターフェイスの

TP::create_object_reference (C++) または 
com.beasys.Tobj.TP::create_object_reference (Java) に対するファクトリの呼
び出しで、ファクトリ・ベース・ルーティングに指定されたフィールド名と対応して
いなければなりません。

FIELDTYPE このパラメータは、XML バッファをルーティングする場合にのみ使用されます。この
パラメータは、FIELD で指定されたルーティング・フィールドのタイプを示します。
構文は次のとおりです。

FIELDTYPE=type

type は string、char、hort、long、float、または double のいずれかです。
ルーティング・フィールドのデフォルトのデータ型は string です。
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3 コンフィギュレーション・ファイルの作成
範囲の基準を指定する

RANGES パラメータでは、フィールド値を次のようにグループ名にマップで
きます。

RANGES=”[val1[-val2]:group1] [,val3[-val4]:group2]...[,*:groupn]”

val1、val2 などはフィールドの値であり、groupn はグループ名または任意
のグループが選択されることを示すワイルドカード文字 (*) です。最後に 
val の代わりに指定されている * は「catch-all」、つまり、データが指定され
た範囲内にない場合はデフォルトのグループに割り当てられることを示しま
す。また、データが範囲内にあっても、その範囲のエントリに関連する有効
なサーバがグループ内にない場合、サービス要求は、ワイルドカード「*」

で指定したデフォルトのグループに転送されます。val1 には、以下の値を
使用できます。

数値 (数値フィールドで使用 )

STRING バッファまたは CARRAY バッファ (一重引用符で囲む )

MIN または MAX (マシンのデータの最小値または最大値 )

範囲はいくつでも指定できますが、ルーティング情報は共用メモリに保存さ
れるため、システム・リソースを消費します。

注記 範囲は重複してもかまいません。ただし、値が 2 つの範囲に当てはま
る場合、その値は最初のグループにマッピングされます。たとえば、
RANGES が RANGES=”0-5:Group1,3-5:Group2" に指定されている場合、
4 は Group1 にルーティングされます。 

バッファ・タイプを定義する

BEA Tuxedo のデータ依存型ルーティングでは、BUFTYPE パラメータを使用
して、バッファ・タイプを指定できます。このパラメータは、特定のバッ
ファ・タイプとサブタイプに対してルーティング基準を適用するため、
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University Production サンプル・アプリケーションの CORBA ファクトリ・ベー
SERVICES セクションの対応するパラメータと似ています。ルーティングに
使用できるのは、FML、XML、および VIEW 型だけです。構文は、SERVICES セ
クションと同じく、type:subtype[,subtype] をセミコロンで区切ってリス
トします。ルーティング基準には 1 つのタイプしか指定できません。この制
限により、サービスのルーティング時に受け付けられるバッファ・タイプの
数が限定されます。

University Production サンプル・アプ
リケーションの CORBA ファクトリ・
ベース・ルーティング

CORBA University Production サンプル・アプリケーションでは、BEA 
Tuxedo でファクトリ・ベース・ルーティングをインプリメントする方法を
示します。このサンプルの UBBCONFIG ファイル (ubb_p.nt または ubb_p.mk) 
は、BEA Tuxedo ソフトウェアのインストール・ディレクトリに収められて
います。\samples\corba\university\production  サブディレクトリを検索
してください。

ubb_b.nt コンフィギュレーション・ファイルから抜粋した以下の 
INTERFACES、ROUTING、および  GROUPS  セクションは、BEA Tuxedo の 
CORBA アプリケーションでファクトリ・ベース・ルーティングをインプリ
メントする方法を示しています。

INTERFACES セクションには、ファクトリ・ベース・ルーティングを有効に
するインターフェイスの名前がリストされています。各インターフェイスに
対し、このセクションでインターフェイスのルーティング基準を指定しま
す。このセクションでは、コード リスト 3-5 の例に示すように、識別子 
FACTORYROUTING を使用してルーティング基準を指定します。
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3 コンフィギュレーション・ファイルの作成
コード リスト 3-5   Production サンプルの INTERFACES セクション 

*INTERFACES

   "IDL:beasys.com/UniversityP/Registrar:1.0"
        FACTORYROUTING = STU_ID

   "IDL:beasys.com/BillingP/Teller:1.0"
        FACTORYROUTING = ACT_NUM

上の例では、ファクトリ・ベース・ルーティングを使用する Production サン
プルで、2 つのインターフェイスに完全修飾されたインターフェイス名が使
用されています。また、FACTORYROUTING 識別子によって、ルーティング値
の名前がそれぞれ STU_ID と ACT_NUM に指定されています。 

ROUTING セクションでは、ルーティング値ごとに以下のデータを指定しま
す。 

TYPE パラメータでは、ルーティングのタイプを指定します。Production 
サンプルでは、ルーティングのタイプはファクトリ・ベース・ルーティ
ングです。このため、このパラメータは FACTORY に定義されます。 

FIELD パラメータでは、ファクトリがルーティング値として挿入する変
数名を指定します。Production サンプルでは、このフィールド・パラ
メータがそれぞれ student_id と account_number に設定されています。 

FIELDTYPE パラメータでは、ルーティング値のデータ型を指定します。
Production サンプルでは、student_id と account_number のフィールド
型が long 型に設定されています。

RANGES パラメータでは、サーバ・グループと、各ルーティング値の有効
範囲のサブセットを関連付けます。 

コード リスト 3-6 は、Production サンプル・アプリケーションで使用される 
UBBCONFIG ファイルの ROUTING セクションを示しています。
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コード リスト 3-6   Production サンプルの ROUTING セクション

*ROUTING

   STU_ID
      FIELD     = "student_id"
      TYPE      = FACTORY
      FIELDTYPE = LONG
      RANGES    = "100001-100005:ORA_GRP1,100006-100010:ORA_GRP2"

   ACT_NUM
      FIELD     = "account_number"
      TYPE      = FACTORY
      FIELDTYPE = LONG
      RANGES    = "200010-200014:APP_GRP1,200015-200019:APP_GRP2"

上の例では、ID が特定の範囲に含まれる学生の Registrar オブジェクトが 1 
つのサーバ・グループに、別の範囲に含まれる学生の Registrar オブジェク
トが別のグループにインスタンス化されています。同様に、特定の範囲に含
まれる口座の Teller オブジェクトが 1 つのサーバ・グループに、別の範囲に
含まれる口座の Teller オブジェクトが別のグループにインスタンス化されて
います。 

UBBCONFIG ファイルの ROUTING セクションで RANGES 識別子によって指定さ
れたグループを、識別して設定する必要があります。たとえば、Production 
サンプルでは、ORA_GRP1、ORA_GRP2、APP_GRP1、および APP_GRP2 の 4 つの
グループが指定されていますが、ここでこれらのグループを設定し、実行す
るマシンを識別する必要があります。 

コード リスト 3-7 は、Production サンプルの UBBCONFIG ファイルにある 
GROUPS セクションの例を示しています。GROUPS セクションの名前と、
ROUTING セクションで指定された名前の関係に注意してください。ファクト
リ・ベース・ルーティングを正しく機能させるには、両方の名前を一致させ
る必要があります。また、アプリケーションでグループを設定する際にグ
ループ名を変更した場合は、ROUTING セクションにも反映しなければなりま
せん。BEA Tuxedo ソフトウェアに収録されている Production サンプルは、
1 台のマシンで実行するように設定されていますが、複数のマシンで実行す
るように設定することもできます。 
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3 コンフィギュレーション・ファイルの作成
コード リスト 3-7   Production サンプルの GROUPS セクション

*GROUPS

APP_GRP1
   LMID = SITE1
   GRPNO = 2
   TMSNAME = TMS

APP_GRP2
   LMID = SITE1
   GRPNO = 3
   TMSNAME = TMS

ORA_GRP1
   LMID = SITE1
   GRPNO = 4

OPENINFO = "ORACLE_XA:Oracle_XA+Acc=P/scott/tiger+SesTm=100+LogDir=.+MaxCur=5"

   CLOSEINFO = ""
   TMSNAME = "TMS_ORA"

ORA_GRP2
   LMID = SITE1
   GRPNO = 5

OPENINFO = "ORACLE_XA:Oracle_XA+Acc=P/scott/tiger+SesTm=100+LogDir=.+MaxCur=5"

CLOSEINFO = ""
TMSNAME = "TMS_ORA"
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Bankapp サンプル・アプリケーションの CORBA ファクトリ・ベース・ルーティ
Bankapp サンプル・アプリケーション
の CORBA ファクトリ・ベース・ルー
ティング

コード リスト 3-8 は、INTERFACES セクションを使用して Bankapp サンプ
ル・アプリケーションを拡張し、ファクトリ・ベース・ルーティングを使用
する方法を示しています。BEA Tuxedo ソフトウェアに収録されているサン
プル・アプリケーションでは、以下のパラメータは設定されていません。

コード リスト 3-8   Bankapp サンプルの INTERFACES セクション

*INTERFACES
        "IDL:BankApp/Teller:1.0"
         FACTORYROUTING=atmID
*ROUTING
     atmID
            TYPE = FACTORY
            FIELD = "atmID"
            FIELDTYPE = LONG
            RANGES = "1-5:BANK_GROUP1,
                      6-10: BANK_GROUP2,
                      *:BANK_GROUP1
*GROUPS
      SYS_GRP
             LMID        = SITE1
                  GRPNO       = 1
      BANK_GROUP1
                  LMID        = SITE1
                  GRPNO       = 2
      BANK_GROUP2
                  LMID        = SITE1
                  GRPNO       = 3
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3 コンフィギュレーション・ファイルの作成
この例では、IDL:Bankapp/Teller インターフェイスが、ROUTING セクショ
ンで定義された atmID という名前のファクトリ・ベース・ルーティング基準
を使用しています。この例では、以下の 2 つのサーバ・グループに処理が分
散されます。

BANK_GROUP1 は、atmID  フィールドが 1 ～ 5 の間または 11 以上の場合
に、アプリケーションで使用されるインターフェイスを処理します。

BANK_GROUP2 は、atmID  が 6 ～ 10 の間の場合にアプリケーションで使
用されるインターフェイスを処理します。 

スレッドを利用する BEA Tuxedo シス
テムの設定方法

マルチコンテキスト化されたアプリケーションをコンフィギュレーションす
るには、UBBCONFIG ファイルを通常どおりに編集し、アプリケーションに必
要な次の表のパラメータを追加します。編集には、テキスト・エディタまた
は BEA Tuxedo Administration Console を使用します。
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スレッドを利用する BEA Tuxedo システムの設定方法
表 0-3スレッドを使用するコンフィギュレーション・ファイルのパラメータの設定

セクション パラメータ 注意事項

RESOURCES MAXACCESSERS オプション・パラメータ。ただ
し、50 アクセサ (デフォルト値 ) 
より大きい値を指定する必要があ
ります。

ライセンスの制限のため、マルチ
コンテキスト化されたクライアン
トの各コンテキストは個別にカウ
ントされます。

NOTIFY オプション・パラメータ。任意通
知型通知に適用するデフォルトの
方法を定義します。マルチコンテ
キスト化されたアプリケーション
の有効値は、次のとおりです。

DIPIN

THREAD

IGNORE

MACHINES MAXACCESSERS オプション・パラメータ。ただ
し、50 アクセサ (デフォルト値 ) 
より大きい値を指定する必要があ
ります。

ライセンスの制限のため、マルチ
コンテキスト化されたクライアン
トの各コンテキストは個別にカウ
ントされます。

MAXWSCLIENTS オプション・パラメータ。

マルチコンテキスト化されたワー
クステーション・クライアントの
各コンテキストは、ライセンス制
限のため、個別にカウントされま
す。デフォルト値は 0 であるた
め、ワークステーション・クライ
アントが定義されているマシンを
介してシステムにアクセスする場
合は、このパラメータを設定する
必要があります
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3 コンフィギュレーション・ファイルの作成
SERVERS MINDISPATCHTHREADS オプション・パラメータ。

MAXDISPATCHTHREADS マルチスレッド化されたサーバの
必須パラメータ。

既存のサーバをマルチスレッド化
する場合、経験のあるプログラマ
は、サーバのソース・コードがス
レッド・セーフな方法で作成され
ているかどうかを検証しなければ
なりません。つまり、コンフィ
ギュレーション・ファイルの 
MAXDISPATCHTHREADS の値を増
やすだけで、静的変数でシングル
スレッド化されたサーバをマルチ
スレッド化されたサーバに変換す
ることはできません。このような
サーバは、マルチスレッド用とし
て作成する必要があります。

THREADSTACKSIZE オプション・パラメータ。 
サーバ・ディスパッチ・スレッド
に対してサイズの大きいスタック
が必要な場合に設定します。

デフォルト値は 0 です。ほとんど
のアプリケーションでは、デフォ
ルト値で十分です。オペレーティ
ング・システムに 0 が渡される
と、オペレーティング・システム
に設定されているデフォルト値が
呼び出されます。

表 0-3スレッドを使用するコンフィギュレーション・ファイルのパラメータの設定 （続き）

セクション パラメータ 注意事項
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コンフィギュレーション・ファイルのコンパイル方法
コンフィギュレーション・ファイルのコ
ンパイル方法

コンフィギュレーション・ファイルのコンパイルとは、テキスト形式の 
UBBCONFIG ファイルを、バイナリ形式の TUXCONFIG ファイルに変換すること
です。コンフィギュレーション・ファイルをコンパイルするには、tmloadcf 
コマンドを実行します。tmloadcf により UBBCONFIG ファイルが解析され、
バイナリ形式のファイルがロードされます。

tmloadcf は、ファイル (UBBCONFIG の構文に記述された標準入力 ) を読み
取って構文をチェックし、成功すると、バイナリ形式のコンフィギュレー
ション・ファイルである TUXCONFIG ファイルをロードします。TUXCONFIG 環
境変数および TUXOFFSET 環境変数 (オプション ) により、TUXCONFIG ファイ
ルとオフセットが指定され、情報はこの場所に格納されます。tmloadcf は、
-c または -n オプションが指定されていない限り、UBBCONFIG ファイルの 
RESOURCES セクションで指定されている MASTER マシンでのみ実行できます。 

注記 UBBCONFIG ファイルの RESOURCES セクションに UID が指定されている
場合、この値は、tmloadcf を実行する担当者のユーザ識別子 (UID) と
同じでなければなりません。 

TUXCONFIG 環境変数に指定されたパス名は、UBBCONFIG ファイルの 
MACHINES セクションに指定されている TUXCONFIG パラメータの値と
完全に一致しなければなりません (大文字と小文字の区別も含む )。
パス名が一致していない場合、tmloadcf(1) は正常に実行されませ
ん。
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3 コンフィギュレーション・ファイルの作成
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章

4 トランザクションに
ついて

ここでは、次の内容について説明します。

トランザクションとは

トランザクションの利点

グローバル・トランザクションの例

BEA Tuxedo トランザクション・マネージャ (TM) とは

分散トランザクション処理をトラッキングする

2 フェーズ・コミットを使用してトランザクションをコミットする

注記 BEA Tuxedo CORBA 環境でトランザクションを使用する方法につい
ては、『BEA Tuxedo CORBA トランザクション』を参照してくださ
い。

トランザクションとは

トランザクションとは、関連するアクションの集まりです。グローバル・ト
ランザクションとは、複数のプログラムおよび複数のリソース・マネージャ
にまたがる関連アクションの集まりです。この章で使用する「トランザク
ション」は、グローバル・トランザクションを意味します。
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4 トランザクションについて
トランザクションの単純な例として、銀行口座からの引き出し処理がありま
す。この処理では、一定の金額を引き出して預金残高の状態を変更する、と
いう一連のアクションが行われます。このトランザクションでは、次の 3 つ
の操作を含む手順を実行する必要があります。

これらの処理は、このトランザクション専用に作成されたソフトウェア・モ
ジュールによって実行されます。このモジュールには、トランザクションを
開始および終了するコードも必要です。トランザクションの開始および終了
を示すコード部分が、トランザクションのソフトウェア・モジュールの主要
な部分ではない場合、これらのコード部分は通常、別のモジュールにパッ
ケージ化されます。

トランザクション・コーディネータは、トランザクションに参加するリソー
ス間で、トランザクションを管理するロジックを実行するソフトウェア・モ
ジュールです。

ACID 特性とは
銀行口座からの引き出し処理などのトランザクションでは、トランザクショ
ンを構成する操作がすべて成功するか、またはすべて失敗しなければなりま
せん。たとえば、トランザクションを構成する操作のうち、1 つの操作が成
功し、別の操作が失敗するとします。つまり、銀行口座から預金を引き出し
ても、引き出し後の金額が預金残高に反映されないとすれば、その銀行は営
業を続けることができません。

トランザクションを構成する操作は、すべて成功するか、または失敗しなけ
ればならない、という特性を「原子性」と言います。BEA Tuxedo システム
のすべてのトランザクションは、原子性という特性を持ち、さらに、「一貫

トランザクションの手順 銀行口座の引き出し処理の手順

1. 実行するアクティビティを確認します。 1. 引き出し処理を行うかどうかを確認します。

2. トランザクションの処理を実行します。 2. 口座から指定された金額を引き出します。

3. 完了した処理の永続的なレコードを作成しま
す。

3. 預金残高のレコードを更新します。
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トランザクションとは
性」、「独立性」、および「持続性」という関連する特性を備えています。
BEA Tuxedo システムで実行されるトランザクションのこうした 4 つの属性
を ACID 特性と呼びます。

表 0-4BEA Tuxedo トランザクションの ACID 特性

特性 意味

原子性 トランザクションは個別の作業単位であり、トランザク
ションを構成する操作はすべて成功するか、または失敗
しなければなりません。この種の操作には、キューへの
メッセージの登録、データベースの更新、およびトラン
ザクション結果の画面表示などがあります。 

一貫性 トランザクションは、正しい状態のままシステムを終了
するか、またはアボートしなければなりません。トラン
ザクションの状態が不安定な場合は、初期状態に戻らな
ければなりません。 

独立性 トランザクションの動作は、同時に実行されているほか
のトランザクションによる影響を受けません。トランザ
クションでは、共用リソースへのアクセスをシリアル化
しなければならず、同時に実行されるプログラムがお互
いの操作を妨害しないことが保証されなければなりませ
ん。 

持続性 コミットされたトランザクションの結果は永続的です。
システムが異常終了しても、トランザクションによって
行われた変更は永続し、持続します。
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4 トランザクションについて
トランザクションの成功と失敗

トランザクションの成功または失敗は、原子性の要件によって決まります。

トランザクションの利点

BEA Tuxedo システム、およびその通信 API とプロトコルは、トランザク
ションを使用するように設計されています。BEA Tuxedo の通信呼び出しを
使用すると、トランザクションを簡単に作成することができ、分散アプリ
ケーションの作成には不可欠なツールです。

トランザクションを使用すると、以下のことが可能になります。

分散アプリケーションを簡単に作成できます。

通信の結果を 1 つの単位としてコミットできます。

状況 結果

トランザクション内のいず
れかの操作が何らかの原因
で失敗した場合

トランザクションはアボート、つまり直ちに終

了します。

トランザクションはロールバックします。つま

り、このトランザクションで実行した処理を元
に戻し、状態をトランザクションの実行前に戻
します。たとえば、銀行口座からの金額の引き
出しに失敗し、処理がロールバックされると、
口座には、トランザクションの実行前と同じ金
額が保持され、残高としてトランザクションの
実行前と同じ金額が表示されます。

トランザクション内のすべ
ての操作が成功した場合

クライアントは、トランザクションをコミットしま
す。つまり、トランザクションを終了できる状態に
なり、結果を保存する必要があることを正式に通知
します。たとえば、発注データベースの更新が永続
化されると、出荷部門に送られた注文は、その部門
のキューに永続的なレコードとして登録されます。
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グローバル・トランザクションの例
マシン、プログラム、およびネットワークに関する障害など、分散環境

で発生する可能性がある問題に対して、すばやく対処できます。

エラーが発生しても、簡単なプログラムを使って、処理を元に戻すこと

ができます。

グローバル・トランザクションの例

電子商取引を行う小売店が、CUST_ORDER というサービスを使用するとしま
す。顧客がその小売店の Web サイトで注文を行うと、CUST_ORDER サービス
により次の 2 つの操作が実行されます。

小売店の発注データベースを更新します。

新しい注文を出荷部門に送信し、出荷待ちのキューに登録します。

小売店側では、CUST_ORDER サービスを原子性の原則に従って実行する必要
があります。つまり、CUST_ORDER が実行された場合、データベースの更新
および出荷部門のキューへの要求の登録が両方とも成功しなければなりませ
ん。CUST_ORDER サービスが常に原子性に基づいて処理されるようにするた
め、CUST_ORDER を呼び出すクライアントは、要求をグローバル・トランザ
クションに関連付けます。

クライアントは、サービスをグローバル・トランザクションに関連付けるた
め、次の手順に従います。

1. tpbegin() を呼び出してトランザクションを開始します。 

2. サービス要求を発行します。

3. tpcommit() を呼び出してトランザクションを終了します。

操作は、1 つの作業単位で、グローバル・トランザクションの一環として実
行されます。CUST_ORDER サービスが呼び出されると、サーバにクライアン
トのトランザクションが複製転送されます。その結果、発注データベースへ
のアクセスと、出荷用キューへの注文の登録は、クライアントのトランザク
ションの一部となります。
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4 トランザクションについて
何らかの原因でどちらかの操作が失敗すると、システム・エラーまたはアプ
リケーション・エラーが発生し、トランザクションの作業は元に戻され (
ロールバックされ ) ます。つまり、トランザクションは初期状態に戻りま
す。

一方、2 つの操作が両方とも成功すると、クライアントはトランザクション
をコミットします。つまり、トランザクションの結果を確定することを正式
に通知します。これで、発注データベースへの更新は永続的となり、出荷部
門に送信された注文は、その部門のキューに登録されます。

BEA Tuxedo トランザクション・マ
ネージャ (TM) とは

リソース・マネージャ (RM: Resource Manager) は、データベース管理システ
ムや Application Queuing Manager のようなデータ・リポジトリであり、デー
タにアクセスするためのツールを備えています。BEA Tuxedo システムは、
1 つまたは複数の RM を使用してアプリケーションの状態を管理します。た
とえば、銀行の預金残高のレコードは、RM に保存されています。預金引き
出しサービスによってアプリケーションの状態が変わると、変更後の預金残
高が、適切な RM に記録されます。

BEA Tuxedo システムは、XA インターフェイス対応の RM が関与するトラ
ンザクションを管理するのに役立ちます。BEA Tuxedo システムは、トラン
ザクション・マネージャ (TM: Transaction Manager) として動作し、トランザ
クションに関連するすべての操作およびすべてのモジュールを調整します。

TM は、システム全体に渡るリソースが関与するグローバル・トランザク
ションを調整します。個々のリソースは、ローカルのリソース・マネージャ 
(RM) によって管理されます。トランザクション・マネージャ・サーバ 
(TMS: Transaction Manager Server) は、複数のリソースに関与するトランザ
クションの開始、コミット、およびアボートを行います。アプリケーショ
ン・コードは、RM に対して標準の埋め込み型 SQL インターフェイスを使
用し、読み取りや更新を行います。TMS は、RM に対して XA インターフェ
イスを使用し、グローバル・トランザクション操作を実行します。
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BEA Tuxedo トランザクション・マネージャ (TM) とは
次の表は、個々のトランザクションの代わりに TM が行うアクションをまと
めたものです。

表 0-5トランザクション・マネージャが実行するアクション 

状況 トランザクション・マネージャのアク
ション

アプリケーションがトランザク
ションを開始した場合

グローバル・トランザクション識別子 (GTRID) 
をトランザクションに割り当てます。

ほかのプロセスが、トランザク
ションを開始したプロセスと通
信する場合

通信相手のプロセスをトラッキングします。

トランザクション処理の一環と
して RM へのアクセスが行われ
る場合

RM に適切な GTRID を渡します。この結果、
RM は、トランザクション処理でアクセスされ
るデータベース・レコードを監視できます。

アプリケーションからトランザ
クションのコミットが通知され
た場合

2 フェーズ・コミット・プロトコルを実行しま
す。具体的には、以下を実行します。
(a) フェーズ 1 の実行中に、通信相手とコンタ
クトします。(b) フェーズ 1 が成功したことを
ログに記録します。
(c) フェーズ 2 で通信相手とコンタクトします。

アプリケーションからトランザ
クションのアボートが通知され
た場合

ロールバック手順を実行します。 

障害が発生した場合 障害を回復します。
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4 トランザクションについて
分散トランザクション処理をトラッキン
グする

BEA Tuxedo のトランザクションは、分散型のアーキテクチャで使用できま
す。たとえば、トランザクションに関与するローカル・マシンがリモート・
マシンと通信し、このリモート・マシンが、さらに別のリモート・マシンと
通信することができます。このようなしくみで実行されるトランザクション
処理を、分散トランザクション処理と呼びます。

システムでは、いつでもトランザクションをロールバック (初期状態に戻す
) できるように、トランザクション情報を保持しておく必要があるため、分
散トランザクション処理 (DTP) のトラッキングは複雑になります。この処理
を正しく実行するため、BEA Tuxedo システムは、トランザクション・ログ 
(TLOG) と呼ばれる専用のファイルに、トランザクションのパーティシパント
すべてのトラッキング情報を格納します。

次の図は、2 つのトランザクション・マネージャ (TM) を使用するアプリ
ケーションの例を示しています。2 つの TM はどちらも同じ TLOG にトラッキ
ング・データを記録します。

図 4-1トランザクション管理

トランザクションをコミットする前に、TM は処理を続行するかどうかを尋
ねる質問に繰り返し答える必要があります。必要に応じて、TM はロール
バックを行います。
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分散トランザクション処理をトラッキングする
グローバル・トランザクション識別子 (GTRID) を
使用してトラッキングする

BEA Tuxedo システムは、同時に実行されるトランザクションを含め、分散
システム内で実行されるすべてのトランザクションのフローをトラッキング
します。トランザクションのコミット時には、コーディネータ側でトランザ
クションに参加する RM を認識していなければならないため、各トランザク
ションは識別できる状態でなければなりません。このため、BEA Tuxedo シ
ステムは、各トランザクションにグロ―バル・トランザクション識別子 
(GTRID) を割り当てます。 

BEA Tuxedo システムは、XA インターフェイスを介して、アプリケーショ
ンがアクセスする RM と通信します。RM は、ローカル・トランザクション
識別子を割り当てることによってトランザクションをトラッキングし、グ
ローバル識別子をローカル識別子にマッピングします。

トランザクション・ログ (TLOG) を使用してトラッ
キングする

グローバル・トランザクションは、コミットされるプロセスに含まれる場合
にのみ、トランザクション・ログ (TLOG) に記録されます。TLOG には、2 
フェーズ・コミット・プロトコルの第 1 フェーズの最後に、グローバル・ト
ランザクションのパーティシパントからの応答が記録されます。

TLOG の記録があるということは、グローバル・トランザクションをコミッ
トしなければならないことを示します。ロールバックされるトランザクショ
ンは、TLOG に記録されません。

最初の「プリコミット」フェーズでは、各リソース・マネージャでトランザ
クション要求の実行をコミットします。すべてのリソース・マネージャでト
ランザクションがコミットされると、トランザクション・マネージャは、第 
2 フェーズを実行します。つまり、トランザクションはコミットされ、終了
します。アプリケーション障害またはシステムの障害により、どちらかのタ
スクが失敗すると、タスクは両方共失敗し、実行済みの処理は取り消され
る、つまり初期状態に「ロールバック」されます。
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4 トランザクションについて
グローバル・トランザクションの調節を行う TMS では、TLOG ファイルが使用
されます。各マシンには、専用の TLOG が必要です。

アプリケーションで Domains コンポーネントを使用している場合は、
Domains ゲートウェイが TMS の機能を果たします。ただし、Domains では、
Domains 固有の情報のほか、TLOG の内容に似た情報を含む独自のトランザク
ション・ログを使用します。

2 フェーズ・コミットを使用してトラン
ザクションをコミットする

2 フェーズ・コミットとは、トランザクションのコミットを確実に行うため
のアルゴリズムです。

このアルゴリズムのしくみをわかりやすく説明するため、次の状況を例にと
ります。6 人の仲間が、家を 1 週間借りて休暇を過ごす予定を立てていると
します。6 人共、それぞれ賃料の 6 分の 1 の金額しか負担できません。つま
り、6 人のうち誰かが参加できないと、家を借りることはできなくなりま
す。

1. この計画の第 1 フェーズでは、幹事が出席を確認し、すべてのメンバか
ら 6 分の 1 の賃料を集金します。1 人でも欠席者が出たら、幹事はグルー
プのすべてのメンバに連絡し、家を借りることができなくなったことを
伝えます。ただし、すべてのメンバの出席が確認でき、6 人分の賃料を徴
収できれば、第 1 フェーズは成功します。

2. 第 2 フェーズでは、幹事はグループのすべてのメンバに対し、計画が予
定どおりに行われることを通知します。

2 フェーズ・トランザクションのコミット処理も、この計画と同じように実
行されます。 

1. 第 1 フェーズでは、トランザクション・コーディネータがトランザク
ションに参加する可能性があるパーティシパントにコンタクトします。
すべてのパーティシパントは、トランザクションの結果の確定に同意し
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2 フェーズ・コミットを使用してトランザクションをコミットする
ますが、すぐには行いません。パーティシパントは、情報をディスクに
記録し、第 2 フェーズを完了できるようにします。すべてのパーティシ
パントがコミットに同意すると、トランザクション・コーディネータは
それを記録し、結果は確定されます。パーティシパントの同意がログに
記録されると、第 1 フェーズは終了します。

2. 第 2 フェーズでは、コーディネータは各パーティシパントに決定を通知
し、リソースへの更新を確定します。

トランザクションの影響を処理する

アプリケーション・モジュールが別のモジュールから呼び出され、トランザ
クションに参加することを、トランザクションの影響といいます。アプリ
ケーション・モジュールが影響を受けると、BEA Tuxedo システムはすべて
のパーティシパントをトラッキングして、第 2 フェーズに関連付けるパー
ティシパントを決定します。次の図は、システムがパーティシパントをト
ラッキングする方法を示します。

図 4-2トランザクション上の影響
『BEA Tuxedo アプリケーションの設定』 4-11



4 トランザクションについて
この図では、クライアント 1 がトランザクションを開始し、A、B、C の 3 つ
のサービスを呼び出しています。サービス A、B、C は、トランザクション
の開始後に呼び出されたため、トランザクションの影響を受けています。
サーバ A、B、C によって実行される作業はすべて、クライアント 1 によっ
て開始されたトランザクションの一部です。すべての作業は、1 つの単位で
実行され、すべてが成功するか、または失敗して tpabort の呼び出しにより
ロールバックされるかのどちらかになります。トランザクションが失敗する
と、初期状態に戻り、リソース・マネージャ上のトランザクションの結果は
元に戻されます。トランザクション内で認識されていないリソース・マネー
ジャや、トランザクション外からアクセスされたリソース・マネージャは、
ロールバックできません。

ATMI を使用して 2 フェーズ・コミットの前にトラ
ンザクションの整合性を確保する

トランザクションに関わる各リソースで実行される作業は、2 フェーズ・コ
ミットを開始する前に、すべて終了していなければなりません。ATMI を使
用すると、2 フェーズ・コミット・プロトコルの開始時に、すべてのトラン
ザクション作業を中止できます。

次に、2 フェーズ・コミットを実行する前に、ATMI を使用してトランザク
ション処理を中止する手順を示します。

1. Client_1 は tpbegin() を使ってトランザクションを開始します。

2. Client_1 は、tpcall() を使用して Service_A を呼び出します。Service_A 
の特徴は、以下のとおりです。

a. トランザクションの影響を受けます。

b. 操作を実行します。

c. tpreturn() を呼び出します。

d. トランザクション処理を終了します。

3. Client_1 は、tpcall() を使用して Service_B を呼び出します。Service_B 
の特徴は、以下のとおりです。
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2 フェーズ・コミットを使用してトランザクションをコミットする
a. トランザクションの影響を受けます。

b. 操作を実行します。

c. tpreturn() を呼び出します。

d. トランザクション処理を終了します。

4. Client_1 は、tpcall() を使用して Service_C を呼び出します。Service_C 
の特徴は、以下のとおりです。

a. トランザクションの影響を受けます。

b. 操作を実行します。

c. tpreturn() を呼び出します。

d. トランザクション処理を終了します。

5. Client_1 は、tpcommit() を使用して、コミットのプロセスを開始します。

トランザクションの処理中に、呼び出されたサービスが別のサービスを実行
しているか、またはオープン中の会話に関連付けられている場合、ATMI は
そのアクティビティをトラッキングし、アクティビティが完了するまでプロ
セスがコミットされないようにします。

ATMI は、呼び出されたすべてのサービスによるトランザクション処理が成
功した場合にのみ、トランザクションをコミットします。すべての処理が成
功すると、トランザクション・マネージャは、トランザクション内で実行さ
れたすべての更新が確定されたことをリソース・マネージャに通知します。

関連項目

5-2 ページの「UBBCONFIG ファイルを ATMI トランザクションに対応
させて変更する」

5-12 ページの「トランザクションをサポートするように Domains コン
フィギュレーション・ファイルを変更する」

5-16 ページの「例 : トランザクションを使用する分散アプリケーション」
『BEA Tuxedo アプリケーションの設定』 4-13



4 トランザクションについて
『C 言語を使用した BEA Tuxedo アプリケーションのプログラミング』の
「グローバル・トランザクションのコーディング」

『BEA Tuxedo システム入門』の「ATMI の使用」

BEA Tuxedo CORBA 環境でトランザクションを使用する方法について
は、『BEA Tuxedo CORBA トランザクション』を参照してください。
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章

5 トランザクション対
応の ATMI アプリ
ケーションのコン
フィギュレーション

ここでは、次の内容について説明します。

UBBCONFIG ファイルを ATMI トランザクションに対応させて変更する

RESOURCES セクションでグローバル・トランザクションのパラメータ
を指定する

MACHINES セクションでトランザクション・ログ (TLOG) を作成する

GROUPS セクションでリソース・マネージャとトランザクション・マ
ネージャ・サーバを定義する

SERVICES セクションでサービスに対するトランザクションの開始を有
効にする

トランザクションをサポートするように Domains コンフィギュレーショ
ン・ファイルを変更する

例 : トランザクションを使用する分散アプリケーション
『BEA Tuxedo アプリケーションの設定』 5-1



5 トランザクション対応の ATMI アプリケーションのコンフィギュレーション
注記 BEA Tuxedo CORBA 環境でトランザクションを使用する方法につい
ては、『BEA Tuxedo CORBA トランザクション』を参照してくださ
い。

UBBCONFIG ファイルを ATMI トラン
ザクションに対応させて変更する

アプリケーションの UBBCONFIG ファイルをトランザクションに対応させるに
は、RESOURCES、MACHINES、GROUPS、および SERVICES セクションを変更す
る必要があります。

セクション名 変更内容

RESOURCES アプリケーションに設定できるトランザクションの数、およ
びコミット制御フラグの値を指定します。

MACHINES 各マシンの TLOG 情報を指定します。

GROUPS 各リソース・マネージャおよびトランザクション・マネー
ジャ・サーバに関する情報を指定します。

SERVICES 自動トランザクション・オプションを有効にします。
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RESOURCES セクションでグローバル・トランザクションのパラメータを指定す
RESOURCES セクションでグローバ
ル・トランザクションのパラメータを指
定する

次の表では、RESOURCES セクションに指定するトランザクション関連のパラ
メータを説明します。

パラメータ名
説明

MAXGTT 一度に 1 台のマシン上で設定できるグローバル・トランザク
ション識別子 (GTRID) の数を制限します。設定可能な最大値は 
2048、最小値は 0、デフォルト値は 100 です。MAXGTT の値は、
MACHINES セクションでマシンごとに上書きできます。
グローバル・トランザクションがアクティブな間だけ、テーブ
ル内にそのエントリがあるため、このパラメータには同時トラ
ンザクションの数に制限を設ける効果があります。
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5 トランザクション対応の ATMI アプリケーションのコンフィギュレーション
CMTRET TP_COMMIT_CONTROL 特性の初期設定が次のいずれかであるこ
とを示します。

LOGGED―TP_COMMIT_CONTROL 特性は TP_CMT_LOGGED に
設定されます。すべてのパーティシパントが正常にプリコ
ミットを行った場合に tpcommit() が返されることを示し
ます。

COMPLETE―TP_COMMIT_CONTROL 特性は 
TP_CMT_COMPLETE に設定されます。すべてのパーティシパ
ントが正常にコミットするまで tpcommit() が返されない
ことを示します。 
デフォルト値は COMPLETE です。
適切な設定値については、リソース・マネージャ (RM) のベン
ダに問い合わせてください。XA 標準のレイト・コミット実装
を使用するリソース・マネージャがある場合、COMPLETE に設
定します。すべてのリソース・マネージャがアーリー・コミッ
ト実装を使用する場合は、性能上の理由により LOGGED に設定
します。この設定は tpscmt() を使用して上書きできます。

MAXTRANTIME トランザクションの最長のタイムアウト値を指定します。

有効な値は 0 ～ 2,147,483,647 の範囲です。
0 はトランザクションのタイムアウト値に制限がないことを表
します。

デフォルトは 0 です

注記 MAXTRANTIME の詳細については、UBBCONFIG(5) の 
RESOURCES セクションにある MAXTRANTIME、または 
TM_MIB(5) の T_DOMAIN クラスにある 
TA_MAXTRANTIME を参照してください。

パラメータ名
説明
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MACHINES セクションでトランザクション・ログ (TLOG) を作成する
MACHINES セクションでトランザク
ション・ログ (TLOG) を作成する

TLOG を作成するには、以下のタスクを実行します。

汎用デバイス・リスト (UDL: Universal Device List) を作成します。

MACHINES セクションでトランザクション関連のパラメータを定義しま
す。

Domains トランザクション・ログを作成します。

UDL を作成する
汎用デバイス・リスト (UDL: Universal Device List) は、BEA Tuxedo ファイ
ルシステムの地図のようなものです。UDL は、アプリケーションの起動後、
共用メモリにロードされます。TLOG は、トランザクションが終了するまで、
トランザクションに関する情報が保持されているログを参照します。UDL 
内に TLOG デバイス用のエントリを作成するには、グローバル・トランザク
ションを使用して各マシンに UDL を作成します (TLOGDEVICE が 2 台のマシ
ン間でミラーリングされる場合は、一方のマシンに UDL を作成するだけで
十分です )。起動時に、BBL は TLOG を初期化し、オープンします。

UDL を作成するには、アプリケーションを起動する前に次のコマンドを実
行します。

tmadmin -c crdl -z config -b blocks

注記 デバイスが既に存在する場合、このコマンドは失敗します。

config の値は、UDL の作成先デバイスの絶対パス名です。これは、コン
フィギュレーション・ファイルの MACHINES セクションにある TLOGDEVICE パ
ラメータの値と一致している必要があります。blocks には、デバイス上に
割り当てるブロックの数を指定します。
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5 トランザクション対応の ATMI アプリケーションのコンフィギュレーション
注記 blocks の値が TLOGSIZE の値より小さいと、性能が低下する可能性が
あります。したがって、blocks には TLOGSIZE より大きい値を指定し
てください。たとえば、TLOGSIZE に 200 ブロックが指定されている
場合、-b500 を指定すると、性能は低下しません。

TLOG の保存方法については、『BEA Tuxedo システムのインストール』を参
照してください。

MACHINES セクションでトランザクション関連の
パラメータを定義する

グロ―バル・トランザクション・ログ (TLOG) を定義するには、UBBCONFIG 
ファイルの MACHINES セクションでパラメータをいくつか設定する必要があ
ります。 

これらのパラメータのうち、TLOGDEVICE については、TLOG が必要な各マシ
ン上に TLOGDEVICE のデバイス・リスト・エントリを手動で作成しなければ
なりません。これは、TUXCONFIG がロードされる前でも後でも作成できます
が、必ず、システムを起動する前に作成してください。 

次の表では、MACHINES セクションに指定するトランザクション関連のパラ
メータを説明します。

パラメータ名 説明

TLOGNAME このマシンの DTP トランザクション・ログの名前を指
定します。

TLOGDEVICE このマシンの DTP トランザクション・ログ (TLOG) を含
む BEA Tuxedo ファイルシステムを指定します。この
パラメータを指定しないと、マシンには TLOG がない
と見なされます。値に使用できる文字数は、最大 64 文
字です。
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MACHINES セクションでトランザクション・ログ (TLOG) を作成する
Domains トランザクション・ログを作成する
Domains ゲートウェイ・グループを起動する前に、Domains トランザクショ
ン・ログを作成する必要があります。Domains トランザクション・ログは、
現在のマシン (DMADM を実行中のマシン ) の指定されたローカル・ドメインに
作成してください。ログを作成するには、次のコマンドを入力します。

dmadmin crdmlog crdlog -d local_domain_name

このコマンドでは、DMCONFIG ファイルで指定したパラメータが使用されま
す。指定したローカル・ドメインが現在のマシン上でアクティブであるか、
またはログがすでに存在する場合、このコマンドは失敗します。トランザク
ション・ログがない場合は、Domains ゲートウェイ・グループの起動時に作
成されます。

TLOGSIZEE TLOG ファイルのサイズを指定します (物理ページ単位
)。この値には、1 ～ 2048 の範囲の値を設定します。
デフォルト値は 100 です。指定した時点で、未処理ト
ランザクションを十分保持できるマシン上のサイズを
指定します。1 ページにつき 1 つのトランザクションが
ログに記録されます。ほとんどのアプリケーションで
はデフォルト値で十分です。

TLOGOFFSET TLOGDEVICE の始めから、このマシンのトランザク
ション・ログを含む VTOC の開始までのページのオフ
セット (ページ数 )。この値は 0 以上で、デバイス上の
ページ数より小さい値でなければなりません。デフォ
ルト値は 0 です。
TLOGOFFSET が必要になることはほとんどありません。
ただし、2 つの VTOC が同じデバイスを共有したり、
VTOC が別のアプリケーションに共有されるデバイス (
ファイルシステムなど ) 上に格納される場合は、
TLOGOFFSET を使用してデバイスのアドレスに関連す
る開始アドレスを指定できます。

パラメータ名 説明
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5 トランザクション対応の ATMI アプリケーションのコンフィギュレーション
関連項目

『BEA Tuxedo アプリケーション実行時の管理』の 2-20 ページの「トラン
ザクション・ログ (TLOG) とは」

GROUPS セクションでリソース・マ
ネージャとトランザクション・マネー
ジャ・サーバを定義する

GROUPS セクションのパラメータにより、特定のグループに対してトランザ
クション・マネージャ・サーバ (TMS) およびリソース・マネージャ (RM) の
属性を定義できます。

TMS は、グローバル・トランザクションを制御するほとんどの作業を行
うサーバです。このサーバに対しては、次のパラメータを定義します。

TMSNAME には、エントリで定義済みのグループに関連付けられた、ト
ランザクション・マネージャ・サーバ用の実行可能ファイル名を指定
します。BEA Tuxedo システムには、トランザクションに参加しても 
RM は使用しないグループ用に、ヌル・トランザクション・マネー
ジャ・サーバ (TMS) が用意されています。この TMS サーバは、どの 
RM とも通信しません。RM とは通信せず、トランザクションの管理
だけを行います。

TMSCOUNT には、起動する TMS の数 (最小 2、最大 10、デフォルト 3) 
を指定します。

各リソース・マネージャに対しては、OPENINFO および CLOSEINFO パラ
メータを定義します。これらのパラメータの値は、リソース・マネー
ジャをオープンまたはクローズするために必要な情報を含む文字列です。
適切なパラメータ値は、リソース・マネージャのベンダ側で用意されま
す。たとえば、リソース・マネージャとして Oracle データベースを使用
している場合、次のような値を指定します。
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GROUPS セクションでリソース・マネージャとトランザクション・マネージャ・
OPENINFO=”ORACLE_XA:

Oracle_XA+Acc=P/Scott/*****+SesTm=30+LogDit=/tmp”

GROUPS セクションの例
以下は、BEA Tuxedo システムに同梱されている銀行業務サンプル・アプリ
ケーション bankapp の GROUPS セクションの例です。

BANKB1 GRPNO=1 TMSNAME=TMS_SQL TMSCOUNT=2
OPENINFO=”TUXEDO/SQL:APPDIR/bankdl1:bankdb:readwrite”

GROUPS セクションの例でのトランザクション値

次の表では、GROUPS セクションの例のトランザクション値を説明します。

TMSNAME、TMSCOUNT、OPENINFO、および CLOSEINFO パラ
メータの特性

次の表では、TMSNAME、TMSCOUNT、OPENINFO、および CLOSEINFO パラメータ
の特性を説明します。

トランザクション値 目的

BANKB1 GRPNO=1 
TMSNAME=TMS_SQL TMSCOUNT=2 

トランザクション・マネージャ・サーバの
名前 (TMS_SQL) と、グループ BANKB1 で起
動するサーバの数 (2) を指定します。

TUXEDO/SQL リソース・マネージャの公開名です。

APPDIR/bankdl1 デバイス名です。

bankdb データベース名です。

readwrite アクセス・モードです。
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5 トランザクション対応の ATMI アプリケーションのコンフィギュレーション
SERVICES セクションでサービスに対
するトランザクションの開始を有効にす
る

状況によっては、SERVICES セクションに AUTOTRAN、TRANTIME、および 
ROUTING という 3 つのトランザクション関連パラメータを設定しなければな
らない場合があります。

クライアントの代わりに、サービスにトランザクションを開始させる場

合は、AUTOTRAN フラグを Y に設定する必要があります。この設定は、
サービスが大規模なトランザクションの一部でない場合や、トランザク
ションの決定に関わるクライアント側の負担を軽減したい場合に役立ち

パラメータ名
説明

TMSNAME 実行可能なトランザクション・マネージャ・サーバの名前です。

トランザクション対応のアプリケーションでは、必須パラメー
タです。

TMS は、ヌル・トランザクション・マネージャ・サーバです。

TMSCOUNT トランザクション・マネージャ・サーバの数。2 ～ 10 の範囲の
値を設定します。

デフォルト値は 3 です。このパラメータは省略できます。

OPENINFO、
CLOSEINFO

リソース・マネージャをオープンまたはクローズするために必
要な情報です。

内容は、リソース・マネージャによって異なります。

値はリソース・マネージャの名前で始まります。

この値を省略すると、RM がオープンまたはクローズするための
情報を必要としないことを示します。
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SERVICES セクションでサービスに対するトランザクションの開始を有効にする
ます。既存のトランザクションがある場合にサービスが呼び出されると、
この呼び出しは既存のトランザクションの一部になります。デフォルト
値は  N です。

注記 一般的に、サービスは大規模なトランザクションに参加するため、
トランザクションのイニシエータとしてはクライアントが最も適
しています。

AUTOTRAN が Y に設定されている場合、TRANTIME パラメータを設定する
必要があります。これはトランザクション作成時のタイムアウト値です。

0 ～ 2,147,483,647 (231 - 1、つまり約 70 年 ) の値を指定してください。
0 は、トランザクションにタイムアウトが設定されていないことを示し
ます。デフォルト値は 30 秒です。

データ依存型ルーティングを使用するトランザクションには、ROUTING 
パラメータを定義する必要があります。

AUTOTRAN、TRANTIME、および ROUTING パラ
メータの特性

次の表では、AUTOTRAN、TRANTIME、および ROUTING パラメータの特性を説明
します。

パラメータ名
説明

AUTOTRAN トランザクションのイニシエータとしてサービスを指定します。

このパラメータを正しく機能させるには、アプリケーション設
計者とアプリケーション管理者の間のコミュニケーションが重
要です。開発者が設定した ICF パラメータを知らずに管理者が
この値を Y に設定すると、アプリケーションの誤動作や失敗が
生じる可能性があります。

トランザクションがすでに存在している場合、新しいトランザ
クションは開始しません。 
デフォルト値は N です。
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5 トランザクション対応の ATMI アプリケーションのコンフィギュレーション
トランザクションをサポートするように 
Domains コンフィギュレーション・
ファイルを変更する

ドメインを介してトランザクションを有効にするには、Domains コンフィ
ギュレーション・ファイル (DMCONFIG) の DM_LOCAL および DM_IMPORT セク
ション内のパラメータを設定する必要があります。DM_LOCAL セクションの
エントリでは、ローカル・ドメインの特性を定義します。DM_IMPORT セク
ションのエントリでは、インポートされたサービスや、リモート・ドメイン
で使用可能なサービスを定義します。

TRANTIME AUTOTRAN トランザクションのタイムアウト値を指定します。
有効な値は 0 ～ 2,147,483,647 の範囲です。
0 は、タイムアウトが発生しないことを示します。
デフォルト値は 30 秒です。

ROUTING このサービスを要求するトランザクションにデータ依存型ルー
ティングが指定されている ROUTING セクション内のエントリを
指します。

パラメータ名
説明
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トランザクションをサポートするように Domains コンフィギュレーション・ファ
DMTLOGDEV、DMTLOGNAME、DMTLOGSIZE、
MAXRAPTRAN、および MAXTRAN パラメータの
特性

Domains コンフィギュレーション・ファイルの DM_LOCAL セクションでは、
ローカル・ドメインおよびそれに関連するゲートウェイ・グループを指定し
ます。ゲートウェイ・グループ (ローカル・ドメイン ) ごとに、そのグルー
プで実行するドメイン・ゲートウェイ・プロセスに必要なパラメータを指定
するエントリを作成する必要があります。 

次の表では、このセクションの 5 つのトランザクション関連パラメータ 
(DMTLOGDEV、DMTLOGNAME、DMTLOGSIZE、MAXRAPTRAN、および MAXTRAN) を説
明します。

パラメータ名
説明

DMTLOGDEV このマシンの Domains トランザクション・ログ (DMTLOG) を含む 
BEA Tuxedo ファイルシステムを指定します。DMTLOG は、
TLOGDEVICE (BEA Tuxedo ファイルシステム ) 上に BEA Tuxedo 
の VTOC テーブルとして格納されます。このパラメータを指定し
ない場合、Domains ゲートウェイ・グループは要求をトランザ
クション・モードで処理できません。同じマシン上で実行する
ローカル・ドメインは、同じ DMTLOGDEV ファイルシステムを共
用できますが、ローカル・ドメインごとに個別のログ 
(DMTLOGDEV) を作成する必要があります。各ログの名前は、
DMTLOGNAME パラメータによって決まります。

DMTLOGNAME このドメインの Domains トランザクション・ログの名前を指定
します。このドメインがほかのローカル・ドメインと同じファ
イルシステム上にある場合 (DMTLOGDEV の値が同じ )、
DMTLOGNAME の値はログごとに一意でなければなりません。値に
は 30 文字以内の文字を使用できます。デフォルトは DMTLOG で
す。
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5 トランザクション対応の ATMI アプリケーションのコンフィギュレーション
AUTOTRAN および TRANTIME パラメータの特性
Domains コンフィギュレーション・ファイルの DM_IMPORT セクションでは、
インポートされ、リモート・ドメインで使用可能になったサービスに関する
情報を提供します。各リモート・サービスは、特定のリモート・ドメインに
関連付けられています。 

DM_IMPORT セクションに、トランザクションをサポートする AUTOTRAN パラ
メータと TRANTIME パラメータを設定することもできます。次の表では、こ
れらのパラメータを説明します。

DMTLOGSIZE このマシンの Domains トランザクション・ログのサイズを指定
します (ページ数単位 )。0 より大きく、BEA Tuxedo ファイルシ
ステム上の空き領域より小さい値を指定します。デフォルトは 
100 ページです。 

注記 トランザクション内のドメインの数により、
DMTLOGSIZE パラメータで指定するページ数が決まりま
す。トランザクションとログのページ数は、1 対 1 で
マッピングされません。

MAXRAPTRAN トランザクションに含めることのできるドメインの最大数を指
定します。ゼロより大きく、32,768 未満の値を指定します。デ
フォルト値は 16 です。

MAXTRAN このローカル・ドメイン上で同時に実行できるグローバル・ト
ランザクションの最大数を指定します。0 以上で、コンフィギュ
レーション・ファイルに定義されている MAXGTT パラメータ以下
の値を指定します。デフォルト値は、MAXGTT の値です。

パラメータ名
説明
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トランザクションをサポートするように Domains コンフィギュレーション・ファ
UBBCONFIG ファイルの RESOURCES セクションでは、MAXTRANTIME という追加
のトランザクション・タイムアウト・プロパティも使用できます。
MAXTRANTIME タイムアウト値が TRANTIME タイムアウト値、またはトランザ
クションを開始する際に tpbegin(3c) 呼び出しで渡されたタイムアウト値よ
りも小さい場合、トランザクションのタイムアウトは MAXTRANTIME 値まで減
少します。MAXTRANTIME は BEA Tuxedo 8.0 以前を実行するマシン上で開始
されるトランザクションには影響を与えません。ただし、BEA Tuxedo 8.1 
以降を実行するマシンがトランザクションの影響を受ける場合は、そのノー
ドに対して設定されている MAXTRANTIME 値までトランザクション・タイムア
ウト値が制限 (必要に応じて減少 ) されます。

パラメータ名 説明

AUTOTRAN リモート・サービスのトランザクションを自動的に開始
/終了するためにゲートウェイが使用します。この機能
は、リモート・サービスに対して、信頼性のあるネット
ワーク通信を行う場合に必要です。この機能を要求する
には、対応するリモート・サービスのエントリで 
AUTOTRAN パラメータを Y に設定します。

TRANTIME 定義されたサービスに対して自動的に開始されるトラン
ザクションのタイムアウト値を秒単位で指定します。0 
以上 2,147,483,648 未満の値を指定します。0 は、マシン
の最大タイムアウト値を示します。デフォルト値は 30 
秒です。
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5 トランザクション対応の ATMI アプリケーションのコンフィギュレーション
Domains コンフィギュレーションの場合は、以下のようなトランザクション
処理のシナリオが考えられます。

ドメイン間トランザクションで MAXTRANTIME パラメータを認識しない
ノードが影響を受ける場合、または MAXTRANTIME パラメータを認識する
がパラメータが設定されていない場合、トランザクションのタイムアウ
ト値は TRANTIME、またはトランザクションを開始した tpbegin() 呼び出
しで渡されたタイムアウト値によって決まります。TRANTIME または 
tpbegin() のタイムアウト値を超えると、トランザクションの影響を受
けるすべての BEA Tuxedo ノード (トランザクションを開始したノード
も含む ) は TMS タイムアウト・メッセージを生成します。

ドメイン間トランザクションで MAXTRANTIME パラメータを認識するノー
ドが影響を受け、そのノードに対してパラメータが設定されている場合、
トランザクションのタイムアウト値はそのノードの MAXTRANTIME 値と同
じ値に減少されます。

TRANTIME または tpbegin() のタイムアウト値が MAXTRANTIME 以下の場
合、トランザクション処理のシナリオは前述のようになります。

TRANTIME または tpbegin() のタイムアウト値が MAXTRANTIME より大き
い場合、影響を受けるノードはトランザクションのタイムアウト値を 
MAXTRANTIME まで減少します。MAXTRANTIME タイムアウト値を超えると、
影響を受けるノードは TMS タイムアウト・メッセージを生成します。

MAXTRANTIME の詳細については、UBBCONFIG(5) の RESOURCES セクションに
ある MAXTRANTIME、または TM_MIB(5) の T_DOMAIN クラスにある 
TA_MAXTRANTIME を参照してください。

例 : トランザクションを使用する分散ア
プリケーション

この節では、3 つのサイトに分散される、トランザクション対応の bankapp 
アプリケーションを定義するコンフィギュレーション・ファイル例を示しま
す。このアプリケーションには、次の特徴があります。 
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例 : トランザクションを使用する分散アプリケーション
ACCOUNT_ID に対してデータ依存型ルーティングが実行されます。

データは 3 つのデータベースに分散されます。

ATMI インターフェイスを使用してシステムと通信する BRIDGE プロセス
が実行されます。

1 つのサイトからアプリケーションが管理されます。

ファイルは、7 つのセクション (RESOURCES、MACHINES、GROUPS、NETWORK、
SERVERS、SERVICES、および ROUTING) で構成されます。 
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5 トランザクション対応の ATMI アプリケーションのコンフィギュレーション
RESOURCES セクションの例
次のリストは、RESOURCES セクションの例です。

コード リスト 5-1   RESOURCES セクションの例

*RESOURCES
#
IPCKEY       99999
UID          1
GID          0
PERM         0660
MAXACCESSERS 25
MAXSERVERS   25
MAXSERVICES  40
MAXGTT       20
MASTER       SITE3, SITE1
SCANUNIT     10
SANITYSCAN   12
BBLQUERY     180
BLOCKTIME    30
DBBLWAIT     6
OPTIONS      LAN, MIGRATE
MODEL        MP
LDBAL        Y

このリストでは、次の点に注意してください。

MAXSERVERS、MAXSERVICES、および MAXGTT は、デフォルト値より小さい
値に設定されています。これは、掲示板のサイズを小さくするためです。

MASTER は SITE3 で、バックアップ・マスタは SITE1 です。

MODEL が MP に設定されており、OPTIONS が LAN、MIGRATE に設定されて
いるため、ネットワーク接続されたコンフィギュレーションを使用して
移行を行うことができます。

BBLQUERY が 180 に設定されており、SCANUNIT が 10 に設定されているた
め、DBBL はリモートの BBL を 1800 秒おき (30 分おき ) にチェックしま
す。
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例 : トランザクションを使用する分散アプリケーション
MACHINES セクションの例
次のリストは、MACHINES セクションの例です。

コード リスト 5-2   MACHINES セクションの例

*MACHINES
giselle      LMID=SITE1
             TUXDIR=”/usr/tuxedo”
             APPDIR=”/usr/home”
             ENVFILE=”/usr/home/ENVFILE”
             TLOGDEVICE=”/usr/home/TLOG”
             TLOGNAME=TLOG
             TUXCONFIG=”/usr/home/tuxconfig”
             TYPE=”3B600”

romeo        LMID=SITE2
             TUXDIR=”/usr/tuxedo”
             APPDIR=”/usr/home”
             ENVFILE=”/usr/home/ENVFILE”
             TLOGDEVICE=”/usr/home/TLOG”
             TLOGNAME=TLOG
             TUXCONFIG=”/usr/home/tuxconfig”
             TYPE=”SEQUENT”

juliet       LMID=SITE3
             TUXDIR=”/usr/tuxedo”
             APPDIR=’/usr/home”
             ENVFILE=”/usr/home/ENVFILE”
             TLOGDEVICE=”/usr/home/TLOG”
             TLOGNAME=TLOG
             TUXCONFIG=”/usr/home/tuxconfig”
             TYPE=”AMDAHL”

このリストでは、次の点に注意してください。

TLOGDEVICE および TLOGNAME が指定され、トランザクションが行われる
ことを示します。
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5 トランザクション対応の ATMI アプリケーションのコンフィギュレーション
TYPE パラメータはすべて異なりますが、これはマシン間で送られるすべ
てのメッセージに符号化 /復号化が行われることを示します。
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例 : トランザクションを使用する分散アプリケーション
GROUPS セクションおよび NETWORK セクショ
ンの例

次のリストは、GROUPS セクションおよび NETWORK セクションの例です。

コード リスト 5-3   GROUPS セクションおよび NETWORK セクションの例

*GROUPS
DEFAULT:        TMSNAME=TMS_SQL       TMSCOUNT=2
BANKB1          LMID=SITE1            GRPNO=1
 OPENINFO=”TUXEDO/SQL:/usr/home/bankdl1:bankdb:readwrite”
BANKB2          LMID=SITE2            GRPNO=2
 OPENINFO=”TUXEDO/SQL:/usr/home/bankdl2:bankdb:readwrite”
BANKB3           LMID=SITE3            GRPNO=3
 OPENINFO=”TUXEDO/SQL:/usr/home/bankdl3:bankdb:readwrite”

*NETWORK
SITE1            NADDR=”0X0002ab117B2D4359”
                 BRIDGE=”/dev/tcp”
                 NLSADDR=”0X0002ab127B2D4359”

SITE2            NADDR=”0X0002ab117B2D4360”
                 BRIDGE=”/dev/tcp”
                 NLSADDR=”0X0002ab127B2D4360”

SITE3            NADDR=”0X0002ab117B2D4361”
                 BRIDGE=”/dev/tcp”
                 NLSADDR=”0X0002ab127B2D4361”

このリストでは、次の点に注意してください。

TMSCOUNT は 2 に設定されますが、これはグループあたり 2 つの TMS_SQL 
トランザクション・マネージャ・サーバだけが起動されることを示しま
す。

OPENINFO 文字列は、アプリケーションがデータベース・アクセスを行う
ことを示します。
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5 トランザクション対応の ATMI アプリケーションのコンフィギュレーション
SERVERS、SERVICES、および ROUTING セク
ションの例

次のリストは、SERVERS、SERVICES、および ROUTING セクションの例です。

コード リスト 5-4   SERVERS、SERVICES、および ROUTING セクション
の例

*SERVERS
DEFAULT: RESTART=Y MAXGEN=5 REPLYQ=N CLOPT=”-A”
TLR      SRVGRP=BANKB1    SRVID=1    CLOPT=”-A -- -T 100"
TLR      SRVGRP=BANKB2    SRVID=3    CLOPT=”-A -- -T 400"
TLR      SRVGRP=BANKB3    SRVID=4    CLOPT=”-A -- -T 700"
XFER     SRVGRP=BANKB1    SRVID=5    REPLYQ=Y
XFER     SRVGRP=BANKB2    SRVID=6    REPLYQ=Y
XFER     SRVGRP=BANKB3    SRVID=7    REPLYQ=Y

*SERVICES
DEFAULT:    AUTOTRAN=N
WITHDRAW        ROUTING=ACCOUNT_ID
DEPOSIT         ROUTING=ACCOUNT_ID
TRANSFER        ROUTING=ACCOUNT_ID
INQUIRY         ROUTING=ACCOUNT_ID

*ROUTING
ACCOUNT_ID      FIELD=ACCOUNT_ID     BUFTYPE=”FML”
                     RANGES=”MON - 9999:*,
                     10000 - 39999:BANKB1
                     40000 - 69999:BANKB2
                     70000 - 100000:BANKB3
                        “”

このリストでは、次の点に注意してください。

TLR サーバが tpsvrinit() 関数を呼び出す場合は、-T オプションに 100、
400、または 700 を指定します。

すべてのサービス要求は ACCOUNT_ID フィールドでルーティングされま
す。
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例 : トランザクションを使用する分散アプリケーション
AUTOTRAN モードではサービスは行われません。

関連項目

4-1 ページの「トランザクションとは」

『C 言語を使用した BEA Tuxedo アプリケーションのプログラミング』の
9-1 ページの「グローバル・トランザクションのコーディング」

『BEA Tuxedo システム入門』の「ATMI の使用」

BEA Tuxedo CORBA 環境でトランザクションを使用する方法について
は、『BEA Tuxedo CORBA トランザクション』を参照してください。
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5 トランザクション対応の ATMI アプリケーションのコンフィギュレーション
5-24 『BEA Tuxedo アプリケーションの設定』



章

6 CORBA インター
フェイス・リポジト
リの管理

この章は、BEA Tuxedo CORBA 環境にのみ適用されます。以下の節で構成
されます。

管理上の注意

管理コマンドを使用してインターフェイス・リポジトリを管理する

1 つ以上のインターフェイス・リポジトリ・サーバを起動するように 
UBBCONFIG ファイルを設定する

インターフェイス・リポジトリには、BEA Tuxedo ドメインでインプリメン
トされる CORBA オブジェクトのインターフェイス記述が格納されていま
す。インターフェイス・リポジトリは、BEA Tuxedo CORBA サーバ固有の
ツールを使用して管理します。これらのツールを使用すると、インターフェ
イス・リポジトリを作成したり、OMG (Object Management Group) の IDL (
インターフェイス定義言語 ) の定義に準拠した設定を行ったり、インター
フェイスの削除を行うことができます。インターフェイス・リポジトリ・
サーバをシステムに追加するには、アプリケーションの UBBCONFIG ファイル
にエントリを追加することが必要になる場合があります。

プログラミングの関連情報については、『BEA Tuxedo CORBA プログラミン
グ・リファレンス』を参照してください。
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6 CORBA インターフェイス・リポジトリの管理
管理上の注意

管理者は、インターフェイス・リポジトリが必要かどうかを判断する必要が
あります。インターフェイス・リポジトリは、すべてのシステムで必要なわ
けではないためです。インターフェイス・リポジトリが必要な場合は、まず
リポジトリ・データベースを作成し、必要な設定を行います。リポジトリ・
データベースの作成と設定には、idl2ir コマンドを使用します。

インターフェイス・リポジトリが必要な場合は、以下の点を確認してくださ
い。

必要なインターフェイス・リポジトリ・サーバの数

インターフェイス・リポジトリ・データベースを複製するかどうか

インターフェイス・リポジトリ・データベースへの共有アクセスを許可

するかどうか

インターフェイス・リポジトリの更新方法 

システムには、1 つ以上のインターフェイス・リポジトリ・サーバを設定す
ることができます。動的起動インターフェイス (DII) または ActiveX を使用
するクライアントがある場合は、少なくとも 1 つのインターフェイス・リポ
ジトリ・サーバを設定する必要があります。 

複数のサーバを設定すると、パフォーマンスと障害耐久性を高めることがで
きます。パフォーマンスを向上させるには、インターフェイス・リポジト
リ・サーバの数を DDI および ActiveX クライアントの数に基づいて決めま
す。また、障害耐久性を高めるには、システムのコンフィギュレーションと
要求される障害耐久性のレベルに基づいて、インターフェイス・リポジト
リ・サーバの数を決める必要があります。

複数のインターフェイス・リポジトリ・サーバが設定されたシステムでは、
データベースを複製するかどうか、データベースを共有するかどうか、また
はそれらを両方とも行うかどうかを決定する必要があります。どちらの設定
方法にもそれぞれメリットとデメリットがあります。インターフェイス・リ
ポジトリ・データベースを複製すると、ローカル・ファイル・アクセスが可
能になるので、パフォーマンスを向上できます。 
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管理コマンドを使用してインターフェイス・リポジトリを管理する
しかし、複製したデータベースをどのように更新するかが重大な問題となり
ます。すべてのデータベースは常に同一でなければならず、そのためにイン
ターフェイス・リポジトリ・サーバの起動と停止が必要になります。イン
ターフェイス・リポジトリ・データベースをマウントして共有するとこの問
題を解決できますが、パフォーマンスに影響し、シングル・ポイント障害が
発生する可能性があります。複製と共有の 2 つの方法を組み合わせることも
可能です。

管理コマンドを使用してインターフェイ
ス・リポジトリを管理する

以下のコマンドを使用して、BEA Tuxedo ドメインのインターフェイス・リ
ポジトリを管理します。

idl2ir

ir2idl

irdel

前提条件

コマンドを実行する前に、定義したパスに bin ディレクトリがあることを確
認します。以下はパスの例です。

Windows 2000 の場合 :

set path=%TUXDIR%\bin;%path%

UNIX の場合 :

C シェル (csh) の場合 :set path = ($TUXDIR/bin $path)

Bourne (sh) または Korn (ksh) シェルの場合 : PATH=$TUXDIR/bin:$PATH 
                           export PATH
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環境変数を設定するには :

Windows 2000 の場合 : 

set var=value

UNIX の場合 : 

C シェルの場合 : 

setenv var value

Bourne および Korn シェル (sh/ksh) の場合 : 

var=value
export var

インターフェイス・リポジトリを作成して設定する

インターフェイス・リポジトリを作成し、インターフェイス定義をロードす
るには、idl2ir コマンドを使用します。このコマンドは、リポジトリ・
ファイルが存在しない場合は作成し、既に存在する場合は指定されたイン
ターフェイス定義をそのファイルにロードします。このコマンドの形式は次
のとおりです。

idl2ir [options] definition-filename-list

このコマンドの詳細については、BEA Tuxedo のオンライン・マニュアルの
『BEA Tuxedo のファイル形式とデータ記述方法』を参照してください。 

注記 変更結果を確認するには、インターフェイス・リポジトリ・サーバ
を再起動する必要があります。
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インターフェイス・リポジトリの内容を表示または
抽出する

インターフェイス・リポジトリの内容を表示するには、ir2idl コマンドを
使用します。このコマンドを使用して、複数のインターフェイスの OMG 
IDL ステートメントをファイルに抽出することもできます。このコマンドの
形式は次のとおりです。

ir2idl [options] [interface-name]

このコマンドの詳細については、BEA Tuxedo のオンライン・マニュアルの
『BEA Tuxedo のファイル形式とデータ記述方法』を参照してください。 

インターフェイス・リポジトリからオブジェクトを
削除する

インターフェイス・リポジトリから指定したオブジェクトを削除するには、
irdel コマンドを使用します。削除できるのは、ほかのインターフェイスか
ら参照されていないインターフェイスだけです。デフォルトのリポジトリ・
ファイルは repository.ifr です。このコマンドの形式は次のとおりです。

irdel [-f repository-name]  [-i id] object-name

このコマンドの詳細については、BEA Tuxedo のオンライン・マニュアルの
『BEA Tuxedo のファイル形式とデータ記述方法』を参照してください。 

注記 変更結果を確認するには、インターフェイス・リポジトリ・サーバ
を再起動する必要があります。
『BEA Tuxedo アプリケーションの設定』 6-5



6 CORBA インターフェイス・リポジトリの管理
1 つ以上のインターフェイス・リポジト
リ・サーバを起動するように 
UBBCONFIG ファイルを設定する

1 つ以上のインターフェイス・リポジトリを使用する各アプリケーションに
対し、Tuxedo CORBA のインターフェイス・リポジトリ・サーバを 1 つ以上
起動する必要があります。サーバ名は TMIFRSVR です。この TMIFRSVR のエン
トリを、アプリケーションの UBBCONFIG ファイルの SERVERS セクションに追
加します。 

デフォルトでは、TMIFRSVR サーバは、APPDIR 環境変数で指定された最初の
パス名にあるインターフェイス・リポジトリ・ファイル repository.ifr を
使用します。このデフォルト設定は、コマンド行オプション (CLOPT) パラ
メータで -f filename オプションを指定して上書きすることができます。 

次の例は、UBBCONFIG サンプル・ファイルの SERVERS セクションを示してい
ます。この例では、アプリケーションのデフォルトのインストール先ディレ
クトリ ($APPDIR) にあるデフォルト・ファイル repository.ifr を使用する
代わりに、別のファイルと場所 (/usr/repoman/myrepo.ifr) を指定していま
す。

注記 この例では、BEA Tuxedo CORBA アプリケーションでサーバの起動
順序が重要であることを示すため、ほかのサーバ・エントリも記載
しています。この順序に従わないと、BEA Tuxedo CORBA アプリ
ケーションは起動しません。 

詳細については、第 3 章「コンフィギュレーション・ファイルの作
成」の 3-85 ページの「CORBA C++ サーバの起動順序」を参照して
ください。

インターフェイス・リポジトリ・サーバの TMIFRSVR は、5 番目に起
動されます。
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1 つ以上のインターフェイス・リポジトリ・サーバを起動するように
*SERVERS

    # BEA Tuxedo System Event Broker を起動します。
    TMSYSEVT
        SRVGRP  = SYS_GRP
        SRVID   = 1

    # NameManager (マスタ ) を起動します。
        SRVGRP  = SYS_GRP
        SRVID   = 2
        CLOPT   = "-A -- -N -M"

    # NameManager (スレーブ ) を起動します。
    TMFFNAME
        SRVGRP  = SYS_GRP
        SRVID   = 3
        CLOPT   = "-A -- -N"

    # FactoryFinder (-F) を起動します。
    TMFFNAME
        SRVGRP  = SYS_GRP
        SRVID   = 4
        CLOPT   = "-A -- -F"

    # インターフェイス・リポジトリ・サーバを起動します。
    TMIFRSVR
        SRVGRP  = SYS_GRP
        SRVID   = 5
        RESTART=Y 
        MAXGEN=5
        GRACE=3600
        CLOPT="-A -- -f /usr/repoman/myrepo.ifr"

TMIFRSVR -f filename パラメータの詳細については、『BEA Tuxedo のファ
イル形式とデータ記述方法』を参照してください。TMIFRSVR パラメータに
は、CLOPT -f filename  パラメータのほか、アプリケーションの UBBCONFIG 
コンフィギュレーション・ファイルの SERVERS セクションで、その他のパラ
メータ (BEA Tuxedo システム固有ではないパラメータ ) を設定することもで
きます。 
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6 CORBA インターフェイス・リポジトリの管理
SRVGRP、SRVID、RESTART、MAXGEN、GRACE などのパラメータの詳細について
は、第 3 章「コンフィギュレーション・ファイルの作成」の 3-101 ページの
「コンフィギュレーション・ファイルの SERVICES セクションの作成方法」
を参照してください。
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章

7 ネットワークへの 
ATMI アプリケー
ションの分散

ここでは、次の内容について説明します。

分散型の ATMI アプリケーションとは

ATMI アプリケーションをネットワークに分散する理由

注記 ネットワークに BEA Tuxedo CORBA アプリケーションを分散する方
法については、『BEA Tuxedo CORBA アプリケーションのスケーリ
ング、分散、およびチューニング』を参照してください。

分散型の ATMI アプリケーションとは

分散アプリケーションとは、1 つ以上のローカルまたはリモートのクライア
ントが、ネットワーク接続された複数のマシン上の 1 つ以上のサーバと通信
するアプリケーションです。分散アプリケーションでは、どの場所からでも
業務処理を行うことができます。たとえば、企業では、次のような処理を国
内各地や海外に分散できます。

売上の予測
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商品の発注

商品の製造、出荷、および請求処理

社内データベースの更新

最新の電気通信技術やデータのネットワーク化により、この種の分散処理は
一般的になりつつあります。このような企業戦略を実現するために開発され
たアプリケーションを使用すると、コストを削減し、世界中の顧客にサービ
スを提供することができます。

BEA Tuxedo システムは、分散アプリケーションの管理タスクを簡略化する
ことにより、このようなアーキテクチャをサポートします。アプリケーショ
ンが 1 台のコンピュータで構成されている場合でも、ネットワーク接続され
た数千台のコンピュータで構成されている場合でも、アプリケーションのす
べての構成要素 (クライアントやサーバ、およびそれらを接続するネット
ワークなど ) は、1 つの BEA Tuxedo コンフィギュレーション・ファイルに
よって管理されます。
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分散型の ATMI アプリケーションとは
分散アプリケーションの例

次の図は、3 台のマシンに分散されたアプリケーションの基本部分を示して
います。

図 7-1分散アプリケーションの例
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分散アプリケーションの実装

分散アプリケーションは、コンフィギュレーション・ファイルの NETWORK セ
クション (およびオプションで NETGROUPS) に定義されているネットワーク
上で実装されます。多くの場合、分散アプリケーションでは、コンフィギュ
レーション・ファイルの ROUTING セクションに定義されたデータ依存型ルー
ティングが使用されます。分散アプリケーションの設計では、サーバ・グ
ループ、プロセス、トランザクション・マネージャ・サーバ (TMS)、および
リソース・マネージャ (RM) の配置が重要です。

ネットワーク上に分散アプリケーションを設定する場合、アプリケーション
管理者はネットワーク管理者と協力する必要があります。大抵の場合、アプ
リケーション管理者がコンフィギュレーション・ファイルの RESOURCES、
MACHINES、GROUPS、SERVICES、および ROUTING セクションに分散アプリ
ケーション用のパラメータを定義し、ネットワーク管理者または MIS 部門
の担当者がネットワーク関連のセクションを定義または担当します。

関連項目

8-1 ページの「分散型の ATMI アプリケーション用のコンフィギュレー
ション・ファイルの作成」

9-1 ページの「分散アプリケーションのネットワーク設定」

『BEA Tuxedo アプリケーション実行時の管理』の 4-1 ページの「分散ア
プリケーションでのネットワーク管理」

『BEA Tuxedo CORBA アプリケーションのスケーリング、分散、および
チューニング』
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ATMI アプリケーションをネットワークに分散する理由
ATMI アプリケーションをネットワーク
に分散する理由

分散アプリケーションには、いくつかの重要な利点があります。初期のビジ
ネス・アプリケーションは、1 台の大型メインフレーム・コンピュータ上で
実行するように開発されたものでした。コンピュータ処理はすべて 1 台のマ
シン上で行われたため、障害が発生するとシステム全体の停止につながりま
した。しかし、分散アプリケーションの普及により、このようなシステム障
害による危険は少なくなりつつあります。

また、アプリケーションを分散することにより、1 つのアプリケーションを
論理グループに分割し、これらのグループをそれぞれ適切な場所に配置でき
るという利点もあります。たとえば、サーバ・グループを作成して、大規模
なアプリケーションを管理しやすいサイズの業務別コンポーネントに分割
し、最適な場所に配置できます。

分散アプリケーションにより、以下のことが可能になります。

データ依存型の分離を実行できます。

複数のリソースを管理できます。

クライアント /サーバ型のモデルを拡張できます。

BEA Tuxedo システムのサービスに対し、透過的にアクセスできます。

複数のサーバ・グループを確立できます。

1 つのアプリケーション作業を複数のコンピュータで同時に行うことに
より、スループットと応答時間を向上できます。

利用頻度の高いリソースを複製できます。
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分散アプリケーションの特長

自律的なアクションの調整―自律的なアクションとは、複数のサーバ・

グループと複数のリソース・マネージャ・インターフェイスのどちらか、
または両方が関係するアクションです。BEA Tuxedo システムでは、個
別のアプリケーション間の自律的なアクションを、1 つの論理作業単位
として調整することができます。 

フォールト・トレランス―複数のマシンのうち、1 台で障害が発生して
も、残りのマシンが処理を続行します。同様に、サーバ・グループ内の
どれか 1 つのサーバで障害が発生しても、残りのサーバが作業を続行し
ます。

 スケーラビリティ―アプリケーションの負荷や容量を、以下の方法で増
加できます。

グループにサーバを追加します。

アプリケーションにマシンを追加し、複数のマシンにグループを再分
散します。

マシン上のサーバ・グループを別のマシン上に複製し、ロード・バラ
ンシングを使用します。

特定の基準を満たすグループにデータ依存型ルーティングを使用し
て、データベースをセグメントに分割します。 

関連項目

3-4 ページの「複数のマシンで構成 (分散 ) するアプリケーション用のコ
ンフィギュレーション・ファイル」

『BEA Tuxedo システム入門』の「ロード・バランシング」

『BEA Tuxedo システム入門』の「データ依存型ルーティング」

『BEA Tuxedo CORBA アプリケーションのスケーリング、分散、および
チューニング』
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章

8 分散型の ATMI アプ
リケーション用のコ
ンフィギュレーショ
ン・ファイルの作成

このマニュアルでは、以下の内容について説明します。

分散型の BEA Tuxedo ATMI アプリケーション用のコンフィギュレー
ション・ファイルの要件

RESOURCES セクションの作成

MACHINES セクションの作成

GROUPS セクションの作成

SERVICES セクションの作成

ROUTING セクションの作成

分散アプリケーション用のコンフィギュレーション・ファイルの例

ルーティングをサポートするためのドメイン・ゲートウェイ・コンフィ

ギュレーション・ファイルの変更
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8 分散型の ATMI アプリケーション用のコンフィギュレーション・ファイルの作
注記 分散型の BEA Tuxedo CORBA アプリケーション用のコンフィギュ
レーション・ファイルを作成する方法については、『BEA Tuxedo 
CORBA アプリケーションのスケーリング、分散、およびチューニン
グ』を参照してください。

分散型の BEA Tuxedo ATMI アプリケー
ション用のコンフィギュレーション・
ファイルの要件

分散型の BEA Tuxedo ATMI アプリケーションは、1 つ以上のローカル・ク
ライアントまたはリモート・クライアントで構成され、ネットワーク接続さ
れた複数のマシン上にある 1 つ以上のサーバと通信します。すべての構成要
素は、BEA Tuxedo コンフィギュレーション・ファイルで 1 つのエンティ
ティとして管理されます。分散型のコンフィギュレーションを設定するに
は、コンフィギュレーション・ファイルを作成し、次のセクションを設定す
る必要があります。

RESOURCES セクション

MACHINES セクション

GROUPS セクション

NETGROUPS セクション (オプション )

NETWORK セクション

SERVICES セクション

ROUTING セクション (データ依存型ルーティングを使用する場合 )

コンフィギュレーションに複数のドメインが含まれており、データ依存型
ルーティングを使用する場合は、ルーティング機能をサポートするためのド
メイン・ゲートウェイ・コンフィギュレーション・ファイル (DMCONFIG) を
変更する必要もあります。
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RESOURCES セクションの作成
RESOURCES セクションの作成
RESOURCES セクションでは、アプリケーションの最大サーバ数など、システ
ム全体に関するリソースの制御パラメータを定義します。このセクションの
パラメータ設定は、すべて、アプリケーション全体に適用されます。

注記 このトピックの表で説明するパラメータは、分散アプリケーション
用です。どの BEA Tuxedo アプリケーションにも適用できる基本的な
パラメータの説明については、『BEA Tuxedo のファイル形式とデー
タ記述方法』の UBBCONFIG(5) を参照してください。

表 8-1RESOURCES セクションのパラメータ

パラメータ 説明

BBLQUERY (オプショ
ン )

BBLQUERY は、DBBL がすべての BBL の状態をチェック
する間隔を SCANUNIT の乗数で指定します。DBBL は、
すべての BBL の状態が BBLQUERY で指定した期間内に報
告されるようにします。BBL からの報告がない場合、
DBBL はその BBL にメッセージを送信し、状態を照会し
ます。応答がない場合、BBLは分断されます。 
BBLQUERY には、0 より大きい値を指定する必要がありま
す。このパラメータを指定しない場合、デフォルト値が
設定され、SCANUNIT × BBLQUERY が、約 300 秒になりま
す。

BLOCKTIME (オプ
ション )

BLOCKTIME は、ブロッキング呼び出し (たとえば応答の
受信 ) の後でタイムアウトが発生するまでの時間を 
SCANUNIT の乗数で指定します。
BLOCKTIME には、0 より大きい値を指定する必要があり
ます。このパラメータを指定しない場合、デフォルト値
が設定され、SCANUNIT × BBLQUERY が、約 60 秒になり
ます。
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8 分散型の ATMI アプリケーション用のコンフィギュレーション・ファイルの作
DBBLWAIT (オプショ
ン )

DBBLWAIT は、DBBL が、すべての BBL からの応答を待
機する期間を SCANUNIT の倍数で指定します。この期間
を経過すると、タイムアウトが発生します。DBBL は、
BBL に要求を転送した後、すべての BBL から肯定応答を
受信した後で要求元に応答を返します。このパラメータ
を使用して、動作不能な BBL または異常な BBL を検出す
ることもできます。 
DBBLWAIT には、0 より大きい値を指定する必要がありま
す。このパラメータを指定しない場合、デフォルト値が
設定され、SCANUNIT × DBBLWAIT が SCANUNIT より大き
い値か、または 20 秒になります。

IPCKEY (必須 ) IPCKEY は、掲示板の数値キーを指定します。単一プロ
セッサ環境では、このキーにより掲示板の名前が指定さ
れます。マルチプロセッサ環境では、このキーにより 
DBBL のメッセージ・キューが指定されます。また、こ
のキーは、既知のアドレスのほか、マルチプロセッサ全
体の掲示板などのリソース名の基準としても使用されま
す。 
IPCKEY の値は、32,768 より大きく 262,143 未満でなけれ
ばなりません。 

MASTER (必須 ) MASTER (string_value1[,string_value2]) は、
TUXCONFIG のマスタ・コピーが置かれているマシンの 
LMID を指定します。また、アプリケーションが MP モー
ドで実行されている場合、MASTER は DBBL が実行される
マシンを指定します。string_value2 は、プロセスの再
配置および起動時に、使用される LMID の代替位置を指
定します。本来の位置が使用できない場合、DBBL はこ
の代替位置で起動し、代替の TUXCONFIG ファイルが使用
されます。

string_value1 および string_value2 の値は、どちら
も MACHINES セクションで定義されたマシンの LMID で
なければなりません。各文字列には、最大 30 文字まで指
定できます。

表 8-1RESOURCES セクションのパラメータ （続き）

パラメータ 説明
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RESOURCES セクションの作成
MAXGROUPS (オプ
ション )

MAXGROUPS は、掲示板のグループ・テーブルに対応した、
設定済みのサーバ・グループの最大数を指定します。

MAXGROUPS には、100 以上 32,768 未満の値を指定する必
要があります。デフォルト値は 100 です。

MAXSERVERS (オプ
ション )

MAXSERVERS は、掲示板のサーバ・テーブルに対応する
サーバの最大数を指定します。

MAXSERVERS には、0 以上 8192 未満の値を指定する必要
があります。デフォルト値は 50 です。

MAXSERVICES (オプ
ション )

MAXSERVICES は、掲示板のサービス・テーブルに対応す
るサービスの最大数を指定します。

MAXSERVICES には、0 以上 32.768 未満の値を指定する必
要があります。デフォルト値は 100 です。

SANITYSCAN (オプ
ション )

SANITYSCAN は、システムの正常性チェックを行う間隔
を、SCANUNIT の乗数で指定します。 
SCANUNIT には、0 より大きい値を指定する必要がありま
す。デフォルト値が設定されると、SCANUNIT × 
SANITYSCAN が約 120 秒になります。 
正常性チェックは、掲示板のデータ構造体のほか、サー
バに対しても実行されます。 

SCANUNIT (オプショ
ン )

SCANUNIT は、BBL が、サービス要求内でタイムアウト
されたトランザクションやブロッキング呼び出しをス
キャンする間隔 (秒単位 ) を指定します。この値は BBL 
によるスキャン処理の基本単位として使用されます。こ
の値は、tpbegin(3c) で指定できるトランザクション・タ
イムアウト値と、BLOCKTIME パラメータで指定されるブ
ロッキング・タイムアウト値に影響します。SANITYSCAN 
パラメータ、BBLQUERY パラメータ、DBBLWAIT パラメー
タ、および BLOCKTIME パラメータは、システム内のその
他のタイムアウト値を指定するパラメータであり、
SCANUNIT の倍数で指定されます。 
SCANUNIT には、0 より大きく 60 秒以下の値を 5 の倍数で
指定する必要があります。デフォルト値は 10 秒です。 

表 8-1RESOURCES セクションのパラメータ （続き）

パラメータ 説明
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8 分散型の ATMI アプリケーション用のコンフィギュレーション・ファイルの作
MACHINES セクションの作成

MACHINES セクションでは、コンフィギュレーション内のすべての物理マシ
ン (マルチプロセッサ・マシンのすべての処理機能も含む ) に論理名を割り
当て、各マシンに対して個別にパラメータを定義します。次の表では、分散
アプリケーションに参加する各マシンに対し、マシン名やマシン固有の情報
を定義するためのパラメータを説明します。

表 8-2MACHINES セクションのパラメータ

パラメータ 説明

ENVFILE (オプション
)

ENVFILE は、マシン上のすべてのクライアントとサーバ
の実行環境を定義するファイルを指定します。

各行は、ident=value の形式で指定します。ident には
下線 (_) か英数字、またはその両方を指定し、先頭には下
線 (_) または英文字を指定します。 
ENVFILE に無効なファイル名が指定されると、環境に値
は追加されません。 

MAXACCESSERS (オプ
ション )

MAXACCESSERS は、このプロセッサの掲示板に同時にア
クセスできるプロセスの最大数を指定します。適切な値
を計算する場合、BBL や tmadmin などのシステム管理プ
ロセスをカウントする必要はありませんが、アプリケー
ションのサーバとクライアント、および TMS サーバはす
べてカウントする必要があります。

MAXACCESSERS には、0 より大きく 32,768 未満の値を指
定する必要があります。デフォルトは、RESOURCES セク
ションで指定した値です。 

MAXCONV (オプション
)

MAXCONV は、特定のマシン上のプロセスで同時に実行で
きる会話の最大数を指定します。 
MAXCONV には、0 より大きく 32,768 未満の値を指定する
必要があります。サーバあたりの同時会話の最大数は、
64 です。デフォルトは、RESOURCES セクションで指定し
た値です。 
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GROUPS セクションの作成
GROUPS セクションの作成

GROUPS セクションでは、アプリケーション内の各サーバ・グループを識別
し、特定のサーバ・グループ内のサーバに要求がルーティングされるように
します。

GROUPS セクションでは、アプリケーションに必要なサーバ・グループの数
を設定します。サーバ・グループは、すべて同じサイトに設定することも 
(SHM モード )、分散アプリケーションで複数のサイトに分散することも (MP 
モード ) できます。

GROUPS セクションのパラメータは、分散トランザクション処理に関する次
の 2 つの側面を実現します。

MAXWSCLIENTS (オプ
ション )

MAXWSCLIENTS は、このプロセッサが受け付ける、ワー
クステーション・クライアント専用のアクセサ・エント
リ数を指定します。このパラメータは、BEA Tuxedo シス
テムの Workstation コンポーネントが使用される場合にの
み指定されます。このパラメータで指定された数は、
MAXACCESSERS で指定したアクセサ・スロットの総数に
含まれます。ワークステーション・クライアントからシ
ステムへのアクセスは、BEA Tuxedo システムに組み込ま
れている代理プロセス、つまりワークステーション・ハ
ンドラによって多重化されます。そのため、このパラ
メータを適切に設定すると、IPC 資源を節約できます。 
MAXWSCLIENTS には、0 以上 32,768 未満の値を指定する
必要があります。MAXACCESSERS より大きい値を指定す
ることはできません。MAXACCESSERS より大きい値を 
MAXWSCLIENTS に割り当てると、エラーが発生します。
デフォルト値は 0 です。

表 8-2MACHINES セクションのパラメータ

パラメータ 説明
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8 分散型の ATMI アプリケーション用のコンフィギュレーション・ファイルの作
パラメータにより、サーバ・グループが特定の LMID およびリソース・マ
ネージャの特定のインスタンスに関連付けられます。

サーバ・グループに対して、代替マシンを示す別の LMID を関連付けるこ
とにより、サーバ・グループを代替マシンに移行できます (ただし、
MIGRATE オプションが指定されている場合 )。 

次の表は、GROUPS セクションのパラメータの説明です。

表 8-3GROUPS セクションのパラメータ

パラメータ 説明

ENVFILE ENVFILE は、グループ内のすべてのサーバの実行環境を
定義するファイルを指定します。

各行は、ident=value の形式で指定します。ident には
下線 (_) か英数字、またはその両方を指定します。 
ENVFILE に無効なファイル名が指定されると、環境に値
は追加されません。

GRPNO (必須 ) GRPNO は、特定のサーバ・グループに対して番号を関連
付けます。

0 より大きく、30,000 未満の番号を指定する必要がありま
す。番号は、GROUPS セクションのエントリの中で一意で
なければなりません。

LMID (必須 ) LMID は、定義されたサーバ・グループが実行されるマシ
ンを識別します。値の後に、カンマで区切って別の LMID 
を指定し、代替マシンを設定することもできます。
MIGRATE オプションが指定されている場合は、サーバ・
グループをこの代替マシンに移行できます。GROUPS セク
ションで RESTART=Y が指定されているサーバは移行でき
ます。

LMID の値は、MACHINES セクションの LMID パラメータ
に割り当てられている値と同じでなければなりません。 
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SERVICES セクションの作成
SERVICES セクションの作成

SERVICES セクションのパラメータは、アプリケーション・サービスの処理
方法を決定します。このセクションのエントリの各行は、識別子名によって
サービスと関連付けられます。

SERVICES セクションでは、各サーバ・グループで提供されるサービスを識
別する必要があります。SRVGRP パラメータは、1 つのサービスを複数のサー
バにリンクするために用意されています。このパラメータは、サービスのイ
ンスタンスを示すパラメータを特定のサーバ・グループに関連付けます。

次の表では、分散アプリケーションの定義用の SERVICES セクションのパラ
メータを説明します。

 

表 8-4SERVICES セクションのパラメータ

パラメータ 説明

LOAD (オプション ) LOAD は、システムの SVCNM による負荷の大きさを指定し
ます。 
LOAD には、1 ～ 32,767 の値を指定する必要があります。
数値が高くなるほど負荷も大きくなります。デフォルト
値は 50 です。

PRIO (オプション ) PRIO は、SVCNM のキューからの取り出し優先順位を指定
します。

PRIO には、0 より大きく、100 以下の値を指定する必要
があります。優先順位の最大値は 100 です。デフォルト値
は 50 です。

ROUTING (オプション
)

ROUTING は、データ依存型ルーティングを行うときに、
このサービスに使用されるルーティング基準名を指定し
ます。このパラメータを指定しないと、このサービスに
対してデータ依存型ルーティングは実行されません。 
ROUTING には、15 文字までの文字列を指定できます。
サービス名は同じで、異なる SRVGRP パラメータをもつ複
数のエントリがある場合、ROUTING パラメータはこれら
すべてのエントリに対して同じでなければなりません。
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8 分散型の ATMI アプリケーション用のコンフィギュレーション・ファイルの作
アプリケーションにトランザクション処理が含まれる場合は、SERVICES セ
クションでさらに 3 つのパラメータ、AUTOTRAN、ROUTING、および TRANTIME 
を設定します。これらのパラメータについては、5-1 ページの「トランザク
ション対応の ATMI アプリケーションのコンフィギュレーション」で説明し
ます。

SRVGRP (オプション ) SRVGRP は、SVCNM によって指定され、このセクションの
パラメータ・セットによって制御される、サービスのホ
スト・サーバ・グループを指定します。

SRVGRP の設定により、複数のサーバで提供される 1 つの
サービスに対して、異なるパラメータを設定することが
できます。たとえば、GROUP1 と GROUP2 の 2 つのサー
バ・グループが、両方とも WITHDRAW サービスを提供す
るとします。SRVGRP を設定すると、このサービスに対し
て、次のように異なるロード・ファクタを割り当てるこ
とができます。

WITHDRAW  ROUTING=123 LOAD=60 SRVGRP=GROUP1
WITHDRAW  ROUTING=123 LOAD=60 SRVGRP=GROUP2

SRVGRP には、30 文字までの文字列を指定できます。

SVCTIMEOUT (オプ
ション )

SVCTIMEOUT は、指定したサービスの処理にかかる時間を
秒単位で指定します。タイムアウトが発生すると、サー
ビス要求を処理するサーバは、SIGKILL シグナルと共に
終了します。

SVCTIMEOUT には、0 以上の値を指定する必要がありま
す。0 は、サービスにタイムアウトを適用しないことを示
します。デフォルト値は 0 です。

表 8-4SERVICES セクションのパラメータ

パラメータ 説明
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ROUTING セクションの作成
以下は、SERVICES セクションのサンプルです。

*SERVICES

WITHDRAW  ROUTING=ACCOUNT_ID
DEPOSIT   ROUTING=ACCOUNT_ID
OPEN_ACCT ROUTING=BRANCH_ID

ROUTING セクションの作成

ROUTING セクションでは、データ依存型ルーティングの実行時に使用される
基準を指定します。サービスが複数のエントリに属しており、それぞれに対
して異なる SRVGRP パラメータの値が設定されている場合、各エントリの 
ROUTING パラメータには同じ値を指定する必要があります。ROUTING パラ
メータに同じ値が指定されないと、サービスに対して一貫したルーティング
が行われません。サービスがルーティングされるのは、1 つのフィールド上
でのみです。したがって、そのフィールドのサービスに対する値は、すべて
のエントリで同じでなければなりません。

コンフィギュレーション・ファイルに ROUTING セクションを追加し、データ
範囲とグループのマッピングを示すことができます。このセクションの情報
により、システムは指定されたグループ内のサーバに要求を送ることができ
ます。ROUTING セクションの各項目には、SERVICES セクションで使用される
識別子が含まれています。

ROUTING セクションの行の形式は次のとおりです。

CRITERION_NAME required_parameters

CRITERION_NAME は、データ依存型ルーティングの SERVICES セクションで指
定したルーティング・エントリ名です。CRITERION_NAME の値は、15 文字以
内の文字列でなければなりません。
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8 分散型の ATMI アプリケーション用のコンフィギュレーション・ファイルの作
次の表は、ROUTING セクションのパラメータの説明です。

関連項目

3-4 ページの「複数のマシンで構成 (分散 ) するアプリケーション用のコ
ンフィギュレーション・ファイル」

『BEA Tuxedo のファイル形式とデータ記述方法』の UBBCONFIG(5) 

『BEA Tuxedo CORBA アプリケーションのスケーリング、分散、および
チューニング』

表 8-5ROUTING セクションのパラメータ

パラメータ 説明

RANGES ルーティング・フィールドの範囲および関連するサーバ・
グループを指定します。 

FIELD ルーティング・フィールドの名前を指定します。値は、
FML バッファ、XML の要素または要素の属性、FML フィー
ルド・テーブルで指定された VIEW フィールド名 
(FLDTBLDIR および FIELDTBLS 環境変数を使用 )、FML の 
VIEW テーブル (VIEWDIR および VIEWFILES 環境変数を
使用 ) のいずれかになります。この情報は、メッセージの
送信時に、データ依存型ルーティングに関連するフィール
ド値を取得するために使用されます。

BUFTYPE このルーティング・エントリで有効なデータ・バッファの
タイプとサブタイプのリストを指定します。 
このパラメータには、最大 256 文字を指定できます。タイ
プとサブタイプの組み合わせは最大 32 あります。
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分散アプリケーション用のコンフィギュレーション・ファイルの例
分散アプリケーション用のコンフィギュ
レーション・ファイルの例

以下は、データ依存型ルーティングを使用する BEA Tuxedo アプリケーショ
ンの UBBCONFIG サンプル・ファイルからの抜粋です。GROUPS、SERVICES、
ROUTING の 3 つのセクションを示しています。

*GROUPS
BANKB1            GRPNO=1
BANKB2            GRPNO=2
BANKB3            GRPNO=3
#
*SERVICES
WITHDRAW          ROUTING=BY_ACCOUNT_ID
DEPOSIT           ROUTING=BY_ACCOUNT_ID
INQUIRY           ROUTING=BY_ACCOUNT_ID
OPEN_ACCT         ROUTING=BY_BRANCH_ID
CLOSE_ACCT        ROUTING=BY_BRANCH_ID
#
*ROUTING
BY_ACCOUNT_ID     FIELD=ACCOUNT_ID BUFTYPE=”FML”
                   RANGES=”MIN - 9999:*,
                      10000-49999:BANKB1,
                      50000-79999:BANKB2,
                      80000-109999:BANKB3,
                      *:*”
BY_BRANCH_ID      FIELD=BRANCH_ID BUFTYPE=”FML”
                   RANGES=”MIN - 0:*,
                      1-4:BANKB1,
                      5-7:BANKB2,
                      8-10:BANKB3,
                        *:*”
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8 分散型の ATMI アプリケーション用のコンフィギュレーション・ファイルの作
ルーティングをサポートするためのドメ
イン・ゲートウェイ・コンフィギュレー
ション・ファイルの変更

ドメイン・ゲートウェイ・コンフィギュレーションに関するすべての情報
は、バイナリ形式の BDMCONFIG ファイルに格納されています。このファイル
は、まず DMCONFIG というテキスト形式のコンフィギュレーション・ファイ
ルを作成し、次にバイナリ形式の BDMCONFIG にコンパイルして作成します。
コンパイル済みの BDMCONFIG ファイルは、実行中のシステムで dmadmin(1) 
コマンドを使用して更新できます。BEA Tuxedo のマニュアルでは、これら
のコンフィギュレーション・ファイルを DMCONFIG および BDMCONFIG と呼ん
でいますが、任意の名前を付けることもできます。 

Domains 機能を追加する各 BEA Tuxedo アプリケーションには、BDMCONFIG 
ファイルを 1 つ作成する必要があります。BDMCONFIG ファイルへのアクセス
は、Domains 管理サーバである DMADM(5) から行います。ゲートウェイ・グ
ループが起動されると、ゲートウェイ管理サーバである GWADM(5) は、その
グループに必要なコンフィギュレーションのコピーを DMADM サーバに要求し
ます。また、GWADM サーバと DMADM サーバは、コンフィギュレーションにお
ける実行時の変更が、対応するドメイン・ゲートウェイ・グループに反映さ
れるようにします。 

注記 DMCONFIG ファイルの詳細については、『BEA Tuxedo のファイル形式
とデータ記述方法』の DMCONFIG(5) を参照してください。

DMCONFIG の ROUTING セクションのパラメータ
DM_ROUTING セクションでは、型付きバッファである FML、XML、VIEW、
X_C_TYPE、および X_COMMON を使用したサービス要求のデータ依存型ルー
ティングに関する情報を提供します。DM_ROUTING セクション内にある各行
の形式は次のとおりです。
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ルーティングをサポートするためのドメイン・ゲートウェイ・コンフィギュレー
CRITERION_NAME required_parameters

CRITERION_NAME は、SERVICES セクションで指定されたルーティング・エン
トリの名前です。CRITERION_NAME の値は、15 文字以内の文字列でなければ
なりません。

次の表は、DM_ROUTING セクションのパラメータの説明です。

パラメータ 説明

FIELD (オプション ) ルーティング・フィールドの名前を指定します。値は、
FML バッファ、XML の要素または要素の属性、FML 
フィールド・テーブルで指定された VIEW フィールド名 
(FLDTBLDIR および FIELDTBLS 環境変数を使用 )、FML 
の VIEW テーブル (VIEWDIR および VIEWFILES 環境変数
を使用 ) のいずれかになります。この情報は、メッセー
ジの送信時に、データ依存型ルーティングに関連する
フィールド値を取得するために使用されます。 
FML32 バッファ内のフィールドがルーティングに使用さ
れる場合は、8191 以下の数値をフィールド番号として指
定します。
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8 分散型の ATMI アプリケーション用のコンフィギュレーション・ファイルの作
RANGES (オプション ) ルーティング・フィールドの範囲と関連付けられたリ
モート・ドメイン名 (RACCESSPOINT) を指定します。
RANGES には、二重引用符で囲まれた文字列を指定しま
す。文字列は、範囲 /RACCESSPOINT のペアをカンマで
区切って順番に並べます。

範囲 (range) は、単一の値 (符号付き数値または一重引
用符で囲んだ文字列 )、または lower - upper (lower と 
upper は共に符号付き数値または一重引用符で囲んだ文
字列 ) の形式で表します。
lower には、upper 以下の値を設定します。文字列値に
一重引用符を埋め込むには、一重引用符の前にバックス
ラッシュを 2 つ挿入します。たとえば、「O’Brien」は
「O\\’Brien」になります。
関連する FIELD のデータ型の最小値を示すには、MIN を
使用します。文字列と carray の最小値にはヌル文字列を
指定します。文字フィールドの最小値には、0 を指定し
ます。数値の場合、これはフィールドに格納できる最小
値です。 
関連する FIELD のデータ型の最大値を示すには、MAX を
使用します。文字列と carray の最大値には、8 進数値の 
255 文字の無限文字列を指定します。文字フィールドの
最大値には、単一の 8 進数値の 255 文字を指定します。
数値の場合は、数値としてフィールドに格納できる最大
値です。したがって、MIN - -5  は -5 以下のすべての
数を表し、6 - MAX は 6 以上のすべての数を表します。 
範囲 (range) 内のメタキャラクタ * (ワイルドカード ) は、
既にエントリとして指定した範囲では使用されなかった
任意の値を示します。各エントリでは 1 つのワイルド
カードによる範囲指定だけが可能です。* は最後に指定
します。続けて範囲を指定すると無視されます。

パラメータ 説明
8-16 『BEA Tuxedo アプリケーションの設定』



ルーティングをサポートするためのドメイン・ゲートウェイ・コンフィギュレー
ルーティング・フィールドの説明

ルーティング・フィールドの値には、FML または VIEW でサポートされている
データ型を使用できます。数値の範囲または文字列の範囲も使用できます。
文字列、CARRAY、および文字フィールド型の文字列の範囲値には、以下
の規則が適用されます。

一重引用符で囲み、先頭に正の符号や負の符号を付けることはできませ

ん。

short 型または long 型の整数値は数字の文字列であり、オプションで先
頭に正の符号または負の符号を付けることができます。

浮動小数点数は、C コンパイラまたは atof() で受け付けられる形式で指
定します。つまり、正の符号または負の符号、数字の文字列 (オプショ
ンで小数点を追加 )、e または E (オプション )、符号またはスペース (オ
プション )、整数という形式で指定します。

BUFTYPE (オプション ) BUFTYPE は、このルーティング・エントリを適用できる
データ・バッファのタイプとサブタイプを一覧表示しま
す。有効なタイプは、FML、VIEW、X_C_TYPE、および 
X_COMMON です。FML ではサブタイプは指定されません。
それ以外のタイプにはサブタイプが必要です。ただし * 
は使用できません。タイプとサブタイプのペアのうち、
重複するものは同じルーティング基準名として指定でき
ません。タイプとサブタイプのペアが一意の場合、複数
のルーティング・エントリは同じ基準名を持つことがで
きます。 
単一のルーティング・エントリに複数のバッファ・タイ
プが指定される場合、各バッファ・タイプに対するルー
ティング・フィールドのデータ型は同じでなければなり
ません。フィールド値が設定されていないか (FML バッ
ファの場合 )、または特定の範囲と一致しておらず、ワ
イルドカードの範囲が指定されていない場合、リモー
ト・サービスの実行を要求したアプリケーション・プロ
セスに対してエラーが返されます。

パラメータ 説明
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8 分散型の ATMI アプリケーション用のコンフィギュレーション・ファイルの作
フィールド値が範囲と一致するときに、関連する RACCESSPOINT 値には、
要求がルーティングされるリモート・ドメインを指定します。
RACCESSPOINT 値に * を指定すると、ゲートウェイ・グループが認識する
任意のリモート・ドメインに要求が送られることを示します。範囲
/RACCESSPOINT のペアでは、範囲 (range) と RACCESSPOINT はコロン 
(:) で区切られます。

ルーティングを使用した 5 サイトのドメイン・コンフィギュレーショ
ンの例

以下は、2 つのドメインが 5 サイトに分散されているアプリケーションのコ
ンフィギュレーション・ファイルの例です。5 つのサイトは、Central Bank 
Office と 4 つの支店を示します。4 つの支店のうち、3 つは BEA Tuxedo ドメ
インに属しています。残りの支店は、別の TP ドメインに属し、そのドメイ
ンとの通信には OSI-TP が使用されています。 

この例では、Central Bank から見た BEA Tuxedo システムのドメイン・ゲー
トウェイ・コンフィギュレーション・ファイルを示しています。DM_TDOMAIN 
セクションは、b01 をミラーリングしたゲートウェイを示しています。

コード リスト 8-1   5 サイト用のドメイン・コンフィギュレーション・ファ
イル

# Central Bank 用の BEA Tuxedo ドメイン・コンフィギュレーション・ファイル。
#
#
*DM_LOCAL
# local_domain_name Gateway_Group_name domain_type domain_ID log_device
#                [audit log] [blocktime]
#                [log name] [log offset] [log size]
#                [maxaccesspoint] [maxraptran] [maxtran]
#                [maxdatalen] [security]
#                [tuxconfig] [tuxoffset]

#
#
DEFAULT: SECURITY = NONE
c01     GWGRP = bankg1
        TYPE = TDOMAIN
        ACCESSPOINTID = "BA.CENTRAL01"
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ルーティングをサポートするためのドメイン・ゲートウェイ・コンフィギュレー
        DMTLOGDEV = "/usr/apps/bank/DMTLOG"
        DMTLOGNAME = "DMTLG_C01"
c02     GWGRP = bankg2
        TYPE = OSITP
        ACCESSPOINTID = "BA.CENTRAL01"
        DMTLOGDEV = "/usr/apps/bank/DMTLOG"
        DMTLOGNAME = "DMTLG_C02"
        NWDEVICE = "OSITP"
        URCH = "ABCD"
#
*DM_REMOTE
#remote_domain_name  domain_type domain_ID
#
b01     TYPE = TDOMAIN
        ACCESSPOINTID = "BA.BANK01"
b02     TYPE = TDOMAIN
        ACCESSPOINTID = "BA.BANK02"
b03     TYPE = TDOMAIN
        ACCESSPOINTID = "BA.BANK03"
b04     TYPE = OSITP
        ACCESSPOINTID = "BA.BANK04"
        URCH = "ABCD"
#
*DM_TDOMAIN
#
#     local_or_remote_domain_name network_address [nwdevice]
#
# Local network addresses
c01     NWADDR = "//newyork.acme.com:65432"     NWDEVICE ="/dev/tcp"
c02     NWADDR = "//192.76.7.47:65433"     NWDEVICE ="/dev/tcp"
# Remote network addresses: second b01 specifies a mirrored gateway
b01     NWADDR = "//192.11.109.5:1025" NWDEVICE = "/dev/tcp"
b01     NWADDR = "//194.12.110.5:1025" NWDEVICE = "/dev/tcp"
b02     NWADDR = "//dallas.acme.com:65432"  NWDEVICE = "/dev/tcp"
b03     NWADDR = "//192.11.109.156:4244" NWDEVICE = "/dev/tcp"
#
*DM_OSITP
#
#local_or_remote_domain_name apt aeq
#                              [aet] [acn] [apid] [aeid]
#                              [profile]
#
c02     APT = "BA.CENTRAL01"
        AEQ = "TUXEDO.R.4.2.1"
        AET = "{1.3.15.0.3},{1}"
        ACN = "XATMI"
b04     APT = "BA.BANK04"
        AEQ = "TUXEDO.R.4.2.1"
        AET = "{1.3.15.0.4},{1}"
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8 分散型の ATMI アプリケーション用のコンフィギュレーション・ファイルの作
        ACN = "XATMI"
*DM_EXPORT
#service_name  [Local_Domain_name] [access_control] [exported_svcname]
#                [inbuftype] [outbuftype]
#
open_act        ACL = branch
close_act       ACL = branch
credit
debit
balance
loan            LACCESSPOINT = c02      ACL = loans
*DM_IMPORT
#service_name   [Remote_domain_name] [local_domain_name]
#               [remote_svcname] [routing] [conv]
#               [trantime] [inbuftype] [outbuftype]

#
tlr_add   LACCESSPOINT = c01  ROUTING = ACCOUNT
tlr_bal   LACCESSPOINT = c01  ROUTING = ACCOUNT
tlr_add   RACCESSPOINT = b04  LACCESSPOINT = c02 RNAME ="TPSU002"
tlr_bal   RACCESSPOINT = b04  LACCESSPOINT = c02 RNAME ="TPSU003"
*DM_ROUTING
# routing_criteria    field typed_buffer ranges
#
ACCOUNT FIELD = branchid  BUFTYPE ="VIEW:account"
        RANGES ="MIN - 1000:b01, 1001-3000:b02, *:b03"
*DM_ACCESS_CONTROL
#acl_name   Remote_domain_list
#
branch  ACLIST = b01, b02, b03
loans   ACLIST = b04

関連項目

『BEA Tuxedo Domains コンポーネント』の 1-19 ページの「Domains コン
フィギュレーション・ファイル」

『BEA Tuxedo Domains コンポーネント』の 2-29 ページの「Domains コン
フィギュレーションの設定」

『BEA Tuxedo CORBA アプリケーションのスケーリング、分散、および
チューニング』
8-20 『BEA Tuxedo アプリケーションの設定』

../add/addom.htm#154981
../add/addom.htm#154981
../add/addomc.htm#464541
../add/addomc.htm#464541


章

9 分散アプリケーショ
ンのネットワーク設
定

ここでは、次の内容について説明します。

分散アプリケーション用のネットワーク設定

ネットワーク上のデータの流れ

パラレル・ネットワーク上でのデータの流れ

単純な分散アプリケーションのネットワーク設定例

ネットワーク・データのスケジューリングでのフェイルオーバーとフェ

イルバック

複数のネットグループによる設定例
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9 分散アプリケーションのネットワーク設定
分散アプリケーション用のネットワーク
設定

分散アプリケーションとは、BEA Tuxedo システムがインストールされた複
数のコンピュータ上で動作するアプリケーションのことです。コンピュータ
どうしは接続されており、ハードウェアやソフトウェア、アクセス方式、お
よび通信プロトコルにより、ネットワーク経由で通信できます。BEA 
Tuxedo システムは、メッセージの符号化、ルーティング、および復号化を
行い、処理されたメッセージをネットワーク経由でマシンに送信します。こ
れらのタスクは自動的に実行されます。

分散アプリケーションに必要なネットワーク機能を設定するには、コンフィ
ギュレーション・ファイルに次のエントリを指定します。

セクション名
 

パラメータ名 目的

RESOURCES MODEL (必須 ) MP を指定します。このパラメータを指定すると、ほかの
ネットワーク・パラメータが有効になります。これは、
ネットワーク接続されたマシン用のパラメータです。1 
台のマシンによるコンフィギュレーションでは、マルチ
プロセッサ・マシンの場合でも SHM を使用します。

OPTIONS (必須 ) LAN (ローカル・エリア・ネットワーク ) を指定すると、
同一マシン上のプロセッサ間ではなく、異なるマシン間
で通信が行われます。

MAXNETGROUPS (オ
プション )

NETGROUPS に定義できるグループ数の上限値を指定しま
す。デフォルト値は 8 で、上限値は 8192 です。
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分散アプリケーション用のネットワーク設定
MACHINES TYPE=string (オ
プション )

2 台のマシン間でメッセージを交換する場合に、メッ
セージの符号化が必要かどうかを指定します。TYPE パラ
メータは、定義されたマシンで使用されるデータ表現を
指定します。データ表現が異なるマシン間でメッセージ
を送受信する場合は、送信メッセージを符号化してから
送信し、受信時に復号化します。 
データ表現が同じマシン間でメッセージを送受信する場
合、符号化 /復号化の処理は省略されます。 

例 1
LMID_1 TYPE = “abc”
LMID_2 TYPE = “abc”

この場合、復号化は行われません。

例 2
LMID_1 TYPE = “HP”
LMID_2 TYPE = “SUN”

この場合、符号化が行われます。

メッセージを交換するすべてのマシンのデータ表現が同
じであれば、このパラメータを設定する必要はありませ
ん。パラメータを設定する必要があるのは、データ表現
が異なるマシンのみです。たとえば、9 台の SPARC マシ
ンと 1 台の HP マシンがある場合は、HP マシンにのみ 
TYPE=string を指定します。SPARC マシンは、デフォ
ルトのヌル文字列により、同じタイプであると見なされ
ます。

セクション名
 

パラメータ名 目的
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9 分散アプリケーションのネットワーク設定
CMPLIMIT=remote
[, local] (オプ
ション )

圧縮のしきい値、つまり、リモートやローカルの宛先に
送信するメッセージのうち、圧縮の対象とするメッセー
ジの最小値をバイト数で指定します。remote および 
local に指定できる値は、0 から MAXLONG までの数値で
す。CMPLIMIT に 1 つだけ値を指定すると、指定した値
は remote 引数と見なされ、ローカルの宛先に送信され
るメッセージは圧縮されません。

たとえば、CMPLIMIT=1024 と指定すると、1024 バイト
より大きいリモート・ロケーション宛てのメッセージは
圧縮されます。 
TMCMPLIMIT 変数を使用して圧縮のしきい値を指定する
こともできます。TMCMPPRFM 変数については、
tuxenv(5) の説明を参照してください。この変数は、1 
～ 9 の範囲で圧縮のレベルを設定します。  

NETLOAD=number (
オプション )

リモート・サービスの LOAD の値に、アプリケーション
固有の数値を追加します。結果は、要求をローカルで処
理するか、またはリモート・マシンに送信するかを決定
するために使用されます。NETLOAD の値が大きいほど、
リモート・マシンに送信されるトラフィックは少なくな
ります。

NETGROUPS (オプ
ション )

NETGROUP (必須 ) アプリケーションにより、特定のマシン・グループに割
り当てられる名前を指定します。名前には、最大 30 文字
まで指定できます。ネットワーク上のすべてのマシンを
含むグループが 1 つの場合、DEFAULTNET という名前に
設定する必要があります。

NETGRPNO=number 
(必須 )

マシン・グループをシステム側で識別するための番号を
指定します。1 ～ 8192 の任意の数値を指定できます。
DEFAULTNET の場合、NETGRPNO を 0 に指定する必要が
あります。

NETPRIO=number (
オプション )

NETGROUP に優先順位を割り当てます。このパラメータ
は、システム側でどのネットワーク接続を使用するかを
決定するのに役立ちます。0 ～ 8192 の数値を指定する必
要があります。高速回線に高い優先順位を割り当てます。
DEFAULTNET には最も低い順位を割り当てます。

セクション名
 

パラメータ名 目的
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ネットワーク上のデータの流れ
ネットワーク上のデータの流れ

分散アプリケーションでは、データはネットワーク上で次のように送信され
ます。

送信側では、BRIDGE により、メッセージが destination_machine に送信
されます。BRIDGE は、メッセージをバーチャル回線に書き込み、オペ
レーティング・システムにその送信処理を委託することにより、送信を
実現します。保留メッセージのコピーは、オペレーティング・システム
側で保持されます。ただし、ネットワーク・エラーが発生すると、保留
メッセージは失われます。 

受信側では、BRIDGE プロセスが、特定のネットワーク・アドレスでメッ
セージの受信をリッスンします。

NETWORK (オプ
ション )

LMID (必須 ) 指定したマシンを、MACHINES セクション内のエントリ
の 1 つにマッピングします。

NADDR=string (
必須 )

この LMID の BRIDGE プロセスに対する接続指示受け付け
アドレスを指定します。このネットワーク・アドレスを
指定する有効な形式は 4 つあります。詳細については、
UBBCONFIG(5) の NETWORK セクションを参照してくださ
い。

NLSADDR=string (
必須 )

この LMID の tlisten プロセスに対するネットワーク・
アドレスを指定します。有効な形式は、NADDR の形式と
同じです。

NETGROUP=string 
(オプション )

NETWORK グループ名を指定します。string には、
NETGROUPS セクションで指定したグループ名を指定しな
ければなりません。デフォルト値は DEFAULTNET です。

セクション名
 

パラメータ名 目的
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9 分散アプリケーションのネットワーク設定
パラレル・ネットワーク上でのデータの
流れ

分散アプリケーションでは、ネットワーク上でのデータの送受信にパラレ
ル・データ回線を使用すると、次のような利点を活用できます。

複数のアドレスでリッスンできるため、BRIDGE を頻繁に使用できます。

パラレル・データ回線上で同時にデータを送信することにより、従来の

ネットワークでの制限が解消され、BRIDGE でより高いスループットを実
現できます。

パラレル・データ回線を設定すると、最初の送信先である回線がビジー

状態でも、メッセージの送信処理は失敗しません。トラフィックは、
ネットワーク・グループ番号 (NETGRPNO) が最も大きい回線に流れるよう
に、システム側でスケジューリングされます。この回線がビジー状態の
場合、トラフィックは次の回線、つまりネットワーク・グループ番号が 
2 番目に大きい回線に自動的にスケジューリングされます。すべての回
線がビジー状態の場合は、回線が使用可能になるまでデータはキューに
入れられます。

ただし、パラレル・データ回線を使用するかどうかを決定する前に、メッ
セージを順番に処理する必要があるかどうかを判断してください。システム
では、1 つの特定のデータ回線に会話接続をバインドすることにより、会話
型メッセージの正しい順序が確保されます。 

すべてのメッセージが順番に送信される必要がある場合、非会話型メッセー
ジの順序もトラッキングされるようにアプリケーションをプログラミングし
ます。この方法を使用する場合、パラレル・データ回線は設定しない方がよ
いでしょう。

次の図は、あるマシンから別のマシンへのデータの流れを示します。この図
は、マシン A とマシン B で構成される例に基づいています。まず、BRIDGE 
は、両方のマシンに共通のネットワーク・グループである、MAGENTA_GROUP、

GREEN_GROUP、および DEFAULTNET を識別します。 
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パラレル・ネットワーク上でのデータの流れ
優先順位が同じネットワーク・グループ (NETPRIO パラメータの値が同じグ
ループ ) には、データは並列に流れます。優先順位が異なるネットワーク・
グループは、フェイルオーバー用です。 
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図 9-1BRIDGE 上のデータの流れ
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単純な分散アプリケーションのネットワーク設定例
単純な分散アプリケーションのネット
ワーク設定例

次の例は、単純なネットワークの設定方法を示しています。

# 以下は 2 サイトを含むコンフィギュレーション・ファイルの
# Network セクションの例です。

*NETWORK
   SITE1   NADDR="//mach1:80952” 
           NLSADDR="//mach1:serve"
#
   SITE2   NADDR="//mach386:80952" 
           NLSADDR="//mach386:serve"

ネットワーク・データのスケジューリン
グでのフェイルオーバーとフェイルバッ
ク

データは使用可能な回線のうち、優先順位が最も高い回線を流れます。すべ
てのネットワーク・グループに同じ優先順位が与えられている場合、データ
はすべてのネットワークに同時に送信されます。現在優先されているすべて
の回線で障害が発生すると、データは次に優先順位が高い回線に送信されま
す。このプロセスを「フェイルオーバー」と呼びます。フェイルオーバーが
発生すると、失敗した接続は定期的に再試行されます。

優先順位の高いネットワーク接続が再確立されると、「フェイルバック」が
発生し、優先順位の低い接続にはデータがスケジューリングされなくなりま
す。優先順位がより低い接続は、通常の方法で切断されます。
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すべてのネットワーク・アドレスへの接続の再試行が失敗すると、次にマシ
ン間でのアプリケーション・データやシステム・データの送信が必要になっ
たときに接続が再試行されます。

複数のネットグループによる設定例

First State Bank という架空の銀行で、5 台のマシン (A-E) が構成されるネッ
トワークを想定してください。これらのマシンは 4 つのネットワーク・グ
ループに構成され、それぞれのマシンが 2 つから 3 つのネットワーク・グ
ループで使用されています。

注記 複数のネットワーク・グループ (NETGROUPS) を含むコンフィギュレー
ションでは、ハードウェアおよびソフトウェアに対する要件があり
ます。ただし、このマニュアルでは説明していません。たとえば、
マシンが、複数の物理ネットワークに参加しなければならない場合
があります。各マシンの TCP/IP シンボリック・アドレスは、
/etc/hosts ファイルまたは DNS (ドメイン・ネーム・サービス ) で
識別する必要があります。

次の例の //A_CORPORATE:5345 という形式のアドレスの文字列 
A_CORPORATE は、/etc/hosts ファイルまたは DNS (ドメイン・ネー
ム・サービス ) で指定されていることを想定しています。

First State Bank には、次の 4 つのネットワーク・グループがあります。

DEFAULTNET (デフォルトのネットワークである企業 WAN)

MAGENTA_GROUP (LAN)

BLUE_GROUP (LAN)

GREEN_GROUP (メンバのマシン間に、高速な光ファイバのポイント・
ツー・ポイント・リンクを提供する専用 LAN)
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複数のネットグループによる設定例
すべてのマシンは、DEFAULTNET (企業 WAN) に属します。さらに、各マシン
は MAGENTA_GROUP または BLUE_GROUP に関連付けられます。MAGENTA_GROUP 
の一部のマシンは GREEN_GROUP に属しています。次の図は、ネットワークに
おけるグループの構成を示しています。

図 9-2ネットワーク・グループの例
 

この例では、マシン A と B は以下のグループに対するアドレスを持ちます。

DEFAULTNET (企業 WAN)

MAGENTA_GROUP (LAN)

GREEN_GROUP (LAN)

マシン C は以下のグループに対するアドレスを持ちます。

DEFAULTNET (企業 WAN)

MAGENTA_GROUP (LAN)

マシン D と E は以下のグループに対するアドレスを持ちます。

DEFAULTNET (企業 WAN)

BLUE_GROUP (LAN)
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ローカル・エリア・ネットワークはロケーション間でルーティングされない
ため、マシン D (BLUE_GROUP LAN 内 ) は、共通の単一のアドレス、つまり企
業 WAN ネットワーク・アドレスのみを使用してマシン A (GREEN_GROUP 
LAN 内 ) とやり取りします。

サンプル・ネットワークのコンフィギュレーショ
ン・ファイル

前の節で説明したネットワークを設定するため、First State Bank の管理者
は、以下に示すように、UBBCONFIG ファイルの NETGROUPS および NETWORK セ
クションで各グループを定義します。

*NETGROUPS

DEFAULTNET NETGRPNO = 0       NETPRIO = 100 #default
BLUE_GROUP NETGRPNO = 9       NETPRIO = 200
MAGENTA_GROUP NETGRPNO = 125      NETPRIO = 200
GREEN_GROUP NETGRPNO = 13       NETPRIO = 300

*NETWORK

A NETGROUP=DEFAULTNET NADDR="//A_CORPORATE:5723”
A NETGROUP=MAGENTA_GROUP NADDR="//A_MAGENTA:5724"
A NETGROUP=GREEN_GROUP NADDR="//A_GREEN:5725"

B NETGROUP=DEFAULTNET NADDR="//B_CORPORATE:5723"
B NETGROUP=MAGENTA_GROUP NADDR="//B_MAGENTA:5724"
B NETGROUP=GREEN_GROUP NADDR="//B_GREEN:5725"

C NETGROUP=DEFAULTNET NADDR="//C_CORPORATE:5723"
C NETGROUP=MAGENTA_GROUP NADDR="//C_MAGENTA:5724"

D NETGROUP=DEFAULTNET NADDR="//D_CORPORATE:5723"
D NETGROUP=BLUE_GROUP NADDR="//D_BLUE:5726"

E NETGROUP=DEFAULTNET NADDR="//E_CORPORATE:5723"
E NETGROUP=BLUE_GROUP NADDR="//E_BLUE:5726"
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複数のネットグループによる設定例
各ネットワーク・グループへの優先順位の割り当て

ネットワークの BRIDGE プロセスの機能を最大限に生かすには、各ネット
ワーク・グループを表す NETGROUP に適切に優先順位を割り当てます。
NETGROUP の優先順位を割り当てる場合は、以下の点を念頭に置いてくださ

い。

データは、最も優先順位が高い使用可能な回線上にのみ流れます。

ネットワーク・グループすべてに同じ優先順位が設定されている場合、

データはすべてのネットワーク上を同時に流れます。

現在優先されているすべての回線で障害が発生すると、データは次に優

先順位が高い回線に送信されます。

優先順位がより高い回線が使用可能になると、データは再びこの回線に

流れます。

優先順位がより高く、使用不可能なすべての回線は定期的に再試行され

ます。

すべてのネットワーク・アドレスへの接続の試みが失敗すると、次にマ

シン間のデータ送信が必要になったときに接続が再試行されます。

NETPRIO のデフォルト値は 100 です。

ネットワーク・グループへの優先順位の割り当て例

次の図は、First State Bank の管理者が使用可能なネットワーク・グループに
優先順位を割り当てる方法を示しています。
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図 9-3ネットワーク・グループへの優先順位の割り当て

次のように優先順位が割り当てられます。

BLUE_GROUP=200

DEFAULTNET=100

GREEN_GROUP=300

MAGENTA_GROUP=200

NETGROUPS セクションおよび NETWORK セクションの例

最も優先順位の低いネットワーク・グループは、デフォルトのネットワー
ク・グループとして予約されます。つまり、ほかのネットワーク・グループ
がすべて使用不可能にならない限り、このグループは使用されません。した
がって、分単位で課金される衛星回線など、特定のネットワークの使用を制
限する場合は、そのネットワークをデフォルトのネットワーク・グループと
して指定します。

デフォルトのネットワーク・グループに優先順位を割り当てるには、ほかの
グループと同じように、DEFAULTNET の NETPRIO バラメータを設定します。
DEFAULTNET の NETPRIO を指定しないと、以下の例に示すようにデフォル
ト値の 100 が使用されます。
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複数のネットグループによる設定例
*NETGROUP
DEFAULTNET  NETGRPNO = 0   NETPRIO = 100

DEFAULTNET では、ネットワーク・グループ番号 (NETGRPNO) の値を 0 に指定
しなければなりません。これ以外の値は無効です。NETGRPNO の値は、エン
トリごとに一意でなければなりません。 

一方、複数のネットワーク・グループに対して、同じ NETPRIO の値を割り当
てることもできます。たとえば、First State Bank のコンフィギュレーショ
ン・ファイルで、MAGENTA_GROUP と GREEN_GROUP に同じネットワーク優先順
位 (NETPRIO=200) を割り当てることができます。

各ネットワーク・アドレス (NETWORK) は、デフォルトで DEFAULTNET ネット
ワーク・グループに関連付けられます。このパラメータは、エントリ間の統
一性を保ちたい場合、または定義されるネットワーク・アドレスを 2 つ目の
ネットワーク・グループに関連付けたい場合に、明示的に指定することがで
きます。

*NETWORK
D NETGROUP=BLUE_GROUP NADDR="//D_BLUE:5726"
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章

10ワークステーショ
ン・クライアントに
ついて

ここでは、次の内容について説明します。

Workstation コンポーネントとは

4 つのワークステーション・クライアントが接続されたアプリケーショ
ンの例

ワークステーション・クライアントのアプリケーションへの接続方法

Workstation コンポーネントとは

BEA Tuxedo システムの Workstation コンポーネントを使用すると、サーバ
側の機能がフル・インストールされていないマシン、つまり管理サーバもア
プリケーション・サーバもサポートしないマシンに、アプリケーション・ク
ライアントを収容できます。クライアントとアプリケーション・サーバ間の
通信は、すべてネットワーク経由で行われます。

ワークステーション・クライアントのプロセスは、Windows 98、Windows 
2000、または UNIX プラットフォーム上で実行できます。また、このクライ
アントは、ATMI にアクセスすることもできます。ユーザは、発行した要求
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が背後のネットワークでどのように処理されているかを意識する必要はあり
ません。ワークステーション・クライアントは、ワークステーション・ハン
ドラ (WSH) を介してシステムに登録し、ネイティブ・クライアントが使用
できる機能と同じ機能にアクセスします。

ワークステーション・クライアントとアプリケーション・サーバ間の通信は
すべて、ワークステーション・ハンドラ (WSH) プロセスを介して行われま
す。

ワークステーション・クライアントは、ネットワーク・クライアントで実行
できる機能とほぼ同じ機能を実行できます。たとえば、次のような機能があ
ります。

メッセージの送受信

トランザクションの開始、終了、またはコミット

任意通知型メッセージの送受信

BEA Tuxedo クライアントに組み込まれているすべてのセキュリティ・
メカニズム

4 つのワークステーション・クライアン
トが接続されたアプリケーションの例

次の図は、4 つのワークステーション・クライアントが接続されたアプリ
ケーションの例です。
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4 つのワークステーション・クライアントが接続されたアプリケーションの例
図 10-14 つのワークステーション・クライアントが接続された銀行業務アプ
リケーション

4 つのうち、2 つのワークステーション・クライアントは、UNIX システム
上で実行されています。残りの 2 つのワークステーション・クライアント
は、Windows 2000 上で実行されています。すべてのワークステーション・
クライアントは、まず、ワークステーション・リスナ (WSL) からアプリ
ケーションに参加します。ワークステーション・リスナは、それ以降の通信
処理をワークステーション・ハンドラ (WSH) に任せます。このプロセスは、
ネイティブ・クライアントがアプリケーションに参加するプロセスとは異な
ります。後者の場合、ネイティブ・クライアントは直接掲示板にアタッチし
て参加します。

管理サーバとアプリケーション・サーバはすべて SITE1 と SITE2 に配置され
ています。ワークステーション・クライアントからアプリケーションへの
サービス要求は、ネットワーク経由で WSH に送られます。WSH は、要求
を該当するサーバに転送し、サーバから応答を受け取り、その応答をワーク
ステーション・クライアントに返します。
『BEA Tuxedo アプリケーションの設定』 10-3



10 ワークステーション・クライアントについて
注記 リソース・マネージャとは、BEA Tuxedo アプリケーションでトラン
ザクション処理を行い、操作を実行するための XA 標準インターフェ
イスのインプリメンテーションのことです。リソース・マネージャ
の代表的な例はデータベースです。リソース・マネージャは、グ
ローバル・トランザクション内でアクセスされ、制御されます。

この例では、アプリケーションは 2 台のマシンに分散されているため、MP 
モードで動作します。ワークステーション・クライアントは、要求を 1 つの
ワークステーション・ハンドラに送信します。ワークステーション・ハンド
ラはその要求を BRIDGE プロセスに転送し、次に BRIDGE プロセスにより、要
求が正しいマシンに転送されます。
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ワークステーション・クライアントのアプリケーションへの接続方法
ワークステーション・クライアントのア
プリケーションへの接続方法

次の流れ図は、ワークステーション・クライアントからアプリケーションに
接続する方法を示しています。

クライアントは、既定のネットワーク・アドレスを使用して WSL プロセス
に接続します。クライアントによって tpchkauth() または tpinit() が呼び
出されると、接続を確立するプロセスが開始します。WSL は WSH のアドレ
スをクライアントに返し、ワークステーション・ハンドラのプロセスに接続
要求のプロセスを通知します。WSC は WSH に接続します。以降の WSC と
アプリケーション間の通信はすべて WSH を通じて行われます。
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章

11ワークステーショ
ン・クライアントの
設定

ここでは、次の内容について説明します。

ワークステーション・クライアントの定義

ワークステーション・クライアントの最大数の設定

ワークステーション・リスナ (WSL) をサーバとして定義する

ネットワーク障害の検出

ワークステーション・クライアントをサポートするコンフィギュレー

ション・ファイルの例

ワークステーション・クライアントの定
義

ワークステーション・クライアントを BEA Tuxedo アプリケーションに参加
させるには、対応するアプリケーション環境が必要です。BEA Tuxedo シス
テムには、次の表に示すような、環境設定用の変数が用意されています。
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TUXDIR および WSNADDR は必須の変数であり、それ以外は、オプションの変
数です。WSENVFILE 以外のパラメータには、デフォルト値が用意されていま
す。

説明 設定する環境変数

アプリケーション・パスワード。パスワードによるセ
キュリティ機能を実装するアプリケーションでのみ有効
です。スクリプトから実行するクライアントは、この変
数を使用してアプリケーション・パスワードを取得でき
ます。

APP_PW  (オプション )

リンク・レベルの暗号化に使用する暗号化キーの最上位
ビットの最大数。設定できる値は、0 (暗号を使用しな
い場合 ) か、40、56、または 128 (指定された番号が暗
号化キーの最上位ビット数の場合 ) です。

TMMAXENCRYPTBITS (
オプション )

リンク・レベルの暗号化に使用する暗号化キーの最上位
ビットの最小数。設定できる値は、0 (暗号を使用しな
い場合 ) か、40、56、または 128 (指定された番号が暗
号化キーの最上位ビット数の場合 ) です。

TMMINENCRYPTBITS (
オプション )

WSRPLYMAX 値に達した場合に応答を格納するディレク
トリ。デフォルト値は作業ディレクトリです。

TMPDIR (オプション )

ワークステーション・マシンが、割り当てられた 
MBSTRING 型付きバッファに格納するコードセットの
符号化名を指定します。 
TPMBENC にはデフォルト値はありません。MBSTRING 
型付きバッファを使用するワークステーション・クライ
アントの場合、ワークステーション・マシン上で 
TPMBENC を定義する必要があります。

TPMBENC (オプション )

ワークステーション・マシンが、受信した MBSTRING 
バッファのデータを、TPMBENC で定義された符号化に
自動的に変換するかどうかを指定します。デフォルトで
は自動変換は無効になっています。受信した 
MBSTRING バッファのデータは、符号化の変換はされ
ないままでワークステーション・クライアントに配信さ
れます。TPMBACONV を Y (yes) などの値に設定すると、
自動変換が有効になります。

TPMBACONV (オプショ
ン )
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ワークステーション・クライアントの定義
このワークステーション上での BEA Tuxedo システム・
ソフトウェアの場所。この環境変数を設定しないと、ク
ライアントは接続を確立できません。

TUXDIR (必須 )

ワークステーション・マシンが文書型定義 (DTD)、
XML スキーマ、およびエンティティ・ファイルを
キャッシュするかどうかを指定します。デフォルトで
は、キャッシングは有効になっています (Y)。
URLENTITYCACHING を N (no) に設定すると、キャッシ
ングは無効になります。

URLENTITYCACHING (
オプション )

ワークステーション・マシンが DTD、スキーマ、およ
びエンティティ・ファイルをキャッシュするディレクト
リを指定します。URLENTITYCACHEDIR 変数には、
キャッシュされるファイルの絶対パス名を指定します。
URLENTITYCACHEDIR を指定しない場合、デフォルトの
ディレクトリは URLEntityCachedir になります。こ
のディレクトリはワークステーション・クライアント・
プロセスの現在の作業ディレクトリ内に作成され、適切
な書き込み権が設定されています。

URLENTITYCACHEDIR (
オプション )

使用するネットワーク・デバイス。デフォルト値は空文
字列です。 

 WSDEVICE  (オプショ
ン )

すべての環境変数を設定するファイルの名前。この変数
のデフォルト値はありません。

WSENVFILE (オプショ
ン )

ワークステーション・クライアントがワークステーショ
ン・リスナまたはワークステーション・ハンドラに接続
するのに使用するネットワーク・アドレス。この変数お
よび WSFRANGE 環境変数は、TCP/IP ポート (ワークス
テーション・クライアントがアウトバウンド接続を行う
前にバインドするときのバインド先 ) の範囲を指定しま
す。このアドレスは、TCP/IP アドレスでなければなり
ません。

WSFADDR (オプション )

ワークステーション・クライアントのプロセスが、アウ
トバウンド接続を確立する前にバインドする TCP/IP 
ポートの範囲。範囲のベースとなるアドレスは、
WSFADDR パラメータで指定します。

WSFRANGE (オプション
)

説明 設定する環境変数
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11 ワークステーション・クライアントの設定
ワークステーション・クライアントの最
大数の設定

アプリケーションにワークステーション・クライアントを参加させるには、
UBBCONFIG ファイルの MACHINES セクションで MAXWSCLIENTS パラメータを指
定する必要があります。

MAXWSCLIENTS は、Workstation 機能専用の唯一のパラメータです。
MAXWSCLIENTS に指定された値は、BEA Tuxedo システムの起動時に通知さ
れ、ワークステーション・クライアント用に確保するアクセサ・スロットの
数が決まります。ネイティブ・クライアントの場合、各アクセサ・スロット
に必要なセマフォは 1 つです。一方、ワークステーション・ハンドラ・プロ
セス (ワークステーション・クライアントの代わりにネイティブ・プラット
フォーム上で実行するプロセス ) は、ワークステーション・クライアントの
アクセスを単一のアクセサ・スロットに多重化するので、必要なセマフォは 
1 つだけです。この点も、Workstation コンポーネントの利点の 1 つです。多

クライアントがコンタクトする WSL の 1 つまたは複数
のネットワーク・アドレスのリスト。このアドレスは、
アプリケーション・コンフィギュレーション・ファイル
にある WSL プロセスのアドレスと一致する必要があり
ます。

WSNADDR (必須 )

アプリケーションの応答を一時的に保存するためのコ
ア・メモリのサイズ。デフォルト値は 256,000 バイトで
す。

WSRPLYMAX (オプショ
ン )

マシンのタイプ。WSL が動作するマシンのコンフィ
ギュレーション・ファイルで指定されている TYPE の値
と同じ値を WSTYPE に指定すると、符号化 /復号化は行
われません。デフォルト値は空文字列です。 

WSTYPE (オプション )

説明 設定する環境変数
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ワークステーション・リスナ (WSL) をサーバとして定義する
くのクライアントをネイティブ・プラットフォームからワークステーション
に移動することによって、アプリケーションで使用する IPC 資源を減らすこ
とができます。

MAXWSCLIENTS は、MAXACCESSERS に指定された数のうち、指定された数のア
クセサ・スロットを使用します。MAXWSCLIENTS の設定時には、ネイティブ・
クライアントとサーバを収容するために必要な数のスロットを残しておく必
要があります。MAXWSCLIENTS 値が MAXACCESSERS 値を超えると、tpinit() 
の実行時にネイティブ・クライアントとサーバが失敗します。次の表は、
MAXWSCLIENTS パラメータの説明です。

ワークステーション・リスナ (WSL) を
サーバとして定義する

ワークステーション・クライアントがアプリケーションにアクセスするとき
は、1 つの WSL プロセスと 1 つ以上の WSH プロセスのサービスが介在しま
す。WSL は、複数のワークステーション・クライアントをサポートできま
す。つまり、すべてのワークステーション・クライアントは、WSL のコマ
ンド行で指定される同一のネットワーク・アドレスでアプリケーションと接
続します。リスナは、1 つまたは複数のワークステーション・ハンドラ・プ
ロセスをスケジューリングします。

パラメータ 説明

MAXWSCLIENTS マシンに接続する WSC の最大数を指定します。 
構文は MAXWSCLIENTS=number です。デフォルト値は 0 で
す。

MAXWSCLIENTS を指定しないと、WSC は指定されたマシンに
接続できません。
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11 ワークステーション・クライアントの設定
WSH プロセスは、アプリケーションの管理ドメインで、リモート・ワーク
ステーション上のクライアントの代理として機能します。WSH は多重化ス
キーマによって、複数のワークステーション・クライアントを同時にサポー
トします。

アプリケーションにワークステーション・クライアントを参加させるには、
UBBCONFIG ファイルの SERVERS セクションにワークステーション・リスナ 
(WSL) のプロセスを指定する必要があります。サーバを指定する場合と同じ
構文を使用してください。

WSL プロセスに情報を渡す
WSL プロセスに情報を渡すには、コマンド行オプション文字列 (CLOPT) を使
用します。CLOPT パラメータの形式は、次のとおりです。 

CLOPT="[ -A ] [servopts_options] -- -n netaddr [-d device]
       [-w WSHname][-t timeout_factor][-T Client_timeout]

[-m minh][-M maxh][-x mpx_factor ]
       [-p minwshport][-P maxwshport]
       [-I init_timeout][-c compression_threshold]
       [-k compression_threshold]
       [-z bits][-Z bits][-H external_netaddr]
       [-N network_timeout][-K{client|handler|both|none}]"

-A オプションを指定すると、WSL は起動時にすべてのサービスを提供しま
す。デフォルトでは、このオプションが用意されていますが、ここでは、シ
ステム提供のサーバとアプリケーション・サーバの違いを強調するために示
してあります。アプリケーション・サーバの起動時には、利用可能なサービ
スのサブセットだけが提供される場合もあります。 

二重ダッシュ (--) は、起動後に WSL に渡されるパラメータ・リストの開始
位置を示します。 

CLOPT でのコマンド行オプションの使用
以下のコマンド行オプションは、CLOPT 文字列の二重ダッシュ (--) の後に指
定することができます。 
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ワークステーション・リスナ (WSL) をサーバとして定義する
注記 CLOPT コマンド行オプションの総合一覧については、『BEA Tuxedo 
のファイル形式とデータ記述方法』の servopts(5) を参照してくだ
さい。

コマンド行オプション 説明

-n netaddr

(必須 )
WSC がリスナに接続するためのネットワーク・アド
レス。WSC は、-n の後に指定されている値に対し、
適切な環境変数 (WSNADDR) を設定する必要がありま
す。

[-d device]
(一部のトランスポート・
インターフェイスでは必
須 )

ネットワーク・デバイス名を指定します。

これは、一部のトランスポート・インターフェイス
でのみ必要なオプション・パラメータです。たとえ
ば、ソケットではこのパラメータは必要ありません。

[-t timeout] クライアントが WSH に接続するまでの時間。
システムは timeout の値と SCANUNIT パラメータの値
を乗算して、接続までの時間を算出します。 
デフォルト値は、セキュリティなしのアプリケー
ションでは 3、セキュリティ付きアプリケーションで
は 6 です。このコンテキストでは、次のいずれかのパ
ラメータが設定されているアプリケーションは、セ
キュリティ付きであると見なされます。

USER_AUTH

ACL

MANDATORY_ACL

APP_PW

[-w name] このリスナに対して起動する WSH プロセスの名前。
デフォルト値は WSH、つまり提供されているハンドラ
の名前です。buildwsh(1) コマンドで別のハンド
ラ・プロセスを作成した場合は、その名前をここで
指定します。

 [-m number] 起動し、常に利用可能にしておくハンドラの最小数。
デフォルト値は 0 です。
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11 ワークステーション・クライアントの設定
関連項目

『BEA Tuxedo のファイル形式とデータ記述方法』の servopts(5)

 [-M number] 起動できるハンドラの最大数。デフォルト値は、マ
シンの MAXWSCLIENTS を多重係数 (-x で指定 ) で
割った値です。

 [-x number] WSH が同時に多重化できるクライアントの最大数。
この値は 0 より大きくなければなりません。デフォル
ト値は 10 です。

[-T client_timeout] クライアントが、接続を切断されないままアイドル
状態でいられる時間 (分 )。クライアントがこの時間
内に要求を行わなかった場合、WSH はクライアント
接続を切断します。この引数を指定しない場合、ま
たは 0 が指定されている場合、タイムアウトは発生し
ません。

[-p minwshport] and [-P 
maxwshport]

このリスナ・サーバに関連付けられている WSH が使
用できるポート番号の範囲。0 ～ 65535 の範囲のポー
ト番号を指定してください。デフォルト値は、
minwshport が 2048、maxwshport が 65535 です。

[-z] および [-Z]  WSL 側で、リンク・レベルの暗号化のために使用で
きるビットの範囲ビットの最小値を指定するには -z 
を使用し、最大値を指定するには -Z を指定します。

[-N network_timeout] ワークステーション・クライアントが WSL/WSH か
らの応答を受け取るまでの最小待機時間 (秒 )。デ
フォルト値は 0、つまりタイムアウトが発生しないこ
とを示します。 

[-K {client | handler | 
both | none}]

ワークステーション・ハンドラとワークステーショ
ン・クライアントの間で、指定された時間内にトラ
フィックが発生しなかった場合、これらの間で接続
を確立するかどうかを指定します。

コマンド行オプション 説明
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ネットワーク障害の検出
ネットワーク障害の検出

Workstation コンポーネントには、ネットワーク接続が切断されてもハング
状態が無期限に続かないようにするための、WSL 用の管理オプションが用意
されています。これにより、次のことを実現できます。 

クライアント接続を定期的にチェックできます (keep-alive オプション )。

WSH からの応答をクライアントが待機する時間を制限できます。この時
間を経過すると、WSH との接続は切断されます (ネットワーク・タイムア
ウト・オプション )。
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11 ワークステーション・クライアントの設定
keep-alive オプションの使用

keep-alive は、ワークステーション・ハンドラとワークステーション・クラ
イアントの間で一定期間トラフィックが発生しなかった場合に、その接続の
実行可能性を定期的にチェックするネットワーク機能です。

keep-alive オプションを要求するには、UBBCONFIG ファイルの SERVERS セク
ションで、WSL CLOPT エントリに -K オプションを追加します。-K オプション
は、client、handler、both、または noneという引数をとります。 

UBBCONFIG ファイル内のエントリは、次のようになります。 

オプション 目的

-K client クライアント・マシンから keep-alive メッセージを生成
します。keep-alive メッセージが認識されない場合、ク
ライアント・マシンはネットワークがダウンしていると
見なします。以降の ATMI 呼び出しは、TPESYSTEM の 
tperrno で異常終了します。 

-K handler ハンドラ・マシンから keep-alive メッセージを生成しま
す。keep-alive メッセージが認識されない場合、ハンド
ラ・マシンはネットワークがダウンしているものとみな
します。ハンドラは、応答しないクライアントに関連す
るエントリをクリーンアップします。この結果、ワーク
ステーションが同時に多重化できるクライアント (-x で
指定 ) を、ハンドラが消費しないようにすることができ
ます。

-K both クライアント・マシンとハンドラ・マシンの両方から、
keep-alive メッセージを生成します。このコンポーネン
トの利用度とタイムアウトのしきい値は、オペレーティ
ング・システムの調整可能なパラメータによって決まり
ます。

-K none keep-alive オプションをオフにします。この設定は、-K 
をまったく指定しない場合と同じ結果になります。
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keep-alive オプションの使用
WSL SRVGRP="WSLGRP" SRVID=1000 RESTART=Y GRACE=0 
CLOPT="-A -- -n //ws.beasys.com:5120 -d /dev/tcp -K both" 

この例では、-K により、ワークステーション・クライアントとワークステー
ション・サーバの両方の keep-alive チェックが有効になります。 

UBBCONFIG の WSL エントリの詳細については、『BEA Tuxedo のファイル形式
とデータ記述方法』の WSL(5) を参照してください。

注記 指定したタイムアウト値は、システム全体に適用されます。1 つのア
プリケーションに対してタイムアウト値を指定し、その値を後で変
更すると、keep-alive を使用するすべてのアプリケーションに影響し
ます。 

keep-alive オプションの制約
keep-alive オプションは、ソケットを使用する BEA Tuxedo システムを搭載
したプラットフォームでのみサポートされます。

Tru64 UNIX

HP UX

Windows 

このオプションは、上記以外のプラットフォームでは使用できません。BEA 
Tuxedo システムでは、どのサーバ・マシンにも -K オプションを指定できま
すが、上記以外のプラットフォームでは正しく実行されません。上記以外の
プラットフォームで keep-alive 機能を実行すると失敗し、ユーザ・ログに
メッセージが書き込まれます (WSH のプロセスごとに 1 回 )。処理は、通常ど
おり続行します。

注記 keep-alive 機能は、TCP/IP 通信でのみ有効です。 
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11 ワークステーション・クライアントの設定
ネットワーク・タイムアウト・オプショ
ンの使用

ネットワーク・タイムアウトとは、ワークステーション・クライアントによ
る操作を待機する時間を指定するオプションです。ここで指定した時間を経
過すると、操作に対する要求は、ネットワーク上でキャンセル (タイムアウ
ト ) されます。

ネットワーク・タイムアウトは、WSL の管理オプションである -N を使用して
要求できます。-N オプションは、ネットワーク・タイムアウトを使用して、
ワークステーション・クライアントのデータを受信します。

ネットワーク・タイムアウトのしくみ

ネットワーク・タイムアウト・オプションにより、ワークステーション・ク
ライアントがネットワークからデータを受信するための BEA Tuxedo 操作を
待機する期間 (秒単位 ) が指定されます。この期間を過ぎると、操作は失敗
し、クライアントはアプリケーションから切断されます。値 0 (デフォルト ) 
はタイムアウトが発生しないことを示します。 

注記 この値を低く設定しすぎると、接続が頻繁に切断されます。

タイムアウトが発生すると、各 ATMI 関数はエラーを返します。リンクでタ
イムアウトが発生すると、アプリケーションに通知されます。この場合、既
存のエラー・コードが使用されます。特定のエラー・コードの詳細について
は、tperrordetail(3c) を呼び出して参照してください。ネットワーク・タ
イムアウトが発生すると、未処理の操作は信頼できない状態になります。つ
まり、トランザクションが途中で終了したり、応答が失われたりします。ア
プリケーションへの接続を安全に終了するには、WSH と通信せずに、
tpterm(3c) の呼び出しと同じ操作を行います。 

操作が返される時点では、クライアントは BEA Tuxedo アプリケーションの
一部ではなくなっています。クライアントを再度アプリケーションに参加さ
せるには、次のどちらかの方法を使用します。 
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ワークステーション・クライアントをサポートするコンフィギュレーション・
tpinit(3c) を呼び出す 

暗黙的な接続を使用する (セキュリティが設定されていない場合 )

ネットワーク・タイムアウト・オプションの制限

ネットワークの送信操作に対してネットワーク・タイムアウトは設定で

きません。

ネットワーク・タイムアウトの値がトランザクション・タイムアウトま

たはブロッキング・タイムアウトの値より小さいと、クライアントは、
要求の処理が完了する前に切断される場合があります。

ネットワーク・タイムアウトが発生すると、接続がまだ有効でもワーク

ステーション・クライアントの接続は切断されます。

ネットワーク・タイムアウト・オプションの設定

BEA Tuxedo アプリケーションにネットワーク・タイムアウト・オプション
を指定するには、WSL CLOPT の引数に -N オプションを追加します。

ワークステーション・クライアントをサ
ポートするコンフィギュレーション・
ファイルの例

以下のサンプル・コンフィギュレーション・ファイルからの抜粋は、
bankapp アプリケーションにワークステーション・コンポーネントを追加す
る方法を示しています。ここでは、MACHINES セクションと SERVERS セク
ションが変更されています。
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11 ワークステーション・クライアントの設定
コード リスト 11-1   ワークステーション・クライアントをサポートする 
UBBCONFIG ファイルの例

*MACHINES
SITE1
              ...
              MAXWSCLIENTS=150

              ...
SITE2

              ...
              MAXWSCLIENTS=0
              ...

*SERVERS
              ...
WSL SRVGRP=”BANKB1" SRVID=500 RESTART=Y

CLOPT=”-A -- -n //ws.beasys.com:5120 -m 5 -M 30 -x 5"

...

MACHINES セクションおよび SERVERS セクショ
ンの変更

MACHINES セクションおよび SERVERS セクションが次のように変更されてい
ます。

MACHINES セクションでは、MAXWSCLIENTS のデフォルト値が 2 つのサイ
トのエントリで上書きされています。SITE1 ではデフォルト値が 150 に
引き上げられ、SITE2 では 0 に引き下げられています。値 0 の場合は、
ワークステーションが接続されません。

SERVERS セクションでは、WSL プロセスはグループ BANKB1 に指定され
ています。WSL のサーバ ID は 500 です。再起動可能と指定されていま
す。

コマンド行オプションでは、以下の値が指定されています。

WSL はすべてのサービスを宣言します (-A)。
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ワークステーション・クライアントをサポートするコンフィギュレーション・
WSL はネットワーク・アドレス //ws.beasys.com:5120 で接続指示
を受け付けます (-n)。

最低 5 つの WSH が起動します (-m)。

最大 30 の WSH が起動します (-M)。

各ハンドラは同時に最大 5 つのクライアントを接続できます (-x)。
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章

12BEA Tuxedo 
CORBA リモート・
クライアント・アプ
リケーションの管理

この章では、標準のインターネット ORB 間プロトコル (IIOP: Internet 
Inter-ORB Protocol) を使用して BEA Tuxedo CORBA のリモート・クライア
ント・アプリケーションから CORBA オブジェクトへの接続を設定する方法
について説明します。この章は、BEA Tuxedo CORBA サーバにのみ適用さ
れます。

ここでは、次の内容について説明します。 

CORBA オブジェクト関連の用語

CORBA リモート・クライアントの概要

CORBA リモート・クライアントの環境変数を設定する

CORBA リモート・クライアントの最大数を設定する

CORBA リモート・クライアントのリスナを設定する

CORBA リモート・クライアントをサポートするようにコンフィギュ
レーション・ファイルを変更する
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リモート共同クライアント /サーバのアウトバウンド IIOP を設定する

ISL コマンドを使用してアウトバウンド IIOP のサポートを設定する

CORBA オブジェクト関連の用語

以下は、この章で使用する用語の一覧です。

DLL
ダイナミック・リンク・ライブラリ (DLL: Dynamic Link Library)。
ロード・モジュールにグループ化された関数の集合。Windows アプ
リケーションでは、実行時に実行形式プログラムに動的にリンクさ
れます。

IIOP
インターネット ORB 間プロトコル (IIOP: Internet Inter-ORB 
Protocol)。TCP/IP 準拠の通信プロトコルで、共通のバックボーン・
プロトコルとして CORBA 定義のメッセージ送受信をサポートしま
す。 

ISH
IIOP サーバ・ハンドラ (ISH: IIOP Server Handler)。アプリケーショ
ン・サイト上で実行されるクライアント・プロセス。リモート・ク
ライアントの代理として機能します。 

ISL
IIOP サーバ・リスナ (ISL: IIOP Server Listener)。アプリケーション・
サイト上で実行されるサーバ・プロセス。リモート・クライアント
の接続要求をリッスンします。

サーバ
BEA Tuxedo ドメインのマシンで管理されるサーバ。BEA Tuxedo 
CORBA サーバは、BEA Tuxedo CORBA の buildobjserver コマン
ドを使用して作成されます。CORBA サーバは、セキュリティ、ト
ランザクション、オブジェクトの状態管理など、BEA Tuxedo の機
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能をインプリメントします。サーバは、BEA Tuxedo ドメイン内外
の任意のサーバを呼び出すことができます。

ネイティブ・クライアント
BEA Tuxedo ドメイン内のクライアント。CORBA ORB を使用して、
BEA Tuxedo ドメイン内外のオブジェクトを呼び出します。ネイ
ティブ・クライアントのホストには、BEA Tuxedo の管理コンポー
ネントとインフラストラクチャ・コンポーネントがあります。たと
えば、tmadmin、FactoryFinder、ISL/ISH などです。ネイティブ・ク
ライアントは、環境オブジェクトを使用して CORBA オブジェクト
にアクセスします。ネイティブ C++ クライアントは 
buildobjclient コマンドを使用して作成し、ネイティブ Java クラ
イアントはサード・パーティ ORB 提供のツールを使用して作成しま
す。
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リモート・クライアント
BEA Tuxedo ドメイン外のクライアント。リモート・クライアント
は、CORBA ORB を使用して、BEA Tuxedo ドメイン内外のオブ
ジェクトを呼び出すことができます。リモート・クライアントのホ
ストには、tmadmin、FactoryFinder、ISL/ISH など、BEA Tuxedo の
管理コンポーネントやインフラストラクチャ・コンポーネントはな
く、リモート・クライアントがオブジェクトを呼び出すためのサ
ポート・ソフトウェア (CORBA ORB)があります。リモート・クラ
イアントは、環境オブジェクトを使用して CORBA オブジェクトに
アクセスします。リモート C++ クライアントは buildobjclient コ
マンドを使用して作成し、リモート Java クライアントはサード・
パーティ ORB 提供のツールを使用して作成します。

ネイティブ共同クライアント /サーバ
(1) ビジネス上の処理のスタータとなるコードを実行し、(2) オブ
ジェクトを呼び出すためのメソッド・コードを実行する、という 2 
つの目的を持つプロセス。共同クライアント /サーバは、BEA 
Tuxedo ドメイン内にあります。ネイティブ・ジョイント C++ クラ
イアント /サーバは、buildobjclient コマンドを使用して作成しま
す。Java ネイティブ共同クライアント /サーバはサポートされてい
ません。 

注記 ネイティブ共同クライアント /サーバのサーバ・ロールは、通常
のサーバと比べて大幅に弱くなります。tmadmin、FactoryFinder、
ISL/ISH などの BEA Tuxedo CORBA の管理コンポーネントやイン
フラストラクチャ・コンポーネントはなく (BEA Tuxedo のスケー
ラビリティと信頼性に関する属性もなし )、BEA Tuxedo の TP 
Framework も使用しないため、クライアントと ORB 間でより直
接的なインタラクションが必要になります。 

リモート共同クライアント /サーバ
(1) ビジネス上の処理のスタータとなるコードを実行し、(2) オブ
ジェクトを呼び出すためのメソッド・コードを実行する、という 2 
つの目的を持つプロセス。共同クライアント /サーバは、BEA 
Tuxedo ドメイン外にあります。共同クライアント /サーバは BEA 
Tuxedo TP Framework を使用しないので、クライアントと ORB 間で
より直接的なインタラクションが必要です。リモート・ジョイント 
C++ クライアント /サーバは buildobjclient コマンドを使用して作
12-4 『BEA Tuxedo アプリケーションの設定』



CORBA オブジェクト関連の用語
成し、リモート Java クライアント /サーバはサード・パーティ ORB 
提供のツールを使用して作成します。 

注記 共同クライアント /サーバは、サーバ・ロールの一部としてクラ
イアントの役割を果たすサーバとは異なります。サーバが呼び出
し処理を完了すると、休止状態に戻ります。共同クライアント /
サーバは常にアクティブ・モードで動作し、サーバ・ロールとは
関連のないコードを実行します。このためサーバ・ロールによっ
て一時的にアクティブなクライアント・ロールが中断されますが、
クライアント・ロールは常に再開されます。

注記 リモート共同クライアント /サーバのサーバ・ロールは、通常の
サーバと比べて大幅に弱くなります。クライアントにもサーバに
も、tmadmin、FactoryFinder、ISL/ISH など、BEA Tuxedo の管理
コンポーネントやインフラストラクチャ・コンポーネントはあり
ません (BEA Tuxedo のスケーラビリティや信頼性に関する属性も
なし )。

BEA Tuxedo CORBA オブジェクト
TP Framework を使用してインプリメントされ、セキュリティ、トラ
ンザクション、およびオブジェクトの状態管理をインプリメントす
る CORBA オブジェクト。CORBA オブジェクトは、BEA Tuxedo 
CORBA サーバでインプリメントされます。つまり、これらのオブ
ジェクトは BEA Tuxedo ドメインの一部であり、BEA Tuxedo インフ
ラストラクチャを使用します。

コールバック・オブジェクト
 ターゲット オブジェクトでのクライアントの呼び出しで、パラメー
タとして提供される CORBA オブジェクト。ターゲット・オブジェ
クトは、そのターゲット・オブジェクトの実行時、または後で (
ターゲット オブジェクトの呼び出しが完了した後でも可 ) コール
バック・オブジェクトを呼び出すことができます。コールバック・
オブジェクトは、BEA Tuxedo ドメイン内外のどちらにも配置でき
ます。
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CORBA リモート・クライアントの概要

この節での「リモート・クライアント」は、BEA Tuxedo CORBA サーバ・
ソフトウェアがフル・インストールされていないシステムに配置された 
CORBA クライアント・アプリケーションを意味します。つまり、管理サー
バやアプリケーション・サーバが実行されず、掲示板もないことを意味しま
す。クライアントとアプリケーション間の通信は、すべてネットワーク経由
で行われます。 

クライアントのタイプは以下のとおりです。

CORBA C++ クライアント

CORBA Java クライアント

ActiveX クライアント

クライアント・プロセスは、UNIX または Microsoft Windows 上で実行でき
ます。また、クライアントは CORBA ORB インターフェイスにアクセスす
ることができます。ユーザは、呼び出しが背後のネットワークでどのように
処理されているかを意識する必要はありません。クライアント・プロセスは
システムに登録され、ネイティブ・クライアントと同じ状態になります。

 クライアントには以下の特徴があります。

リモート CORBA オブジェクトでメソッドを呼び出します。

トランザクションの開始、ロールバック、またはコミットを行います。

アプリケーション・セキュリティにパスする必要があります。

注記 クライアント・プロセスは、ISH を通してネイティブ・ドメインと通
信します。
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CORBA リモート・クライアントが接続されたアプ
リケーションの例

図 12-1 は、リモート・クライアントが接続されたアプリケーションの例で
す。リモート・クライアントから CORBA サーバ・アプリケーションへのア
クセス要求は、ネットワーク経由で ISH に送信されます。このプロセスがア
プリケーション・サーバに要求を送信し、その応答をリモート・クライアン
トに返します。

図 12-1リモート・クライアントが接続された銀行業務アプリケーション
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リモート・クライアントからアプリケーションへの
接続方法

クライアントは、既知のネットワーク・アドレスを使用して IIOP リスナ /
ハンドラで ISL プロセスに接続します。この接続は、クライアントが 
Bootstrap オブジェクトのコンストラクタを呼び出すと開始されます。ISL プ
ロセスは、オペレーティング・システム固有の機能を使用して、選択された 
ISH プロセスに直接接続を渡します。クライアント・アプリケーション側か
ら見ると、接続は 1 つだけです。クライアント・アプリケーションは、現在 
ISH プロセスに接続されていることを認識せず、また、認識する必要もあり
ません。

CORBA リモート・クライアントの環境
変数を設定する

CORBA C++ クライアントでは、以下に示す環境変数を使用してシステムに
情報を渡すことができます。

TUXDIR―リモート・クライアント上の BEA Tuxedo CORBA クライアン
ト・ソフトウェアの場所。クライアントを接続するにはこの値が設定さ
れていなければなりません。

TOBJADDR―クライアントがコンタクトする ISL のネットワーク・アドレ
ス。この値は、アプリケーションのコンフィギュレーション・ファイル
で指定された ISL プロセスのアドレスと一致していなければなりません。

注記 プログラマが Bootstrap コンストラクタまたは TOBJADDR で指定し
たネットワーク・アドレスは、サーバ・アプリケーションの 
UBBCONFIG ファイルで指定されたネットワーク・アドレスと完全
に一致していなければなりません。アドレスの形式や、大文字 /
小文字も識別されます。これらのアドレスが一致しないと、
Bootstrap コンストラクタの呼び出しが失敗し、一見無関係と思わ
れる以下のエラー・メッセージが表示されます。
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ERROR: Unofficial connection from client at 
<tcp/ip address>/<port-number>:

たとえば、サーバ・アプリケーションの UBBCONFIG ファイルの 
ISL コマンド行オプションで、ネットワーク・アドレスが 
//TRIXIE:3500 に指定されている場合、Bootstrap コンストラクタ
または TOBJADDR で //192.12.4.6:3500 や //trixie:3500 を指定
すると、接続が失敗します。

UNIX システムでは、ホスト・システムの uname -n コマンドを使
用して大文字 /小文字を指定します。Windows 2000 システムの場
合は、ホスト・システムの [コントロール パネル ] の [ネット
ワーク ] で大文字 /小文字を指定してください。または、環境変
数 COMPUTERNAME を使用します。次に例を示します。

echo %COMPUTERNAME%

CORBA リモート・クライアントの最大
数を設定する

アプリケーションにリモート・クライアントを参加させるには、 UBBCONFIG  
ファイルの  MACHINES  セクションで MAXWSCLIENTS パラメータを指定する必
要があります。

MAXWSCLIENTS に指定された値は、BEA Tuxedo システムの起動時に通知さ
れ、リモート・クライアント用に確保するアクセサ・スロットの数が決まり
ます。ネイティブ・クライアントの場合、各アクセサ・スロットに必要なセ
マフォは 1 つです。一方、ISH プロセス (リモート・クライアントの代わり
にネイティブ・プラットフォーム上で実行するプロセス ) は、リモート・ク
ライアントのアクセスを単一のアクセサ・スロットに多重化するので、必要
なセマフォは 1 つだけです。この点も、リモート機能の別の利点の 1 つで
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す。多くのクライアントをネイティブ・プラットフォームからリモート・シ
ステムに移動することによって、アプリケーションで使用する IPC 資源を減
らすことができます。

MAXWSCLIENTS は、MAXACCESSERS に指定された数のうち、指定された数のア
クセサ・スロットを使用します。MAXWSCLIENTS の設定時には、ネイティブ・
クライアントとサーバを収容するために必要な数のスロットを残しておく必
要があります。MAXWSCLIENTS に MAXACCESSERS より大きい値を指定しないで
ください。次の表は、MAXWSCLIENTS パラメータの説明です。

パラメータ 説明

MAXWSCLIENTS マシンに接続するリモート・クライアントの最大数を指定し
ます。

デフォルト値は 0 です。この値を指定しないと、リモート・
クライアントから指定されたマシンに接続できません。

構文は MAXWSCLIENTS=numberです。
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CORBA リモート・クライアントのリス
ナを設定する

リモート・クライアントは、1 つの ISL プロセスと、1 つ以上の ISH プロセ
スのサービスを介してアプリケーションにアクセスします。ISL は、BEA 
Tuxedo システム側で提供されるサーバとして、1 つのエントリで指定されま
す。ISL は複数のリモート・クライアントを扱うことができます。これらの
リモート・クライアントは 唯一の通信ポイントである ISL を経由して特定の
ネットワーク・アドレス (ISL コマンド行で指定 ) のアプリケーションに接続
します。リスナは、1 つまたは複数のリモート・ハンドラ・プロセスをスケ
ジューリングします。ISH プロセスは、アプリケーションの管理ドメイン
で、リモート・システム上のリモート・クライアントの代理として機能しま
す。ISH は多重化スキーマによって、複数のワークステーション・クライア
ントを同時にサポートします。

リモート・クライアントをアプリケーションに参加させるには、UBBCONFIG 
ファイルの SERVERS セクションで ISL プロセスをリストする必要がありま
す。この場合、サーバのリストと同じ構文を使用します。

CLOPT パラメータの形式

以下の ISL コマンド行オプション (CLOPT) を使用して、リモート・クライア
ントの ISL プロセスに情報を渡します。CLOPT パラメータの形式は、次のと
おりです。 
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ISL SRVGRP=”identifier”
    SRVID="number"
    CLOPT="[ -A ] [ servopts options  ] -- -n netaddr 
    [ -C {detect|warn|none} ]
    [ -d device ]
    [ -K {client|handler|both|none} ]
    [ -m minh ]
    [ -M maxh ]
    [ -T client-timeout]
    [ -x mpx-factor ] 
    [ -H external-netaddr"

CLOPT コマンド行オプションの詳細については、『BEA Tuxedo コマンド・リファレン
ス』 の ISL コマンドを参照してください。

CORBA リモート・クライアントをサ
ポートするようにコンフィギュレーショ
ン・ファイルを変更する

コード リスト 0-1 は、リモート・クライアントをサポートする UBBCONFIG 
ファイルの例です。以下の特徴があります。

MACHINES セクションでは、2 つのサイトでデフォルトの MAXWSCLIENTS 
が上書きされています。SITE1 ではデフォルト値が 150 に引き上げられ、
SITE2 では 0 に引き下げられています。値 0 の場合は、リモート・クラ
イアントが接続されません。

SERVERS セクションには、BANKB1 グループの ISL プロセスがリストされ
ています。サーバ ID は 500 で、再起動可能と指定されています。

コマンド行オプションでは、以下の値が指定されています。

IIOP リスナ /ハンドラはすべてのサービスを宣言します (-A)。

IIOP リスナ /ハンドラは、ポート 2500 のホスト TRIXIE  でリッスン
します。
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ネットワーク・プロバイダは /dev/tcp (-d) です。

起動に必要な ISH プロセス数の最小値は 5 です (-m)。

起動に必要な ISH プロセス数の最大値は 30 です (-M)。

各ハンドラは同時に最大 5 つのクライアントを接続できます (-x)。

コード リスト 0-1   UBBCONFIG ファイルの設定例

*MACHINES
SITE1
              ...
              MAXWSCLIENTS=150
              ...
SITE2
              ...
              MAXWSCLIENTS=0
              ...
*SERVERS
              ...
ISL SRVGRP=”BANKB1" SRVID=500 RESTART=Y
           CLOPT=”-A -- -n //TRIXIE:2500 -d /dev/tcp
                 -m 5 -M 30 -x 5"
          ..

リモート共同クライアント /サーバのア
ウトバウンド IIOP を設定する

アウトバウンド IIOP のサポートにより、ネイティブ・クライアントと、ネ
イティブ・クライアントとして機能するサーバは、BEA Tuxedo ドメイン外
のリモート・オブジェクト・リファレンスを呼び出すことができます。つま
り、コールバックに登録されているリモート・クライアントを呼び出して、
リモート・サーバ内のオブジェクトにアクセスすることができます。
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アウトバウンド IIOP サポート・コンポーネントと直接通信できるのは管理
者だけです。管理者は、適切な起動パラメータを使用して ISL を起動し、接
続が確立されていないクライアントのオブジェクトに対して、アウトバウン
ド IIOP を実行できるようにします。また、管理者は、起動する ISL の数や
各種起動パラメータを調整し、システムの負荷状況に応じた最適な設定を行
う必要もあります。 

デフォルトのパラメータを使用して ISL を起動することも可能です。ただ
し、BEA Tuxedo ISL のデフォルトの起動パラメータでは、IIOP のアウトバ
ウンドを有効にできません。

注記 アウトバウンド IIOP は、トランザクションおよびセキュリティ機能
ではサポートされていません。

機能説明

クライアント・コールバックをサポートするには、アウトバウンド IIOP の
サポートが必要です。BEA WebLogic Enterprise のバージョン 4.0 および 4.1 
では、ISL/ISH はインバウンドのハーフ・ゲートウェイでしたが、アウトバ
ウンド IIOP のサポートにより、ISL/ISH にアウトバウンドのハーフ・ゲート
ウェイが追加されています (図 12-2 を参照してください )。

ネイティブ・サーバおよびリモート共同クライアント /サーバ・アプリケー
ションでサポートされる GIOP のバージョンによって、以下に示す 3 種類の
アウトバウンド IIOP 接続を使用できます。

双方向―接続を再利用するアウトバウンド IIOP  (BEA WebLogic 
Enterprise のリリース 4.2 以降の C++ GIOP 1.2 サーバ、クライアント、
および共同クライアント /サーバでのみサポート )

非対称―2 番目の接続経由のアウトバウンド IIOP (GIOP 1.0、GIOP 1.1、
GIOP 1.2 のサーバ、クライアント、および共同クライアント /サーバ・
アプリケーションでサポート )。

デュアル・ペア接続―アウトバウンド IIOP (GIOP 1.0、GIOP 1.1、GIOP 
1.2 のサーバ、クライアント、および共同クライアント /サーバ・アプリ
ケーションでサポート )。
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注記 GIOP 1.2 は、BEA WebLogic Enterprise リリース 4.2 (以降 ) と 
BEA Tuxedo リリース 8.0 (以降 ) の C++ クライアント、サーバ、
および共同クライアント /サーバでのみサポートされます。BEA 
WebLogic Enterprise リリース 4.0 と 4.1 の C++ クライアントと
サーバでは、GIOP のバージョン 1.0 と 1.1 はサポートしています
が、GIOP 1.2 はサポートしていません。Java クライアント、サー
バ、および共同クライアント /サーバは、GIOP 1.0 のみサポート
しています。

双方向およびデュアル・ペア接続のアウトバウンド IIOP では、ISH に接続
された共同クライアント /サーバに存在するオブジェクト・リファレンスへ
のアウトバウンド IIOP 接続が可能です。非対称のアウトバウンド IIOP で
は、ISH に接続された共同クライアント /サーバに存在しないオブジェク
ト・リファレンスへのアウトバウンド IIOP 接続が可能です。また、現在 
ISH に接続されているクライアント上のオブジェクト・リファレンスだけで
なく、任意のオブジェクト・リファレンスを BEA Tuxedo CORBA クライア
ントによって呼び出すことができます。

以下の節では、それぞれのアウトバウンド IIOP について詳しく説明します。
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図 12-2サポートされる共同クライアント /サーバ IIOP 接続

双方向のアウトバウンド IIOP

双方向のアウトバウンド IIOP では、以下の操作が実行されます (図 12-3 参
照 )。

1. クライアントはオブジェクト・リファレンスを作成し、BEA Tuxedo 
CORBA サーバを呼び出します。クライアント ORB は、サービス・コン
テキストを使用して、その接続が双方向であることを認識します。この
サービス・コンテキストは、メッセージと共に BEA Tuxedo CORBA サー
バに送信されます。 

2. オブジェクト・リファレンスのアンマーシャリングで、BEA Tuxedo 
CORBA サーバはサービス・コンテキストのホスト /ポートをオブジェク
ト・リファレンスのホスト /ポートと比較します。これらが一致すると、
ORB によって ISH へのルーティングに必要な ISH クライアント情報が
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追加されます。このクライアント情報は、オブジェクト・リファレンス
が BEA Tuxedo CORBA サーバに渡される場合、常にオブジェクト・リ
ファレンスと共に送信されます。 

3. 適切な時点で、BEA Tuxedo CORBA サーバまたはネイティブ・クライア
ントがオブジェクト・リファレンスを呼び出します。クライアント情報
が指定されている場合、ルーティング・コードによって適切な ISH が呼
び出されます。 

4. ISH は、同じクライアント接続を使用して要求をクライアントに送信し
ます。 

5. クライアントはメソッドを実行し、クライアント接続を使用して ISH に
応答を返します。 

6. ISH は、応答を受信して BEA Tuxedo CORBA サーバに転送します。

図 12-3双方向接続
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非対称のアウトバウンド IIOP

非対称のアウトバウンド IIOP では、以下の操作が実行されます (図 12-4 参
照 )。

1. サーバは、ソースからオブジェクト・リファレンスを取得します。ネー
ミング・サービスや string_to_object を取得したり、クライアントを介
して取得することもできますが、クライアント自体に存在するものは対
象外です。ISH に接続されたクライアントにはオブジェクト・リファレ
ンスが存在しないため、双方向接続を使用して送信時呼び出しを行うこ
とはできません。BEA Tuxedo CORBA サーバがオブジェクト・リファレ
ンスを呼び出します。 

2. 最初の呼び出しで、ルーティング・コードによって ISL のサービスが呼
び出され、ホスト /ポートに渡されます。 

3. ISL はアウトバウンド呼び出しを処理する ISH を選択し、ISH 情報を 
BEA Tuxedo CORBA サーバに返します。 

4. BEA Tuxedo CORBA サーバは ISH を呼び出します。

5. ISH は、クライアントに対して要求を送信するときに使用する送信時接
続を決定します。接続が確立されていない場合、ISH はホスト /ポートへ
の接続を作成します。

6. クライアントがメソッドを実行し、ISH に応答を返します。 

7. ISH は、応答を受信して BEA Tuxedo CORBA サーバに転送します。
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図 12-4非対称のアウトバウンド IIOP

デュアル・ペア接続によるアウトバウンド IIOP

デュアル・ペア接続によるアウトバウンド IIOP では、以下の操作が実行さ
れます (図 12-5 参照 )。

1. クライアントは、オブジェクト・リファレンスを作成し、Bootstrap 関数 
(register_callback_port) を呼び出して、オブジェクト・リファレンス
を渡します。 

2. ISH が IOR からホスト /ポートを取得し、クライアント・コンテキスト
に保存します。

3. クライアントは BEA Tuxedo CORBA サーバを呼び出してオブジェクト・
リファレンスを渡します。register_callback_port 呼び出しによって、
ISH がホスト /ポートを含むサービス・コンテキストを作成します。この
サービス・コンテキストは、メッセージと共に BEA Tuxedo CORBA 
サーバに送信されます。 
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4. オブジェクト・リファレンスのアンマーシャリングで、BEA Tuxedo 
CORBA サーバはサービス・コンテキストのホスト /ポートをオブジェク
ト・リファレンスのホスト /ポートと比較します。これらが一致すると、
ORB によって ISH クライアント情報がオブジェクト・リファレンスに追
加されます。このクライアント情報は、オブジェクト・リファレンスが 
BEA Tuxedo CORBA サーバに渡される場合、常にオブジェクト・リファ
レンスと共に送信されます。 

5. 適切な時点で、BEA Tuxedo CORBA サーバまたはネイティブ・クライア
ントがオブジェクト・リファレンスを呼び出します。ルーティング・
コードによって適切な ISH が呼び出され、クライアント情報が渡されま
す。 

6. ISH は、クライアントに対する 2 番目の接続を作成します。ISH は、こ
の 2 番目の接続を使用してクライアントに要求を送信します。

7. クライアントがメソッドを実行し、最初のクライアント接続を使用して 
ISH に応答を返します。

8. ISH は、応答を受信して BEA Tuxedo CORBA サーバに転送します。ク
ライアントは ISH との最初の接続と 2 番目の接続を切断します。
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図 12-5デュアル・ペア接続によるアウトバウンド IIOP

ルーティング・コードによる ISL の検出

ISL の検出手順は以下のとおりです。

1. 各 ISL でサービスが宣言されます。 

2. ルーティング・コードによってサービス名が呼び出されます。

注記 ISL の検出には通常の BEA Tuxedo ルーティングが使用されます。 

3. 同じマシン上でアイドル状態の ISL が使用可能な場合は、その ISL が常
に選択されます。アイドルの ISL が使用できない場合、NETLOAD は通
常ローカル ISL が選択されていることを確認します。 

注記 ローカル・マシン以外のマシンで ISL が呼び出される場合もあり
ます。
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ISL コマンドを使用してアウトバウンド 
IIOP のサポートを設定する

ネイティブな C++ または Java クライアント、ネイティブ・クライアントと
して動作するサーバからリモート・オブジェクト・リファレンスを呼び出す
場合は、アウトバウンド IIOP サポートを使用します。ルーティング・コー
ドでは、オブジェクト・リファレンスのソースが BEA Tuxedo CORBA ORB 
以外、またはリモートの BEA Tuxedo CORBA 共同クライアント /サーバで
あることが認識されます。

オブジェクト・リファレンスの種類

リモート・オブジェクト・リファレンスには、次の 2 つの種類があります。 

BEA Tuxedo ドメイン外の BEA Tuxedo CORBA リモート・共同クライ
アント /サーバによって作成されたオブジェクト・リファレンス

サードパーティ製のサーバによって作成されたオブジェクト・リファレ

ンス 

どちらのオブジェクト・リファレンスも、ルーティング・コードで検出さ
れ、アウトバウンド IIOP サポートに送信された後、処理されます。

ユーザ・インターフェイス

アウトバウンド IIOP サポートのユーザ・インターフェイスは、コマンド行
インターフェイスであり、これを使用して ISL プロセスを起動します。BEA 
Tuxedo ソフトウェアの今回のリリースでは、アウトバウンド IIOP 処理を設
定するための新しいコマンド行オプションが追加されています。これらのオ
プションを使用すると、ISH に接続されていないクライアントに存在するオ
ブジェクト・リファレンスへの非対称の IIOP 接続がサポートされます。
12-22 『BEA Tuxedo アプリケーションの設定』



ISL コマンドを使用してアウトバウンド IIOP のサポートを設定する
以下の ISL コマンド構文は、アウトバウンド IIOP をサポートする新しいオ
プションを示しています。

ISL SRVGRP="identifier"

    SRVID="number"

    CLOPT="[ -A ] [ servopts options ] -- -n netaddr 
           [ -C {detect|warn|none} ]
           [ -d device ]
           [ -K {client|handler|both|none} ]
           [ -m minh ]
           [ -M maxh ]
           [ -T Client-timeout]
           [ -x mpx-factor ] 
           [-H external-netaddr]
#NEW options for outbound IIOP
           [-O]
           [-o outbound-max-connections]
           [-s Server-timeout]
           [-u out-mpx-users] "

CLOPT コマンド行オプションの詳細については、『BEA Tuxedo コマンド・リ
ファレンス』の ISL コマンドを参照してください。 
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